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1 本書は一般国道36号恵庭バイパス建設工事に伴い、財団法人北海道埋蔵文化財センターが、平成

3年度および4年度に調査を実施した恵庭市ユカンボシE5遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書であ

る。

2 本書の編集と執筆は、発掘および整理にあたった下記の5名が行った。文責者は以下のとおりで

ある。

鬼柳 彰: I、 Ⅱ、Ⅳ－1-1)、Ⅳ－3-2) ･ 3)、Ⅳ-4-2)、Ⅳ－5－1

田才雅彦：Ⅲ－2、 V－l 、 V－2-1) HP2･ 3， V－2-2) P1 ･ 5 ･ 8～11, V一

2－3）、V－2-4) TP4 ･ 5 ･ 7 ･ 11 ･ 13･ 14･ 17･ 18･21 ･26 ･30～33, V－2-5)

FP1～31 ･33～37･41， V－2-6) ･ 7)、 V－3-2 ･ 4

鎌田 望：Ⅲ－1、Ⅳ－4－1）、V－2－1 ) HP1， V－2-2) P2 ･ 3 ･ 6， V－2

-4) TP1 ･ 3 ．24･25･27～29, V－2-5) FP32･38～40･42～58･60～71 ･ 73～75,

V－3－1 ）、 V－3－4

西脇対名夫：Ⅳ－1-2)、Ⅳ－2 ･ 3，Ⅳ－3-1) ･ 4)、V－2-2) P-7，V-2-4)

TP15･16･19･20･22･23．32， V－2-5) FP72

倉橋直孝:V-2-2) p-4， V－2-4) TP2 ･ 6 ･ 8～10･ 12

3 植物種子等の同定および執筆については北海道大学文学部吉崎昌一教授に依頼した。

4 層序の記載については､ ･花岡正光の教示を受けた。

5 整理後の遺物写真撮影は森岡建治が担当した。

6 実測図の縮尺は原則として次のとおりである。

竪穴住居跡(HP) 1 :40

Tピット (TP) ･墓曠(GP) ・土擴(P) ・小土擴(SP) ･B地区の集石・焼土あるいは炭

化物の集中地点(FP) 1 :20、 Tピットの排土 1 :40、 A地区の集石(X) 1 : 10

復元土器 1 ： 4、土器拓本 1 : 3、剥片石器 l : 2，礫石器 1 : 3

7 図中における遺物の表示は次のとおりである。

○土器、△剥片石器、口礫石器、 ・ 剥片

遺物の形を図示した場合には、 P (土器)、 Y (剥片石器)、 B (礫石器)、 F (剥片）の略号を付

した。

8 調査にあたっては、下記の機関および人々の助言と協力を受けた（順不同、敬称略)。

恵庭市教育委員会、恵庭市郷土資料館、広島町教育委員会

上屋真一、松谷純一、佐藤幾子、松沢亜生、吉崎昌一、椿坂恭代、清水雅男、木村哲朗、工藤利幸、

高橋與右衛門、中川重紀､石橋孝夫､工藤義衞、中島孝幸､乾哲也、大谷敏三、田村俊之､高橋理、

豊田宏良、松田淳子、土屋周三、石神敏、大島秀俊、石川直章、宮宏明、菊池徹夫、大塚和義、

梅原達治、平川善祥、山田悟郎、小林幸雄右代啓視、手塚薫、出利葉浩二、野中－宏、北沢実、

佐藤一夫、宮夫靖夫、工藤肇、鈴木耕榮大泉博嗣、加藤邦雄、上野秀一、羽賀憲二、仙庭伸久、

横山英介、宮田栄二、福田祐二、沢田廣政、富樫哲夫、村元良夫
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2）石器類

4 まとめ ・
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I 調査の概要

調査要項

事業名

事業委託者

遣跡名

所在地

調査面積

Ｆ
』
■
■
■

一般国道36号恵庭バイパス建設工事用地内埋蔵文化財発掘調査

北海道開発局札幌開発建設部

ユカンポシE5遺跡

恵庭市戸磯180-4ほか

6,767㎡ 平成3年度B地区3,285㎡

平成4年度A地区2,155㎡、 B地区1,327㎡

平成3年4月16日～平成4年3月27B (発掘平成3年8月1日～10月26B)

平成4年4月21日～平成5年3月26日 （発掘平成4年5月7日～8月8日）

調査期間

2調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理 事 長

專務理事

常務理事

業務部長

調査部長

調査第1課長

主 任

嘱 託

〃

寺山敏保

永田春男

中村福彦

伊藤庄吉

森田知忠

鬼柳 彰（発掘担当者）

田才雅彦（ 〃 ）

鎌田 望

倉橋直孝〔平成3年度〕

西脇対名夫〔平成4年度〕〃

3 調査の経過

恵庭バイパスの建設工事に伴う埋蔵文化財包蔵地の発掘調査は恵庭バイパスの建設工事に伴う埋蔵文化財包蔵地の発掘調査は、恵庭市教育委員会が平成元年度に

実施した柏木川11遺跡と当センターが平成3年5月から7月にかけて発掘したユカンボシE4遺跡

についで、本遺跡の調査が3件目となる。

発掘調査区は、本遺跡のうちバイパス建設用地にかかるA･B両地区である。このうちB地区の

約70％ （グリッド5ラインから北側）は平成3年8月から10月にかけて発掘した。平成4年度はA

地区全域とB地区南部の残る1,300㎡あまりについて、 5月から8月初めまで発掘を行い、延べ6ヵ

月にわたる調査を終了した。両地区とも、予想よりわずかに遺物包含層の範囲が広がることが判明し

たため、調査面積は当初計画よりA地区が45㎡、 B地区は65㎡増加した。

B地区のうち、平成3年度調査区では縄文時代の竪穴住居跡や土擴のほかTピット、焼土が多数

検出され、 さらに2個体の土器を副葬した続縄文時代の墓が1基みつかっている。出土遺物も縄文時

代、続縄文時代の各時期におよんでいることから、 4年度も同様の遺構と遺物が検出されることが予

想された。平成4年度調査区の面積はB地区全体の約30％に過ぎないが、遺構と遺物の量は前年度

よりもかなり多い。本書ではA地区およびB地区の2ヵ年度分の調査について、まとめて報告する。

なお、昨年度調査したユカンボシE4遺跡の調査結果については、報告書（｢ユカンボシE4遺跡」

北埋調報75）を刊行済みである。

1



4 調査結果の要旨

<A地区〉発掘された遺構は土曠1基、 Tピット2基、集石4カ所、焼土あるいは炭化物の集中地

点12カ所と上部に鉄鍋が伏せられた小土曠1基である。 このうち、 Tピットと小土壌および炭化物

集中地点3カ所を除くほかの遺構は、供伴した遺物から縄文時代早期のものとみられる。遺物包含層

からは早期のコッタロ式、中茶路式、東釧路Ⅲ式に相当する土器片が出土しており、石器もこの時期

の特徴をもつ石鍍やすり石などが多い。ほかに縄文時代前期、中期、後期の遺物もわずかに出土して

いる。遺構と遺物の分布状態などから、調査区西側に縄文時代の集落跡があるものと推定される。

鉄鍋は現在、類例を見出すことができていないが、樽前a火山灰直下で出土したことから、 1739年

以前の遺物の可能性がある。

<B地区> 2ヵ年の調査で発掘された遺構は、縄文時代の竪穴住居跡3軒、土壌11基、 Tピット32基、

焼土75カ所および続縄文時代の土曠墓1基である。出土遺物から、住居跡のうち1軒は縄文時代前期、

ほかの2軒は中期のものとみられる。土曠は早期および中期に属するものがある。 Tピットと焼土

は調査区全域で検出されたが、 とくに南部に多く、等高線に沿って分布している。 Tピットには楕

円形と溝状のものがあり、構築時の排土も5カ所確認された。また、土壌のうローテーションにより、

イネ科の種子などが検出されている。出土した土器や石器は、縄文時代早期から後期のものが大部分

を占めるが、ほかに続縄文時代の後北式土器1個体と土曠墓から出土した北大式土器3個体がある。

縄文時代の土器の多くは中期の萩ケ岡2式と天神山式に相当するものである。石器も様々な器種が出

土しているが、縄文時代早期および中期のものが多くを占める。

遺構・遺物一覧（遺物は破片点数）

A地区 B地区

｜遺 構 ｜遺 構遺 物 遺 物

土 壊

集 石

Tピッ ト

焼土・炭化物
集中地点

小土壌

土

土

剥

礫

剥

器(縄文）

製品

片石器

石器

片

礫

鍋

１

４

6，202

6

201

56

3，551

628

(1個体) 42

住居跡

墓

土 塘

集 石

Tピッ ト

焼 士

土器(縄文）

〃 （続縄文）

土製品

剥片石器

礫石器

剥 片

礫

３
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１

１
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Ⅱ環境と地形

恵庭市の市街地南部の湧水に源をもつユカンボシ川は東流して、千歳川の支流の長都川に入ってい

る。流路延長6.2km、幅は約2～4m、下流の千歳市側から改修工事が進んでいるが、上流の恵庭市

側では今も蛇行をくりかえしている。本遺跡はこの川の中流部左岸に位置しており、平成3年度に調

査した右岸のユカンボシE4遺跡とは指呼の間にある。

本遺跡の北側に接する河道跡は、今の恵庭駅あたりを水源とし東流していたユカンボシ川の支流で、

本遺跡の東方で本流に入っていたらしい。付近の人の話によると、 この川はトイソ川と呼ばれていた

が､昭和の初め頃までに埋め立てられ水田化されたという。明治29年の仮製5万分1図には「トーウイ

ソ川」と記されている。現在も旧トイソ川の跡は周囲より低く、空中写真や地形図からたどることが

できる。本遺跡付近では氾濫原とみられる低地の幅が約50mあるが、流路幅は今のユカンボシ川くら

いだったものと思われる。現在、本遺跡付近では川跡を牧草地として利用しているが、今回の調査で、

地表下には今も多量の水が流れていることが判明した。

本遺跡は南西方向に大きく屈曲する旧トイソ川の右岸に沿い広がっている。今回、発掘を行ったと

ころは、本遺跡のうちバイパス建設用地にかかる2つの地区である。 このうちA地区は馬蹄形に蛇

行する旧トイソ川の北西岸に位置しており、南端部を除いて大部分が国有保安林のなかにある。 B

地区はこれより150mほど下流の南西岸に位置しており、調査前までは畑や宅地であった。両地区と

も旧トイソ川の右岸にあたる。A地区の保安林は明治26年に、 「千歳原野植民地区画割」が設定され

た際防風林として自然林が残されたものである。同様の防風林は恵庭市から千歳市にかけて、道路

区画に沿って幅182m (100H)、延長10数k'nにわたり国有保安林として管理されている。本遺跡付近

では昭和の初め頃、東側の60間が国から払い下げられ農地に転換したという。 B地区も払い下げ前

まで西側の一部が保安林であったが、大半は明治中頃の開墾当時から畑地として利用されてきた所で

ある。

このようなことから現在、 A･B両地区の地形や植生はまったく異なっている。A地区には、ナラ、

アカダモ、ハンノキ、ニレ、 クルミなどの樹木が生い茂り、先史時代を思わせる景観が残っている。

調査区の南端部には旧トイソ川の河道跡が湾入し、 ここに西側を流れる小流が入っている。この小川

の南側はB地区に続く段丘面で、調査区の南東端部がここにかかっている。 A地区では表土下に樽

前a火山灰(Ta-a、 1739年降灰）が厚く残っており、人為的な改変をほとんど受けていないこと

が分かる。 これに対してB地区は全域にわたって遺物包含層上部まで耕作されている。 B地区は北

海道教育委員会が平成2年度に行った範囲確認調査の結果から、南半部に遺構と遺物が多いことが判

明していた。今回、調査区南端に接する南26号道路までを発掘したが、遺跡はさらに南方のユカンボ

シ川近くまで続いていたものと考えられる。付近の人の話によれば、 この道路南側の畑には多くの土

器や石器が散布していたが、ユカンボシ川左岸の河川敷に客土するため、かって土取を行ったという。

範囲確認調査では遺物がまったく出土していない。本遺跡はユカンボシ川の左岸にあることが、その

名称の根拠になっているが、 これらのことから判断するとA地区は旧トイソ川右岸に、 B地区はユ

カンボシ川左岸に立地する遺跡とみることができよう。

ユカンボシ川の両岸には、水源から河口にかけて23ヵ所の遺跡が分布している。各種の工事に伴い

現在まで本遺跡を含めて、 l1カ所の遺跡で発掘調査が行われた。 これらの調査では縄文時代、続縄文

時代、擦文時代さらにアイヌ文化期におよぶ遺構、遺物が発掘されており、先史時代からこの川が人

間の活動にとって重要な位置を占めていたことが分かる。
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図Ⅱ－1－1 遺跡の位置
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Ⅲ遺物の分類

1 土器の分類

今回の調査で出土した土器片は、 A地区では縄文時代のもの6,202点（早期4,826点、前期692点、

中期130点、後期66点、時期不明488点）である。なお、他に縄文時代早期の土製円盤が6点出土して

いる。 B地区では、縄文時代のもの20,859点（早期3,126点、前期263点、中期12,586点、後期2,137

点、時期不明2,747点)、続縄文時代後北式のもの208点、北大式3個体の計20,859点と3個体である。

なお、他に縄文時代中期の三角土製品が7点出土している。

基本的な分類は、昨年度のユカンボシE4遺跡の報告で記したものと変わっていない。

I群縄文時代早期に属する土器を本群とする。大きく二つに分類される。

a類：貝類腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。今年度の調査では出土していない。

b類：縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文のある土器群。更に四者に分けられる。

bl類：東釧路Ⅱ。Ⅲ式に相当するもの。

b2類：コッタロ式に相当するもの。

b3類：中茶路式に相当するもの。

b4類：東釧路Ⅳ式に相当するもの。今回の調査では出土していない。

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器を本群とする。大きく二つに分類される。

a類：胎土に繊維を含む、厚手で縄文の施された円底・尖底の土器群。更に二者に分けられる。

a1類：縄文土器に相当するもの。

a2類：静内中野式に相当するもの。

b類：円筒土器下層式、大麻V式に相当する土器群。HPlとP1が本時期の遺構である。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器を本群とする。大きく二つに分類される。

a類：円筒土器上層式、萩ヶ岡1 ･ 2式に相当するもの。大半の遺構は本時期のものと思われる。

b類：天神山式、柏木川式、北筒式等に相当するもの。更に三者に分かれる。

b1類：天神山式、萩ヶ岡3式に相当するもの。

b2類：柏木川式、萩ヶ岡4式に相当するもの。

b3類：北筒式に相当するもの。今回の調査では出土していない。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器を本群とする。大きく三つに分類される。

a類：前葉の土器、余市式、手稲砂山式、入江式に相当するもの。

b類：中葉の土器。手稲式、鯲澗式、エリモB式に相当するもの。

c類：後葉の土器。堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。今回の調査では出土していない。

V群縄文時代晩期に属する土器を本群とする。今回の調査では出土していない。

Ⅵ群続縄文時代に属する土器を本群とする。大きく三つに分類される。

a類：大狩部式、恵山式及びそれに平行するもの。今回の調査では出土していない。

b類：後北式及びそれに平行するもの。今回の調査では後北C2 ･D式が出土している。

c類：北大1－Ⅱ式に平行するもの。 このうち北大Ⅱ式には、斜行縄文と沈線の組合せでV字

状モチーフを描くグループ．と、沈線のみで描くグループ・があり、田才（1983）は前者を北大

B式、後者を北大C式とした。今回の調査では、 B地区で北大C式の土曠墓1基が確認さ

れている。
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2石器の分類

今回の調査で出土した石器等は、 A地区の総数は10,686点で、内訳は剥片石器類201点、剥片

3,551点、礫石器類56点、方割礫350点、礫278点である。 B地区の総数は29,141点で、内訳は剥片石

器類375点、剥片27,917点、礫石器類441点、方割礫260点、礫148点である。

基本的分類については、 「忍路土場遺跡・忍路5遺跡」の報告（1989）で示した基準を踏襲してい

るが、以下に特徴的なものあるいは本文中に用いる略語について記す。

掻器：ユカンボシE4遺跡の報告(1992)では、つまみ付きナイフとラウンド・スクレイパー以外

は削・掻器として一括で扱ったが、今回はその刃部形態に着目して区分した。掻器としたものは、

直角ないし直角に近い斜角の刃部をもつものと、粗い調整による波形の刃部をもつもので、それ

ぞれ直角刃、斜角刃、波形刃としている。このうち波形刃は、その剥離痕や原石面の残り方から、

剥片を剥いだ後の残核を転用している可能性が高い。

F･C集中：剥片(nake) ･砕片(cmp)が集中して出土した地点。

R｡F(retouchednake) :二次加工(retouch)のある剥片。器種の特定できない各種石器類の未製

品・破損品を含む。

U･F(utmzedflake) :使用痕（肉眼での識別による）のある剥片。

二一ドル：棒状原石をそのまま､あるいは剥片を棒状に作出し､石錐のような刃部加工をせずに刺す・

突くなどの用途に用いたと思われるもの。

石斧：製作過程の素材残片や剥片、使用過程での剥片類を含む。

縞頁岩：木目状の白い縞がみられる珪質の頁岩で、珪化木の可能性がある。一般の頁岩・珪質頁岩と

区別するため縞頁岩とした。なお、 この原石は現在でも漁川上流部で採取できる。

板状礫：厚さ6cm未満の板状を呈する礫。石皿・台石の素材として、あるいはそのまま台石的に用い

られたものと考えている。

方割礫：様々に割られた（割れた）礫で、焼けているものが目立つ。 ワッカオイ遺跡の報告（1977）

で飽津が注目した「方割石」に準じ、破断面の数によってB型（ 1面）～E型（4面） と、そ

の他の破片に細分した。なお破断面OのA型は礫として扱っている。

焼け弾け：加熱されたことによって、礫や黒曜石・メノウの原石・剥片などが割れたものを指す。破

断面にバルブなどの加鑿痕がみられず、破断面中央からリングが広がる特徴がある。なお、出土

資料を奈良国立文化財研究所の松沢亜生氏に実見していただき、以下のコメントをいただいた。

1 打撃による剥離ではない。

2 熱による剥離・分解の可能性が強い。

3 表面の状態変化が少ないので、それほど高温ではないと思われる。

4 低めの温度で徐々に加熱された場合には表面の変化が少ない。

5 直接炎にあてるのではなく、土に埋めたりして温度調節をしている可能性がある。

6 木材を割るなどの加工に使用した模などは、木の摩擦や圧力のため模自体が非常に高温とな

り割れが発生すると考えている。こうした例は弥生時代の遺跡などにみられるが、実検はされ

ていない。

7 本資料については、表面の稜線に摩耗やスレが認められないので模の可能性は薄い。今後、

いろいろな条件で加熱・冷却実験を行う必要がある。

なお、焼成実検の成果については、昨年度のユカンボシE4遺跡の報告書中で木村哲朗氏が述べ

られているので参照されたい。
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ⅣA地区

1 調査の方法

1 ）発掘区の設定

発掘区の設定にあたっては、恵庭バイパス建設予定地の

用地境界杭を基準に用いた。測量基点としたR.57杭から

L.57杭の方向（東）をX軸の正方向、 R.58杭の方向（南）

をY軸の負方向とする座標を設定、 X軸とY軸をそれぞ

れ10m毎に区切り、調査区全域を10m×10mの発掘区に分

割した。

この一辺10mの発掘区を大グリッドとし、それぞれをさ

らに、 lm×1mの小グリッド100個に分割した。各グリッ

ドの表示は大グリッドを1･0区、 2．4区等とし、小グリッド

の場合は1･0-00区、 4．10-55区等々とした。なお、 Y軸

の方位はN－5．40′－Wである。
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L.57 :X=-124,492.624, Y=-52,129.576
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2）層序

基本層序A地区の層序は、 B地区および平威基本層序A地区の層序は、 B地区および平成

~
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図Ⅳ－1－1 発掘区の設定

3年度度に調査したユカンボシE4遺跡の居序に

対比してI層（表土、 Ta-a降下火山灰の土壌化したもの) ･ Ⅱ層（旧表土) ･Ⅲ層（黄榿色土）に

大別した。調査区南西端にある流路から北側では腐植に乏しい間層が数枚観察されたので、 これらの

うち連続性のよいものを境にⅡ層をⅡ－1～4層に細分した。

I 層 ：暗褐色細礫混じりシルト （礫はTa-a)やや霜下限は暖昧現代の溝を検出

a 層 ：灰黄褐色細～中礫（中位はシルト質粗粒砂～細礫）軟～霜下限は画然Ta-a火

山灰層

Ⅱa層 ：黒褐色粘土質シルト軟下限は判然流路以南に分布縄文中期遺物を検出

Ⅱb層 ：黒色粘土質シルト 軟下限は判然流路以南に分布縄文中期遺物を検出

Ⅱ－la層：灰褐色（厚い部分では下部は黒褐色）粘土質シルト軟（乾くと堅）下限は判然～暖昧

分布広く、連続性よい炭の集中・近世遺物を稀に検出

b 層 ：黄榿色～榿色(c層より赤みが強い） シルト （稀に炭を交える）軟下限は判然分布

は広いが不連続無遺物

Ⅱ－lb層：黒褐色粘土質シルト 軟下限は判然分布は広いが薄いためb層が欠ける地点では

Ⅱ－1a層との区別がしばしば困難ほぼ無遺物

clE :黄榿色粘土質シルト 軟下限は判然～画然分布広く連続性よい無遺物

I－2a層：暗褐色シルト質粘土軟下限は判然不連続で厚さ2cm未満と薄い無遺物

c2jg :黄榿色(c l層より明、鈍色） シルト 軟下限は判然～画然分布は広いが不連続

8



無遺物

Ⅱ－2bE:黒褐色シルト質粘土軟下限は判然～暖昧ほぼ無遺物

d 層 ：灰褐色～褐灰色粘土質シルト 軟下限は判然分布広く連続性よい無遺物

Ⅱ－3a層：黒褐色～暗褐色細～中礫混じり粘土質シルト （礫はe層のものと同-) 軟下限は

判然調査区の全域に分布するほぼ無遺物

e 層 ：黄褐色細～中礫混じりシルト 軟下限は判然広い範囲に分布するがごく不連続

Ta-c2層のものに似た岩片に富む無遺物

Ⅱ－3b層：黒褐色～暗褐色粘土質シルト軟下限は判然調査区全域に分布するおもに縄文

中期の遺物を検出

Ⅱ－3c層：暗褐色粘土質シルト軟下限は判然比較的連続性よいが範囲が限られる ほぼ無

遺物

f 層 ：黄榿色～灰黄褐色粘土質シルト 下限は判然比較的連続性よいが範囲が限られる

腐植の多い部分と少ない部分に細分することもできるがともに一連の堆積物とみられる

火山ガラスに富み植苗層に対比される可能性がある無遺物

Ⅱ－4a層：暗褐色（Ⅱ－3b層より明） 粘土質シルト 軟下限は判然調査区の全域に分布す

る主に縄文早期の遺構・遺物を検出

Ⅱ－4b層：灰黄褐色（明暗の土壌がいりまじる） シルト質粘土軟下限は漸移的全域に分布

稀に縄文早期の遺物を検出

Ⅲ層 ：黄榿色粘土質シルト やや堅下限は判然～暖昧

なおb・ cl ・ c2層は土質、色調が類似しており、 この3層が明瞭に累重していない場所ではⅡ－

la･b、 Ⅱ－2a･b各層の識別が困難であった。この場合その位置で認められる黄榿色粘土質シル

トをc層と呼び、 より上位の|日表土をⅡ－1層、下位をⅡ－2層として扱った。

間層のうちb･Cl ･ c2層は降下火山灰とは考えがたいこと、 またe層がTa-c2 (曽谷．佐藤

1980)層に、 さらにf層が植苗層（同前害）に対比される可能性があることについて花岡正光の教示

を受けた（本章5節「まとめ」を参照)。 。層はその層位と野外での外見からB-Tm火山灰に似て

いると考えたが、火山ガラスに乏しいことなどから花岡により否定された。

B地区およびユカンボシE4遺跡でⅢ層の下に堆積しているⅣ層（黄褐色中～細粒砂混じり粘土）

v層（細礫混じり極粗～粗粒砂と軽石礫）は確認されていない。Ⅲ層より下には砂を主として円礫層

を挾む堆積が認められ、その下部にはB地区･E4遺跡のV層に見るような軽石礫の風化したもの

が含まれる。これらの堆積物を一括してV′層と呼ぶことにした。V′層はおそらくトイソ川あるい

はユカンボシ川の|日氾濫原の堆積物で、 その上面は小規模ながらB地区･E4遺跡の位置する面よ

りも新しい段丘面に当たるものと思われるが、詳しい検討をおこなっていない。調査区南端の流路を

境に50cmほどの段差があり、 これが新旧の段丘面の間の段丘崖に当たる可能性がある。

低湿部の層序調査区の南東側にトイソ川の旧河道に連なる低地の湾入が2カ所以上認められる。

ほぼ全体が地下水面下にあり、植物遺体の保存がよい。このうち1カ所の断面図を示した（図Ⅳ－1

－3）。下位（18～24層）には腐植質の暗色粘土と明色シルトの互層がみられ、暗色粘土層から縄文

後期土器などの遺物が出土する。上位( 1～17層）では湾入の縁辺部を除いて粘土が主体である。

上位の堆積物の中にみられる灰白色の粘土層(11 ･ 13層、一部で炭化物を伴う）が基本層序のb ･

c層に対応するとすれば、湾入内が安定した水面になった時期は比較的新しく、 d層の形成より後に

なる可能性が高い。下位の堆積の年代は出土遺物から推定できるが、遺物の原位置には問題がある。
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11－

2 Ⅱ－1層の遺構と遺物

Ⅱ－1 ． 2層上面の地形

Ta-a火山灰を除去した段階の地形は、

地表で観察されるものと大差がない。調査区

の大部分は標高19.6～20mの弱い起伏をもつ

段丘面で、南東側に旧トイソ川の侵触による

とみられる湾入部カガある。水成の堆積物で埋

積された湾入部の内部は標高19m弱で非常に

平坦であり、段丘面との境は狭い斜面ないし

崖面となる。南西端には小さい流路を隔てて、

標高20mを超えるより高位の段丘面の端が調

査区に含まれている。この流路は現在、機能

しているが、 Ta-a火山灰の降下前にも存

在していたかどうか不明である。

Ⅱ－1層の遺構

Ⅱ－1層では小土壌1基炭化物の集中地

点3カ所が確認された。このほかに低地部の

堆積の上位で炭化物の集中地点が1カ所検出

されており、不確実ながらⅡ－2層より新し

いものの可能性が高いので、 Ⅱ－1層の遺構

とあわせて記載することにした。遺構はいず

れもⅡ－1層の人力調査を行った発掘区南部

で確認したものである。
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1 ）小土壌

SP-1 確認面での径32cm、底径14cm、深さ16cm。

3． 5－89区に位置する。 Ⅱ－1層上面の調査中に底を上にして半ば埋没した鉄鍋を認め、 これを断

ち割る形で試掘溝を設けて精査したところ鍋の直下に小さな土曠を確認した。平面形はほぼ円形と思

われ、底面・壁面ともあまり整った堀方ではない。覆土は締まりに乏しく、特にその上部（ 1層）は

鍋の破損後に流入したものとみられる。おそらく小穴に蓋をするように鍋を倒置したもので、当初は

遺構内に覆土のない空間があったと想像される。鍋の復元中に別個体の破片が2点混在していること

に気付いた。本来どの位置にあったか記録がないが、復元個体とともに穴の上位にあったことは確か

で、 あるいは復元個体の破損部をまく‐ように使われていたかとも思われる。

復元された鉄鍋（図Ⅳ－2－3）は口径約26.3cm、深さ10.5cm、脚から耳までの高さ14.3cmを測る

比較的小型のもの。花弁状の吊耳一対と三脚がつき、口縁部と胴部の境に蓋受けの段があり、一文字

湯口を備える。内部はほとんど腐蝕していない。外面の口縁部と胴部には木製の基型を回した痕、内

面には内型を削った痕らしいものが見られる。脚は獣脚状の特徴あるもので、脚部の内面に湯冷えに

よる窪みが全く認められないことから、あるいは別鋳の脚を鋳接けしたものではないかとも思われる。

底部と胴部の境付近に、脚の型（あるいは脚そのもの）を外型に埋め込んだ痕跡らしいものがあり、

ここでみると脚の周囲は砂ではなく、真土のようなきめ細かいものである。耳孔は各1か所。絃は鍛

造で、口縁に沿って倒した状態で両端が耳に鐇着していた。幅広い方の面が炉鉤にあたる形の絃で、

端部は捻らずに断面を丸く作る。遺跡出土の吊耳鉄鍋で一文字湯口のものは管見の範囲では他に例が

なく、年代・産地についても現在のところ不明である。

図Ⅳ－2－2 ． 3は上記の個体より大型の鍋か釜の破片で同一個体かと思われるもの。やはり外面

には木製基型の痕があり、内部は全くと言ってよいほど腐蝕していない。

覆土中にはTa-a軽石力;ほとんど認められないので、火山灰の降下以前にSP－1の埋没が完了

していたものと判断できる。一応1739年以前の遺構とみられるが、出土鉄製品の劣化が軽微なのが疑

問である。遺構の性格も不明であるが、覆土及び遺構底面のⅡ－3層を採取して残存脂肪分析を依頼

しており、現在分析の結果を検討中である。
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1 ：黒褐色土(腐植に富むⅡ－1 ごく髭）

2 ：暗褐色土(Ⅱ＞c ・ . 軽）

図Ⅳ－2-2 SP-1
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2）炭化物の集中地点

3ヶ所確認された｡いずれも旧河道に臨む段丘面の縁ないし氾濫原へ連なる斜面上に位置する。3ヵ

所とも掘り込みを伴わない薄いもので、旧地表に形成されたことは分かるが、炭化物が現地性のもの

かどうか判断できない。炭化物の多くは木片と思われ､細かく砕けたもの（径2cm未満）が大半であっ

た。

FP－6長径120cm以上、短径70cm、厚さ2cm。

4．5－12区から13区にかけてa層の直下で確認。Ⅱ－1層上面に炭化材片の集中があり (2層)、

これを粒の細かいTa-a火山灰と炭化材片を交えた薄い層(1E)が覆う。遺物はない。Ta

-a軽石降下にかなり近い時期のものと思われる。

FP－7長径155cm以上、短径80cm以上、厚さ3cm。

3．4－96区から4．4－06区にかけて確認したが、南東側は現代の溝や木根痕に攪乱されている。

cl層とみられる黄榿色の粘土眉より上位にあることは確実。炭化材片を交える層( 1層）の直

下に鈍い榿色のごく薄い土壌（焼土か）が観察されたが、 これがb層に対応する可能性がある。

遺物はない。

FP-13長径54cm、短径36cm、厚さ1cm。

3．4－24区で確認。 。層．Ⅱ－3a層より新しい低地部の堆積物(3E)の上に形成され、中

央部に灰らしいものを交える （2層)。遺物はない。
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3 Ⅱ－3 ． 4層の遺構と遺物

Ⅱ－3 ． 4層からⅢ層上面にかけて土擴1

基、 Tピット2基焼土4ヶ所、炭化物の

集中地点4ヶ所が確認された。人為的なもの

かどうか疑問を残す焼土、炭化物の集中地点

を別にすると、遺構は調査区の南西部に偏っ

て分布している。

Ⅱ－3層と4層は調査区北半部では明瞭に

分層できる力§、南に寄るほど薄くなり判別が

困難であった。 Ⅱ－4層からは縄文時代早期

の遺物、 Ⅱ－3層では早期のものとともに、

わずかではあるが中期や後期の遺物が出土す

る傾向があった。 しかし、両層出土のもので

接合する土器、石器が多数確認されたことか

ら、同一層位として取り扱うこととした。

Ⅱ－3層で確認された遺構は、調査区南東

隅にある規模の大きい焼土と炭化物の集中そ

れぞれ1ヶ所があるのみで、 しかも前述のよ

うに層位に多少疑問がある。

1 ）土壌

P－1 確認面での長さ93cm、幅75cm/底面

の長さ78cm、幅55cm/深さ35cm。

1 ．7区の南西隅で確認。 Ⅱ層の調査を

終えてⅢ層上面に認められる不整形の腐

植土落ちこみを掘り上げたところ、その

下位に整った平面形をもつ遺構が認めら

れた。

平面形は楕円形、底面では概ね南北方

向に長軸をもつ。底面はほぼ水平だが細

かい凹凸が目立つ。壁面は垂直に近く、

東側ではオーバーハングしている。北西

側の壁面はより緩やかだが、 これは崩壊

の結果らしい。底部には腐植がちの覆土

（7層）があり、 これを覆って壁面の崩

壊土とみられる5層が北西側に偏って形

成される。上部にはロームがちの褐灰色

土（2～4層）が堆積するが、 これには

V層下部由来とみられる軽石を含み、別

の深い遺構からの排土が流入している可

能性を示す。

11

10－

9－

8－

7－
~〃

6－

5－

4－

3－

2－

TP2

2 ３ 4

図Ⅳ－3－1 Ⅱ－3 ． 4層の遺構位置図
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覆土からは土器32点と黒曜石製遺物41点が出土しており、特に底面に近い7層では同一個体と

みられる中茶路式土器16点・石鍍1点･UFl点などを検出した。石錬は黒曜石製、基部を欠損

しているが柳葉形のものとみられる。焼けたものか、光沢がない。

出土遺物から縄文時代早期末の遺構と考えられる。性格が不明であるが規模と形状から考えて

土壌墓の可能性もある。

＋ ＋

EPA
O

令討 回弔

DJ■ 11

P1

/cSPB
／~

SPA

b

ERB

SPA○一 19.40m ERA←,9．40m→SPB →EPB
1

5－ー

5 ：灰白～黄樫色土（V’塊＞Ⅱ＋炭壁の崩壊か）

6 :褐灰色土(V' >Ⅱ）

7 2褐灰色土(Ⅱ＞Ⅲ。V' 十炭)

8 :褐灰色土（V' >Ⅱ .Ⅲ生物撹乱か）

1 ：褐灰色土（Ⅱ－4b類似）

2 :褐灰色土（Ⅱ=Ⅲ.V， +炭･軽石）

3 :褐灰色土(､>Ⅱ 壁の崩壊か)

4 ；褐灰色土（Ⅲ．V, ＞Ⅱ＋炭・軽石）

ＡＡ
ｏ４

７

~

″
‐鶴

６

３罰
２

５

~

鯛

8

’ 1

図Ⅳ－3－2 P-1

2）集石

調査区南東端のⅡ－4層にて、旧トイソ川の湾入部をとり囲むように、それぞれ小さな範囲にまと

まった礫群が4カ所検出された。石の形態は円礫亜円礫などで、安山岩と凝灰岩のものが混在して

おり、割れた石も多い。焼けた痕跡を残すものが多く、なかには炭化物が付着しているものもある。

火熱をうけて剥がれたものとみられる石の破片も混入している。個数は10数個から100個以上までの

ものがあり、集中の密度も様々だが、検出層位や形態から4カ所とも同種の遺構と推定される。
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X－1 集中範囲の長径約45cm、短径約40cm

旧トイソ川湾入部西側の縁にちかいⅡ－4層上面にて検出した。ほかの3カ所に比べてすこし

高い位置にある｡100個以上の石が径50cm以内のほぼ円形の範囲に積み重ねられたようにまとまっ

ており、その周辺にもいくつかの礫がみられる。中央部が少し高く盛り上げたような形になって

いるが、底面はほぼたいらである。礫は風化した凝灰岩が大半であるが、安山岩も混じっている。

接合できたものは少ないが、凝灰岩は数個体の礫が割れたものの可能性がある。 これらは火焼を

受けて割れたものとみられるが、ほかの集石に比べて炭化物の付着が顕著であるものは少ない。

安山岩は拳大の円礫で割れたものが多く、やはり火熱を受けたものとみられる。焼けた際に剥が

れたものとみられる礫の破片も多く出土している。礫に混じって縄文時代早期の土器口縁部破片

が1点出土した。下表には図Ⅳ－3－3にみられるものを記載したが、 このほかにも数十個の礫
片が出土している。

表Ⅳ－3－1 集石X－1
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a :暗赤褐色土(きわめて薄い)

1 :晒黄赤褐色土(a+閼層3）

2 ;褐色土(Ⅱ－4a+間層3)

3 ：暗褐色士（Ⅱ 4a＋Ⅱ－4b）

3,4口14
十

図Ⅳ－3－3集石（縮尺 1 : 10)
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X－2 集中範囲の長径約45cm、短径約30cm

旧トイソ川湾入部北側縁のⅡ－4層にて検出した。約20個の安山岩あるいは凝灰岩のおもに円

礫がまとまっている。南端部の礫の上には炭化物がわずかに出土した。礫は焼けたものが多く、

表面に黒く煤や炭化物が付着したものもみられる。また、焼けた際に割れたものとみられる礫の

破片も多く混入していた。土器や石器は出土していない。

X－3 集中範囲の長径約20cm、短径約16cm

旧トイソ川湾入部北東縁にちかいⅡ－4層で検出。 15個の安山岩と凝灰岩の礫が狭い範囲に積

み上げられた状態で出土した。多くは円礫で、割れたものも入っている。半数ちかくの礫に焼け

た痕跡があり、薄く炭化物が付着している。炭化物は礫表面と割れ口にも残っている。南西側に

接するように焼土が検出されており、集石と合わせて一つの遺構を構成するものと推定される。

集石中から、縄文時代早期の土器片が1点出土している。

X－4 集中範囲の長径約40cm、短径約45cm

旧トイソ川湾入部東側縁のⅡ－4層にて検出。 26個の安山岩礫がまとまっているが、密度はほ

かの3ヵ所に比べるとまばらである。礫は凝灰岩が多く安山岩はわずかである。大半が焼けた痕

跡をもち、表面あるいは表面と割れ口に黒く煤が付着しているのが認められる。焼けた際に剥が

れたものとみられる破片も少し混入している。

表Ⅳ－3－2 集石X－2
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表Ⅳ－3－3 集石X－3
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3) Tピット

Tピットは2基発掘された。いずれも調査区南西部にあるが、形状や長軸方向が異なり、標高も異

なることから同一列に属するものとはみられない。

TP-1 長さ94cm、幅61cm、深さ77cm。

1 ･ 5-25･35区のⅡ－4層下位で確認したが、堀込み面はさらに上部だったものとみられる。

確認面では小判型を呈するが、壁が崩落したことによるものと推定され、断面をみると上半部が

大きく開いている。曠底の平面形は北東端が広く角ばり、他端は尖っている。北東側の壁はオー

バーハングしている。曠底中央に杭跡が1カ所あり、土層断面でも杭の痕跡がみとめられた。杭

は太さ約5cm、先端が尖がり、長さは30cm以上あったことが分かる。覆土1層から土器の小片1

点が出土したが、摩耗しており時期、形式等は不明である。

TP-2 確認した長さ114cm、幅45cm、深さ115cm

調査区西側を流れる小川によって区切られた南西端部の1 ． 1－08区で確認した。 この部分は

TP2

↓2

TP1

の

釦08釦0

1 15．44
＋4

2004

|＜

?且，の齢

一一○SPB SPBSPA○－一'9.50m SPA
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1l b

黒褐色土
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褐色土（Ⅱ>Ⅲ）

暗黄褐色土（Ⅱ＋Ⅲ）

〃 （Ⅱ＞Ⅲ）

暗褐色土（Ⅱ》Ⅳ）

褐色土(Ⅱ>Ⅲ､ 3よりⅡが少ない）

暗黄褐色土（Ⅲ＋Ⅱ）

黒褐色土(Ⅱ>Ⅲ）

暗黄褐色土（Ⅱ>Ⅳ）

黄褐色土（Ⅳ>Ⅲ）

褐色士（Ⅱ＝Ⅳ、締まりなし）

暗黄褐色土(Ⅳ+Ⅲ､締まりなし）

灰褐色土（Ⅳ+Ⅱ）

黒色土､締まりなし

漆黒土、粘性が強い
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層の崩落土（粒径1～2cmの礫を含む）

図Ⅳ－3-4 Tピット
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調査区の大部分をしめる北東部よりも高く、 B地区の標高にちかい。確認した長さは1mあまり‘
西端部は調査区外にある。全体の長さは1.5mくらいあるものと考えられる。擴底の幅は約20cm、

上部はわずかに崩落しているが土層断面をみると墳底にⅣ層の崩落土が堆積しており、構築時に

は擴口から曠底まで同じくらいの幅だったものと推定される。擴底の東端がわずかに高くなって

いる。

4）焼土および炭化物の集中地点

9ヶ所確認された。下位と周囲に不整形の落ち込みを伴うものが大半で、層位的に問題が多い。ま

た遺物を伴った例もなく、時期の決定は困難であった。調査区の全域に散在しており、南西部に集ま

る傾向はない。

FP-1 長さ107cm、幅34cm、厚さ13cm。

2 ． 9－52区で確認。榿色の焼土（2層）の周囲に炭化物を含む腐植質土(1･ 3E)が分布

する。遺物はない。 2 ． 9－32区付近を中心とする倒木痕とみられる落ち込みの端に位置し、攪

乱を受けている可能性が高い。同じ落ち込みの他の部分からも炭化材が検出されている。

FP-2長さ66cm、幅25cm、厚さ8cm。

2 ･10-52区で確認。 FP-1に似て細長く形成された焼土( 1層）の周囲に炭化物を含む腐

植質士（2層)、 さらに下位には周囲のⅡ－4層より暗色の落ち込みが伴う （3層)。遺物はない。

FP-3 長さ172cm以上、幅143cm、厚さ15cm。

2 ･10-40区から51区にかけて確認。 FP－1 ･ 2同様、細長い焼土( 1層）の周囲に炭化物

を含む腐植質土（4層）が見られ、 その中にやや大きな炭化材が散在する。東釧路Ⅲ式（？）土

器3点が出土した。やはり不整形の落ち込みの中に位置するが、その下面が一部焼土化している

（7層） ことからみて、 この落ち込み自体樹木の株が焼けて陥没した跡ではないかと思われる。

Ⅲ層の上面で認められる落ち込みの形状と、炭化物の散布範囲とはかなりよく対応している

FP-4長径125cm以上、短径110cm以上、厚さ4cm。

2 ． 7－68区から97区にかけてⅡ－3b層の下部で確認。比較的大きな炭化材を含む腐植土層

(1層）の下位にI－3b層が不整形に FP4

落ち込んでいる （2層)。遺物はない。

検出面付近でe層のものと思われる軽石

を認めたが、炭化材とは混在していない。

輪郭・断面形とも出入りの多い不整な形

状であること、大きな炭化木の付近以外

では炭化物の密度が低いことなどから、

樹木の株が燃えた痕とも考えられる。 f

層とe層の間に形成されてはいるが、新

しい攪乱である疑いを残す。

FP－5長さ74cm以上、幅58cm、厚さ12cm｡

2 ． 7－33区のⅡ－4層上面付近で確

認。ほぼ水平に横たわった薄い炭化材の

周囲に材片を含む腐植質土(1E)が見

られ､下位に不整形の落ち込みを伴う（2

層)｡ FP-3などの焼土の周囲に形成

SPA へ 、‐〆孟、 SP B
←I ／~～ ノ ー一○

SPA 一 1 Sp
O--l96Om 2 炭化材 ／ －○

B

I ／

P

22I

ff

Ⅱ－4a

一

u－4b~~~~~~~~~~~~~

1 :黒褐色土(Ⅱ+炭上面でe層の軽石めだつ）

2 ：暗褐色土（Ⅱ－3b+炭）

図Ⅳ－3－5焼土(1)
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Ⅲ層上面における

不整形おちこみの範岡
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図Ⅳ－3－6 焼土(2)
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される炭化物を含んだ腐植質土居に似ている。遺物はない。

FP－8長径396cm、幅256cm、厚さ10cm。

Ⅱ－3層の調査中に3 ． 5区から4 ． 5区にかけて焼土が広がり、調査範囲外へ続いているの

を確認した。調査区を拡張して全体を検出し、平面・断面図の作成後小グリッドを単位として焼

土を採取した。その一部について浮遊選別をおこなったが、検出された炭化物はわずかであった。

旧河道に臨む段丘面の縁に形成され、現状で段丘崖から3～5m程の奥行きがあるが南東側は

焼土の形成後に侵蝕を受けているらしい。焼土は南東側で厚くなって4 ． 5－11区付近では厚さ

8～10cmの堆積がみられる一方、北東側ではやや薄くまた不連続になる。断面の観察からe層よ

り下位にあることは確実である。焼土は均質な榿色の部分（3層）とその上の焼土混じりの腐植

士（2層）に分かれ、一部ではⅡ－3b層の再堆積らしい腐植土(1層）に薄く覆われている。

Ⅱ－3b層上面よりは深い位置にあるが、人為的な掘り込みは確認されない。

調査中に確認できた遺物は礫3点とわずかであった。

遺構の年代はe層（晩期中葉のTa-c降下火山灰と推定）以前。 Ⅱ-4層より上位にあるの

で一応縄文早期末より新しいものと判断される。ただ焼土の下ではⅡ－3b層が周囲よりやや深

い位置で見られるのが疑問で、 これは真のⅡ－3b層ではない（あるいはⅡ－4層が焼土の下で

還元を受け暗色になったものか）可能性もある。従ってこの焼土はⅡ－4a層上面に形成された

早期の遺構ではないかという疑いが残る。

FP-9長さ47cm、幅36cm、厚さl1cm。

3 ． 5－20区で確認やはり不整な落ち込み（3 ． 4層）の中に焼土（1 ． 2層）が陥没した

状況。炭化物は目立たなかった。北西側に隣接して小さな焼土が見られる。遺物はない。

FP-11 長さ49cm以上、幅30cm以上、厚さ6cm。

3 ･ 5-14区のⅡ－4層上面付近で確認。比較的薄く水平に広がり、旧地表か浅い掘り込みの

中に形成されたものと思われる。炭化物は目立たなかった。遺物なし。

FP－12長さ40cm、幅38cm、厚さ8cm。

1 ･ 5-61区付近のⅢ層上面で径1m余りの落ち込みを検出、半裁して捕鉢状の不整な掘り方

から自然のものであろうと判断したが、落ち込みの残り半分を掘り上げる際に焼土が確認された。

落ち込みの底面からかなり浮いた位置に傾斜して形成されている。遺物はない。現地で焼けた形

跡があるので（4層)、 自然の窪みを利用した焚火などの跡と考えられる。

FP－15長さ60cm、幅55cm

調査区南部の2 ． 5-60区Ⅱ－4層にて検出。ほぼ水平に薄く広がっている。上面は赤褐色に

焼け、堅く締まっている。遺物は伴っていない。
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臼』



虚虚

FP8 45．05

十

口
の
・

Ｌ
ｑ
の

144

、j

p ，③‐へ
1942

1943

５1

1943 9.41

1933

○

GO
心
弱
５

９

４

１

＋SPA○一一 SPB19，32

g調I

Q句ｳ~~~

0
19幻19．35

19.28

1qﾌq~~~~~ 17929

い、倒木痕

P ⑪
マ
自
Ⅱ
ｐ
の
ｌ
ヨ

I

SPC SPD
－－O

45－00
＋○一一一

91C

／|、レンチ

／

／

二

命

国

19011921

倒木痕

○
19.喝

191E

呵

守

Ｉ

目

○
の

山
匹
の

雇

賦

一

一
い
‐
寺
盟
寺

1 ；暗褐色土（Ⅱ－3b＋焼土）18‘99

2 :褐灰色土（Ⅱ＞焼土）

3 ：黄榿色土（焼土十Ⅱ 炭は見られない）

4 ：褐灰色土（Ⅱ－3b＞焼土撹乱か）

II－3a ク
／ 、／

u－3a 2
SPAO-- 1960m ／ ／

Ⅱ－3a
○SPB

ａ４Ⅱ

ａ

。

｜

｜

，

３

ｂ
３

二

Ⅱ

」I I－3h
一

T1 q I

｣』一LI U

SPC ，

Il－3b＝l］－4a

Ⅱ
n－4b

図Ⅳ－3－7 焼土(3)

26



FP9 ｡Mrt､ "泌 啄
| FP'*

SPA○一一 ○SPB

４

３

勺
１
４
１

~
~

５

５

３

３

十

＋

Ⅲ層上面における

不整形おちこみの範開

(S＝1／50）

1901

SPA0--1920m ○SPB

b
SPB35－20

十

－－／へPA 1Ｓ SPB
~

~~~~~~~~~~~~~~~

榿色土（焼土＞Ⅱ）

灰褐色土(Ⅱ>焼土やや霧）

暗褐色土（Ⅱ－4a）

灰黄褐色土（Ⅱ＞Ⅲ）

１

２

３

４

1 :榿色土（焼土>Ⅱ）

2 ：灰褐色土（Ⅱ＞焼土）

SPA

R
FP12 ､ FP1515－72

＋ －1

SPB

〆○
1913

1911

5‐61

卜~

11層上面における

不整形おちこみの範囲

(S＝1 ／50）

S

鯉『
‐〒~

１

２

３

４

５

６

灰黄褐色土(Ⅲ>Ⅱ）

褐灰色土（Ⅱ>Ⅲ+焼土･炭）

鈍黄糧色土(Ⅱ＝Ⅲ=焼土十炭）

黄桓色土(焼土>Ⅲ 5層の焼けたものか）

灰黄褐色土(Ⅲ>Ⅱ）

暗褐灰色土（Ⅱ>､）

灰黄色土（Ⅱ=Ⅲ+炭堅い） ，5-71
十

1911

，25口8
ﾛ十

SPA
←1920m

SPB
－－O

２

1

、

SPA
G－ 19，40m

2，

SPB
O

O

SPB

a ：赤褐色土（よく焼け、堅く締まっている）

1 :褐色土（Ⅲ+Ⅱ－4aにⅡ－4bを含む）

2 ：暗褐色土（Ⅱ－4a）

1
７

／５５

！Ⅱ 之一＜§二

~~~~~~~~~~~V,

6

図Ⅳ－3－8焼土(4)

27



表Ⅳ－3-5 A地区遺構出土土器一覧 表Ⅳ－3－9 P-1覆土3層出ナ十器一覧

表Ⅳ－3－10 P-1覆土2層出土土器一覧

表Ⅳ－3－6 P－1層位別・分類別出土土器一覧
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表Ⅳ－3-11 P-1覆土1層出十十器一覧

表Ⅳ－3-12 P－1覆土上部出土土器一覧

表Ⅳ－3-7 P-1覆土7層出土土器一覧

表Ⅳ－3－13 TP-1覆土出土土器一覧

表Ⅳ－3-14 FP-3出三十十器一覧

表Ⅳ－3－15 X-1出土土器一覧

表Ⅳ－3-8 P-1覆土5層出土土器一覧

表Ⅳ－3-16 X-3出土土器一覧
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4．包含層出土の遺物

1 ）土器・土製品

包含層からは6165点の土器片が出土している。層位をⅡ－1～Ⅱ－4に分けて取り上げたが、 Ⅱ‐

1 ． Ⅱ‐2層とⅡ－3 ． Ⅱ‐4層の2つにまとめられる。全体的な傾向としては前者が中期、後者が早・

前期の土器の包含層といえるが、土器の多く分布するあたりでは層が近接し両者の判別はつき難い。
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出土点数は縄文時代早期が4789点と最も多く、次いで前期が692点である。このほか中期が130点、

後期の土器が66点出土している。早期の土器は発掘区のほぼ全面から検出されているが、特に遺跡中

央部の小高い地域に分布する。前期の土器はその周辺のやや下がった地域や沢の近くから出土してい

る。中期の土器は前期の土器より沢に近い部分や沢の南の小高い部分で出土しており、 この地区では

異質な分布を示す。後期の土器のほとんどは沢跡のトレンチから出土している。便宜上これもⅡ－4

層として集計した。 Ⅱ群b類（2点）および時期不明の土器片（488点）の分布図は割愛した。

縄文時代早期の土器

I群b1類（図番1 ･ 3～30)

底部が張り出す厚手のものが多く、器面に凹凸がある。口唇は施文の際につぶれて外側に張り出す

ものが多い。張り出しを貼付状にしたもの（3 ． 4） もある。口唇に縄文による刻み（3 ． 4）、縄

線文（6）、縄文の押捺（7 ． 8 ． 10)、半裁竹管による刻み(12)の施されているもの、平らに調整

されたもの（9）がある。器面に断面三角形の貼付のあるものもある。貼付には縄端刺突（5）、縄

の圧痕(14)が施される。器面には斜行縄文(3 ･ 4 ･13･21～23)、短縄文(5～9 ･ 11 ･ 13～16 ･

23)、組紐圧痕文(9 ｡ 12･20)、絡条体圧痕文(8 ･ 16･ 17)、縄線文(6 ･ 18･ 19)、縄端圧痕(18

～20）など力茸組み合わせて施文される。底部のくびれには短縄文（24～30)が施されている。 1は上

面観楕円形の深鉢で、口唇が縄で刻まれ器面には短縄文が施されている。口径13.5×12、器高41.8、

底径7cmをはかる。

I群b2類(31～37)

底部はあまり張り出さず、口唇は厚みで丸みを帯び､縄文による刻み(31･34)や絡条体圧痕(32 ･

33）のみられるものがある。器面には短縄文（33．34．36)、条の細い斜行縄文(31)、縄文(37)、

結束羽状縄文（36)、絡条体圧痕文（32)、軸に細い紐を2本交差させた絡条体圧痕文（34． 35）など
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が組み合わせて施文される。また、内面に短縄文のみられるもの（34） もある。

I群b3類(38～50)

底部は張りださず丸みを帯びる。口唇は薄みで尖り気味。器面に細い貼付帯を横環あるいは縦（41)、

縦横（47．48)、波状（42 ．47）に貼付し、その間に短縄文（45 ．46 ．49．50)、斜行縄文(38～40．42)、

羽状縄文（47．48)、絡条体圧痕文（44）などを施す。綾絡文のみられるもの（38） もある。

縄文時代前期の土器（Ⅱ群a1類、 Ⅱ群a2類、 Ⅱ群b類、 Ⅱ群）

51～55は綱文式に相当する土器で器面には横走気味の太い縄文が施されている。 56は器面と内面に

LRの縄文が施されている。中野式に相当する。 57･58は外傾する口唇と口縁に縄線文が施されてい

る。大麻V式に相当する土器はこの2点のみである。 59はLRの縄文が斜め、横に入り乱れて施文さ

れた胴部破片である。 489点出土している。前者3形式とは異なるものとして分類した。

縄文時代中・後期の土器（Ⅲ群a類、 Ⅲ群b2類Ⅲ群、Ⅳ群b類）

60は口縁に山形突起をもつ深鉢の破片で、貼付された粘土紐に撚糸圧痕が施されている。器面には

馬蹄形の撚糸圧痕が見られる。円筒上層式に相当する。 62は半裁竹管による刺突と沈線のみられる突

起部分で萩ヶ岡2式に相当する。 2は口縁に小突起をもつ深鉢で、器面にはLRの斜行縄文が施され

ている。口径26.5、器高41.8、底径10cmを計る。柏木川式に相当する。 62はLRの斜行縄文のみられ

る胴部である。形式不明のⅢ群に分類した。 63～65は口縁に沈線が施されている。 65は波状口縁であ

る。手稲式に相当する。他にグリッド不明で天神山式に相当する土器片が1点出土している。

｝ ‘，
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短縄文・組紐圧痕文・絡条体圧痕文などが施されている土器片を削り、穿孔したもので、未貫通の

もの（68） もある。 67･70･71は穿孔部分で割れている。土器片はいずれも東釧路Ⅲ式に相当する。
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2）石器

A地区では各種の石器が出土しているが、

遺構や土器と同様に9ライン以北と3ライン

以南では非常に少なく、調査区中央部のおも

に西側一帯に多く分布する傾向があった。と

くに調査区西端部では濃く分布する地点があ

る。また、器種による分布の差異も多少みら

れる。

比較的、点数が多い石鋏や石斧の出土地点

はほぼ上記の範囲全体に広がっているが、

1 ． 3区と1 ･ 7区付近がとくに多くなって

いる。

つまみ付きナイフ、模形石器、およびすり

石の点数は多くはないが、旧トイソ川岸に平

行するように帯状に分布している。石核は調

査区中央付近の西寄りの狭い範囲で出土して

いる。 16点のうち半数が2 ． 7区にあり、 こ

こからは剥片類も比較的多く出土した。石器

製作に関連するものかも知れない。

このほかの器種も出土点数は少ないが、お

おむね調査区中央部西寄りに分布する傾向に

ある。

剥片石器の石材は黒曜石が大部分を占めて

おり、赤井川産とみられるものがかなり多い。

剥片類は明示しなかったが、黒曜石を主と

して3,513点が出土している。また、安山岩

や凝灰岩の礫が362点出土した。 これらは地

山の石とは異なり、周辺から持ち込まれたも

のと思われる。
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石錐（図Ⅳ－5-1 1～33)計63点出土した。調査区内での分布状況は、西半部のとくに中央部と
南部に多く、 ここから離れるにつれて少なくなる。

形態別の内訳は縄文時代早・前期のものとみられる柳葉形のもの13点、無柄平基69点、無柄凹

基8点、中期以降のものとみられる有柄のものが6点、石材は頁岩製のものが1点あるが、ほか
はすべて黒曜石である。

図版の1～13は柳葉形のものである。 1は基部を欠損しているが、長身の柳葉形の鎌とみられ

る。 11， 12， 13はいずれも一部欠けているが、 3～10に比べて大型のものである。 10は焼けてお

り光沢がなくなっている。 14～17は無柄平基。 18～27は無柄凹基のもの。 20と21は片面に主剥離

面が残る。 26は全体が焼けており、表面はわずかに発泡して細かい凹凸ができている。 28～33は

有柄のもの。このうち28～30は菱形にちかい。石鍍は図示したもの以外に30点出土しているが、

表Ⅳ－5－1 石錐一覧(1)
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表Ⅳ－5－2石錐一覧(2)
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破片や未成品が多い。

石錐（34～41）調査区中央部から南部にかけて散点的に出土した。出土数は計11点である。黒曜石製

力ざ7点、頁岩製が4点である。形態別にみると棒状のものと、つまみ部をもつものに分かれる。

棒状のものは図示した1以外に3点ある。 36は頁岩製で肉厚のものである。 39は先端部が鋭く尖

がっているが、ほかは潰れている。

模形石器（42～49) 12点出土した。旧トイソ川に平行するように散点的に分布している。すべて黒曜

石製である。 1面あるいは2面に原石面を残すものが多い。44， 48はほぼ四角形、ほかは模形で

ある。

扶入石器(50･ 51) 2点出土。両方とも1面に原石面を残しており、側縁に1カ所の快りがある。 51

は焼けて光沢がなくなっている。

つまみ付ナイフ（52～63）調査区の西部で13点が出土。このうち、 53， 54と遺物No.255の3点が黒曜

石、 ほかの10点は頁岩製である。形態は縦長のものと斜めのものがある。いずれも縄文時代早・

前期のものと思われる。 53， 54， 57は周辺加工、 55， 56， 58， 60～63は片面加工のものである。

削器。掻器（64～68）調査区中央西側で4点出土した。 64～66は楕円あるいは方形にちかいもの。 67

はバチ形の片面加工のものである。

石槍またはナイフ（69～71)調査区西寄りで11点出土した。頁岩製のもの2点、ほかの9点は黒曜石

製である。図示したもののほかに、 7点出土している。

R･ F (72． 73)図示したものは調査区中央付近で出土した2点である。このほかにも11点出土し

ている。
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表Ⅳ－5－3 石錐一覧
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表Ⅳ－5－4模形石器一覧
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表Ⅳ－5－5挟入石器一覧
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表Ⅳ－5－8石槍・ナイフー覧

司備 考礎(m) IW(m) |"(mm)鮒(8)石質

56.2 31 .9 8. 8 13. 5 ,' ,|{!| |IM｢
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"No.形態
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ｊｌｌｑ凸

叫

グリッド

1 ･ 3-35

No .

2

3

4

E
’ノ

6
－弓
I

8

ll1IIMII|

綱畑６
－
Ⅲ
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４
－
２

一
掘
一
岬

~~~ ~~黒曜石

~!i!LIIm石
６
－
７

３
－
４

７
’
９

９
－
０

７
’
８

３

４
~~

IMMIIII

mm一‐
凧､ﾃN阿
澗Iテー‐

黒順石

黒曜石

69邪
一
Ｍ

一
研

２
’
２

洲
砺
一
㈹
一
洲

５
－
０
’
６
’
４

31.7 Ｍ
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黒|服石

黒曜石

■
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表Ⅳ－5-9 R･F一覧

l

世
世L2
l砂2，
ツド朧(MI) III (Im) W3(m)
i-45 29.4 24.5 7.029．4

州
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一
恥

石質
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図Ⅳ－5－4石器(3)
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石核（74～83）調査区中央部の2 ． 7区を中心に16点が出土した。すべて黒曜石である。 このうち75,

79は焼けており、光沢がなくなっている。 76， 78， 80， 83は白い脈が入っており、赤井川産の同

一母岩の可能性がある。 75， 79は焼けて光沢がなくなっている。 76には二つの穴があいているが、

自然のものである。 79は両面とも焼けており、光沢がない。

表Ⅳ－5－10石核一覧

| No . |グリッド
| 11 1 ･ 5-09

ｌ

鮎(NI) IM (II)
28.6 41 .8

37． 1 54. 7

35．2 34．6
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Ⅷ
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岬
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１
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。
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岬
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一
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妬

３
－
４
－
０

83
岬
一
州

l1 ０

１

４
４
１
２

岬
一
岬39 82

石斧（84～95）調査区の全体から出土しているが、 とくに南西部のトイソ川湾入部の低湿地やその付

近に多い。計29点あるが図示した11点以外は破片である。石材は蛇紋岩あるいは泥岩が使用され

ている。すり切り痕を残すものが多い。84は低湿地から出土した完形品である。 85は蛇紋岩製、

l側縁の両面に擦り切り痕が残り、その間は調整されていない。刃部も作出されていないことか

ら未成品とみられる。 86は泥岩製刃部が反っている。 88は擦り切り磨製のものだが、刃部がな

く未成品とみられる。 90は片岩製の局部磨製石斧とみられるが刃部は残っていない。 91は蛇紋岩

の大型のもの。片面に斜めに浅い擦り切り痕がある。 92～95は刃部または基部を欠損したもので

ある。

すり石（96～102)調査区中央部から南西部にかけて、 18点が出土した。このうち10点が断面三角形

のものですべて1点を除くほかは安山岩製である。また、北海道式石冠の破片が2点出土してい

る。

たたき石(103～105)たたき石とみられるものは、図に示した3点のみである。いずれも調査区中央

部で出土した。いずれも安山岩製である。 107は両端に敲打痕をもつ、 いわゆるトチむき石状の

ものである。 478は三面に敲打痕がある。

石皿写真図版24右下は調査区南東部の旧トイソ川縁で出土した、大型の石皿の破片である。このほ

かにも小片が3点出土している。

砥石図示していないが、破片が2点出土している。
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表Ⅳ－5－11 石斧一覧
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表Ⅳ－5－13 たたき石一覧
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~5 まとめ

1 ）遺構と遺物A地区の遺物包含層下位（Ⅱ－3 ． 4層）では縄文時代早期から後期の遺物が出土

した。 6,000点あまりの土器のうちコッタロ式、中茶路式、東釧路Ⅲ式など早期に属するものが約8

割を占めており、出土点数は前、中、後期の順に少なくなる。石器は約200点。石鋏つまみ付きナ

イフ、すり石などの剥片石器をみると早期や前期の形態的特徴をもつものが多い。剥片石器の多くは

黒曜石が用いられているが、赤井川産とみられる白い脈が入ったものが多数ある。

遺物は調査区全域に分布しているが、土器、石器とも中央部から南西部で多く出土した。また、土

器形式や石器の器種による分布状態のちがいもみられる。調査区南端の旧トイソ川湾入部は遺物包含

層が地表下1mちかくにまで達しており、今も伏流水が流れているが、 ここからも縄文時代前期およ

び後期の土器、断面三角形のすり石や蛇紋岩製の石斧などが出土している。蛇紋岩で作られた石斧は

昨年度調査したユカンボシE4遺跡や本遺跡B地区で出土していない。

Ⅱ－3 ． 4層で検出された遺構のうち、土曠P－1と集石X－3、焼土FP-8からも、わずかで

はあるが早期の土器片が出土している。検出層位や形態が類似することからみて、 Tピットを除く

このほかの遺構（集石X-1 ･ 2 ･ 4、焼土あるいは炭化物集中地点FP-1～5 ･ 9 ･ 11 ･ 12･ 15)

も同時代のものと考えられる。焼土や炭化物の集中地点には、 自然に形成されたとみられるものも含

まれているが、 これを除く各遺構は、いずれも調査区南部に湾入する旧トイソ川岸に近いところに位

置している。 このような遺構と遺物のあり方は、河川に依存した人間の活動を反映しているものと推

定される。今回の調査では竪穴住居跡など、集落跡の存在を直接示す遺構は発掘されていないが、 こ

のようなことから調査区の近くに縄文時代の集落跡が埋もれている可能性が強いものと考えられる。

調査区内の南西端部は旧トイソ川に入る小流を境に、西側がおよそ1mほど北東側より高くなって

いる。この段丘面は本遺跡B地区へ続いており、南西端部を除くA地区の大部分はこれより一段低

い面にあたる。 B地区ではA地区の遺構と時期は異なるが、竪穴住居跡が発掘されていること、 A

地区の北部では遺構、遺物が稀薄であること、 A地区の大半を占める低い段丘面では、川の氾濫に

より水が付く可能性が大きいことなどからも、調査区西側のより高い段丘面が居住に適していたもの

と考えられる。近くに住む人たちの話によると、調査区西側の保安林では、かって排水溝の掘削など

で多くの土器や石器がみつかっているという。

4カ所の集石は検出された石の数にかなり差異があるが、いずれも炭化物が薄く付着したものや焼

けた痕跡をもつ安山岩や凝灰岩の礫を含んでいる。また、 ほとんどの石が割れているが、強い火熱を

受けたことによるものが多いと推定される。これらの集石が形成あるいは構築された理由については、

想像の域を出ないが、旧トイソ川での漁獲物を調理した跡ともみられる。調査区西側にある土擴P

－1は規模や形態から墓の可能性が考えられる。

縄文時代前期以降の遺物は出土量が少ないが、 とくに前期および後期の土器は湾入部の肩や縁、 さ

らに伏流水が流れる旧トイソ川内の土層からも出土している。前期の中野式や後期の手稲式土器の大

半はこの部分でみつかっている。手稲式土器は本遺跡よりlkmほど上流にあるユカンボシE3遺跡

で恵庭市教育委員会の調査により、多くの遺構とともに出土しているが、本遺跡周辺にも同時期の集

落跡が残されている可能性があろう。Tピットは二つの段丘面のそれぞれに1基ずつが位置しており、

規模や形態が異なっている。それぞれ調査区西側の保安林中に続くTビット列のひとつと推定される。

調査区南東部で発掘された鉄鍋は、重機により表土および樽前a火山灰の大部分を除去した後、火

山灰の直下でみつかったものである。 さらに、 その下には小土壌SP-1があり、鉄鍋はこれに蓋を

したような状態になっていた。ほかに同時期のものとみられる遺構、遺物は皆無であったこと、今回、
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類例をみつけることができなかったことなどから、鉄鍋の製作時期については今のところ明確にはで

きない。樽前a火山灰直下で出土したことから判断すると、鉄鍋はこの火山灰が降下した1739年以前

のものと考えられるが、 SP-1が樽前a火山灰の上部から堀りこまれた遺構である可能性も否定で
きないことから、近代の遺物という見方も残されている。

2）地質・層序地質・層序に関する所見のうちでは、旧表土（Ⅱ層）中に6枚にわたって観察さ

れた間層の存在が注目されよう。 これらのうちe層およびf層は、花岡正光の予察的な検討によれば

それぞれTa-c2E(曽屋・佐藤1980)および植苗層（同前書）に対比しうる可能性があるという。

Ta-c火山灰降下の痕跡は以前から恵庭市内の遺跡で確認されていたが（遠藤ほか1987など)、 Ta

-CとTa-dの間に位置する植苗層は苫小牧市域外の発掘調査で確認された例がほとんどない。恵

庭市域あるいはそれ以北でも今後これらの火山灰層の認識によって、縄文時代遺跡の分層的調査が可
能になる例が増加するものと期待される。

またb･c層については当初、かなり鮮やかな榿色の色調と範囲の広さから降下火山灰ではないか

と考えたが、花岡によれば火山ガラスに富むものの、炭化植物片を含み保水性もよいなど、一次的な

火山灰層としては不自然であるという。最近、函館市の中野A･B遺跡付近に広く分布する銭亀沢層

（佐々木ほか 1970）あるいはP.D. 3層（函館市教育委員会1977)が従来考えられていたよう

な火山灰ではなく、焼土であるとの意見（花岡 1992･1993、近藤 1993)"提出されている。本遺

跡でも比較的規模の大きい焼土(FP-8)が確認されており、 b･c層についても一種の焼土であ

る可能性を考慮すべきであるかも知れない。 しかし仮に焼土であるとしても、その性格が不明である

ことに変わりはなく、今後に問題を残している‘
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VB地区

1 ．調査の方法

1 ）発掘区の設定

発掘区は、 A地区同様に道路建設予定地の用地境界

杭を基準として設定した（図V－1-1)。測量基点と

したのはR62杭で、 この点をX=0、 Y=8とし、 L

62杭方向（東） をX軸の正方向、 R61杭方向（北） を

Y軸の正方向とする座標を設定した。

なお、 Y軸の方位はN－5 ｡40'Wである。

グリッドは(XY)で表示する10m×10mの大グリッ

ドを基本とし、各々の大グリッドを1m×lmの小グ

リッド (xy) 100個に分割した。各グリッドの表示は、

大グリッドの場合、 3．1区、 2．7区、 0･11区などとし、

小グリッドを差す場合には、 3．1－00区、 2．7－55区など

とした。なお、図中では省略して31-00などとしている。

各基準杭の座標は以下の通りである。

R62杭:X=-124,745.787、 Y=-52,150.399

R61杭:X=-124,696.018, Y=-52,155. 193

L62杭:X=-124,741.473、 Y=-52,105.606
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図V－1－1 発掘区の表示

2）層序

調査区の土居は東側壁面でとった（図V－1－2 ． 3）。基本層序は昨年度調査したユカンボシ

E4遺跡と同様で、以下の通りである。

I層：表土（耕作土)。

a層：白色火山灰。樽前a降下軽石層(Ta-a、 1739年降灰)。平担面では耕作土中に混在するが、

沢への傾斜部分では10～20cmの厚さで残されている。

Ⅱ層：黒色ないし黒褐色土。上部が擦文時代及び続縄文時代、半ばが縄文時代中・後期、下部が縄文

時代早．前期の遺物包含層。なお、上面に耕作機械による溝状の攪乱(Ta-a層が入っている）

がほぼ東西方向に走る。

Ⅲ層：暗褐色ないし黄褐色土（漸移層)。上面が縄文時代早期の遺物包含層。

Ⅳ層：黄褐色土。

V層:Va層（黄褐色大粒軽石、粒径1 ･ 2cmから20cmに達するものもある。いずれも角がとれて丸

い） とVb層（灰白色砂）が互層をなしている。土居断面図には現われないが、 Tピットの

下部など深い部分ではVc層（青灰色細粒砂)、 Vd層（灰黄褐色砂質粘土） もみられる。

なお、Ⅳ･V層については、いずれも水成堆積物（Ⅳ層についてはユカンボシ川の氾濫原堆積物、

V層については漁川の扇状地堆積物） と考えている。詳細については、昨年度当センターが刊行した

ユカンボシE4遺跡の報告書（第Ⅲ章3) を参照されたい。
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2．遺構と遺物

確認した遺構は、竪穴住居跡3軒、土壌11基、集石

lヵ所、 Tピット33基（うち1基は排土のみ)、焼土

75カ所、土墳墓1基である （右図)。なお、剥片・砕

片集中地点(F･C集中）及び石斧・石斧片集中地

点については、石器の項でそれぞれ述べる。

竪穴住居跡は、 1 (3 ･ 7， 4･ 7区）が縄文時代前

期（大麻V式）に、小型の2 （3 ． 4， 4． 4区） と大

型の3 ( 1 ･3， 1 ･4区）が中期（萩ヶ岡2式）に属

するものである。平面形は前者が隅丸長方形、後者は

楕円形を呈している。

土曠のうち、 Y=9ラインの沢跡より北に位置す

るものは、小型で浅い2 ． 3 （0 ．11区）のみである。

沢跡周辺に分布する4～6は、良く似た形態と規模を

もつもので、江別市高砂遺跡の報告(1987)において、

中期の墳墓の可能性が強いとされている｢長円形土曠」

と同種の遺構と考えられる。他の土壌は全て沢跡の南

側に位置し、そのうち比較的大型で台形に近い平面形

を有す1 （45-29, 46-20区）は縄文時代前期（大麻V

式)、他は中期の遺構である。

集石（3 ． 1-75区）は、周辺の遺物などから中期の

遺構と思われる。

Tピットは､幅広で曠底に杭穴をもつもの(11 ･ 13 ･

14･18･20･30) と杭穴をもたず細長いタイプに大別

できる。また、特徴的なものとして擴底に段差をもつ

21～23がある。分布をみると、 5と6， 11と13･ 14，

21～23のように2ないし3基で1セットをなしている

ようである。

焼土は、東釧路Ⅲ式土器を伴う62以外は中期の所産

と思われる。分布をみると、沢跡の北側縁に並ぶもの

（2～8） と、 1 ．4， 1 , 6区に集中するもの(30~

34．36．38．40)、 1 ･ 4区(58)から41区(43, 44)

にかけてほぼ－列の並ぶものが目立つ。なお詳細は後

述するが、 26周辺及び32．38周辺からは、多量の焼け

た石器・方割礫剥片類が出土しており、 また32は

TP10が埋没後に残された焼土である。焼土の在り方

やTピットの時期的な問題も含めて興味深い。

土曠墓は、沢跡北側の小舌状部(1 ･12-41区）に単

独で確認された北大期のもので、平面形は隅丸長方形

で、曠底隅に口縁打欠の土器を収めた袋状掘込をもつ。
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）竪穴住居跡

I 長さ580cm幅572cm深さ32cm

3 ･ 8-00区を中心とする範囲で確認した。平面形は隅丸方形に近く、立上りは明瞭である。中

心に1本、四隅に各1本と竪穴の周囲に柱穴をもつ。南隅の柱穴と周囲のいくつかの柱穴は検出

しえなかった。地床炉はほぼ中央に位置する。覆土は4層からなり、接合関係および土器形式か

ら覆土1 ･ 2層を覆土上層、覆土3 ･ 4層を覆土下層とした。 15点出土した床面の土器片と覆土

下層の70点のうち60点の土器片は大麻V式である。他の床面の遺物として、たたき石1点、石斧

片4点、剥片3点がある。出土遺物から大麻V式期の住居跡と思われる。

土器は203点あり、床面および覆土下層は大麻V式、覆土上層は縄文中期の土器が主体である。

1は床面と覆土下層の土器で、住居杜中央部と壁際に四散して出土したものが接合した。 2は覆

土下層のもの。口唇は外傾し、口唇と口縁に縄線文が認められる。 3は2の胴部。床面・覆土下

層・覆土上層のものが接合した。いずれも大麻V式で胎土に繊維を含み器面に羽状縄文が施され

ている。 4～14･ 16は覆土上層のもの。 4は台形の小突起をもち、口縁にめく‐らせた粘土紐に爪

による刻みがみられる。突起頂部は平らに調整されている。 5は胴部にめぐらせた貼付帯が爪に

より刻まれている。いずれも萩ヶ岡l式。 6は突起部分を欠いている。口唇が外傾し半裁竹管状

工具により刻まれ、口縁には竹管による太い沈線が引かれている。大木8a式相当のものと思わ

れる。 8～13は天神山式。 7 ． 9 ． 12． 13には半裁竹管状工具による沈線が認められる。 8は口

縁肥厚帯に竹管文、棒状突起とブリッジ状の垂下帯は半裁竹管状工具により施文されている。垂

1 ）

HP1

表V－2－1 層位・分類別出土土器一覧

燗V 噸上層 ボケ間l ボケ間2"8a跡Ⅲ 鮴111

8 3 35 6 1 47 12

60 2 1 3 1

15

83 5 36 9 1 48 12
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図V－2-2 HP1出土の土器 (1)
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表Ⅴ-2-2　HP-1床直･覆土掲載土器一覧

(大麻Ⅴ弐)

醗 凛2�別井 兒��撒 仞蓙��備考 

I 册��2.7-79 佩ﾒ�I �3s��鰯文,蹴純 

繭 �"縒ﾓビ�醐 白�394 

腫 �2縒ﾓ���醐 白�350 

舶 �2縒ﾓ#r�脚 ���420 

鵬 �2縒ﾓ#��醐 白�占0 

下層 �"縒ﾓ迭�一括 ����｣圧 

下層 �"繧ﾓ�"�鴫 ���485 

苗 �2縒ﾓ�r�醐 ���435 

下層 �2縒ﾓ�r�鵬 ���434 

下層 �2縒ﾓ���醐 白�320 

下層 �2縒ﾓ#r�醐 ���421 

下層 �2縒ﾓ#r�醐 ���424 

2 �ｩ�r�3.7-09 俯��1 �3ヲ�日朝傾, 鰯文,棚縄 

璃 �2縒ﾓ#r�弼 釘�423 

3 册��3.7-09 佩ﾒ�2 �3ビ�20脚一 蹴敵 

下層 �2縒ﾓ���醐 ���再6 

上層 �2縒ﾓ���醐 白�316 

上層 �2縒ﾓ���脚 白�349 

醍 �?r�別井 �'��撒 亳d踉��備考 

腫 �2縒ﾓ���醐 亦�388 ���5��

舶 �2縒ﾓ���脚 白�391 

下層 �2縒ﾓ���醐 白�319 

- 兢��3.7-18 佩ﾒ�3 �3�"�LR 

- 偃��3.7-29 佩ﾒ�3 ����齢,LR 

- �ｩ�r�2.7-79 佩ﾒ�1 鉄�b� 

- �8��2.7-79 亶"�1 �3sr�LR 

下層 �"縒ﾓ途�鴫 釘�321 傅8､�つ�^8ｭｹ��>｢�

下層 �2縒ﾓ���日録 白�313 

*388から313までは2, 3と同一榔

表Ⅴ-2-3　HP-1獲土掲載土器一覧

(萩ケ岡1式､大木8a式相当)

醗 �?r�男州 �5��鰯 亳d踉��備考 

4 ��9�r�2.7-98 亶"�2 俛�b�台形の小難, 口緋めぐらせた 鮒刷の郷, 鰊淋敵 

上層 �"縒ﾓ唐�蝦 白�274 

上層 �2縒ﾓ���鴫 澱�277 

上層 �2縒ﾓ���醐 ���509 

5 ��9�r�2.8-80 佩ﾒ�1 �3SR�軸靴爪Q)刻 棚敵 桶輔 

上層 �"繧ﾓ���醐 ���354 

上層 �"繧ﾓ���醐 迭�353 

6 ��9�r�2.7-97 �?ｩ��1 鉄�"�姉,封､鵡 
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下帯の右側の肥厚帯とその下には沈線が引かれている。 10は口縁肥厚帯に半藏竹管状工具による

刺突が施されている。同様の工具により、口縁には沈線横環・垂下する貼付帯には押し引きが

施されている。 l1は垂下帯と胴部の三角状突起に半裁竹管状工具による押し引きが施されている。

また三角状突起から横環する沈線が認められる。 14～16は柏木川式に相当する。 14は口縁に縄の

押捺が認められる。 15は覆土下層と上層のものが接合した土器。外反する口縁は平縁で小突起が

ある。頚部には縄端刺突がめぐらされている。 16は口唇・口縁貼付帯・垂下帯に棒状工具による

刺突が認められる。

石器類にはたたき石、石斧片、方割礫などがある。図番lは覆土上層出土の掻器で、縞頁岩を

素材とし先端に波形刃を作出している。 2は床面西側出土の半分と、東側の覆土2層出土の半分

が接合した珪質岩素材のたたき石である。 3は覆土下層を中心とした石斧片の接合資料で、素材

は黒緑色珪質岩である。石斧片は、他に黒緑色泥岩、白緑色泥岩、緑色泥岩、黒緑色片岩の剥片

類がある。出土地点は、比較的土器片の出土量が少ない住居跡南側四半分に片寄っており、住居

外の包含層との接合関係もみられる。

表V－2-4 HP-1覆土掲載土器一覧

（天神山式、柏木川式）

鵬｜融｜ グリッド ｜紬｜轍｜鋤No.｜ 備 脅

7 1蠣2． 7－78 MW l 338 1半鮒削職

8 1 上層， 2． 7－89噸， 1 310献蝿ﾋﾌﾘｿ

鳩2． 7－89蝿1 3 304 1 ジ伽軒に判

脂2． 7－89噸 1 305備|とよ6噸，
嶋2． 7－89噸 1 295鵬帯に竹散，

脂2． 7－89 ’蝿 l 303 LR,噸囎

9 1上層’ 2． 8－90 1剛’ 1 1 437 1糟備0噸

10 ｜上層’ 3． 7－07 1－|; ’ 29 1 292 1鵬細||奥

11婚3． 7－17柵 ’ 291糟i削鰄
12 上層 3． 7－09脚 1 351 ￥鮒管0噸
13鴫3． 8－00鯛 1 478 半鮒削噸

14 t：2． 7－87噸 1 342 鴫|細鵬

15 1帽’ 2． 7－89 1 p胤’ 3 1 375 1平融'|蝿

帽’ 2． 8－80 | ﾛ櫛’ 1 1 384 1郷|職#||蝿

蝿’ 3． 7－26 1噸’ 8 1 419

16 1上層’ 3． 7－08 1噸’ 1 1 272 1脚鞭,鮒

蝋域 ~
Ｅ

バ
ー
鈩
孫
Ｋ

〃
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図V－2-4 HP1出土の土器(3)
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表V－2-5 HP－1出土石器等一覧

Noo lグリッド|層位|儲(柵)幅(IIm)|"(mll"(g)|石質｜分類畷 "No 備 考
1 2． 7－781濫礪| ~21.0 13501 3.0: 0.9I鮒閏胎 石斧 l 286背紬､繩ﾙリ欝附､繩ﾙリ

研

石斧 ’ ’ 2861背

０

●

7-78職砺

哩

群

誇

緬
方

職

職

織

鐸

息
必
十
脚

０

１

１
１

７

石斧 哩
十
型
十
一
皿方割礫，

｜ |爾踊
石斧 ’ ’ 3981】淵398

４

１

４

６

●
●
●
。
●

３
３

２

７

５

７

１

3.0

3.4

2.1

認
一
遡
一
池
一
邸

。

●

●

●

●

●

●

２

３

２

２

２

３

２

２

１

２

３

４

５

６

恥

79職礪
7-29床直
7-78職礪
7-79 離層
7-861駐礪
7-091霞杜屑
7-861職礪
7-871溌礪

~

７
~

７

］

１

●

８

Ｒ

３礪

官

職

廉

ｑ

Ｊ

ｑ

毎

Ｊ

７

38．2

6

棚､揃脇リ

一岬

.1

137.8

些
認
岬
一
鋤加

片
298

１ 1141撚|淵い肥で柵】側騨
一
群

僻

鮴

鮴

一

癖

岬

岩

石

石

岩

岩

維

幟

癖

難

難

鞭

》

８

２

６

４

４

１

３

●
●
●
●
●
●

●

８

４

０

０

０

９
９

｜

別

”

４ 鍬
露
確

剥片

剥片

たたき石

顎
一
鐸
》

一
β

く
－
９

５
’
１

70.7

~~33.6 淵附､273(27-97､職礪)上船
叩螂片

型
、
｜
血
一
唖

126

125

塑
加24.0

－二

11.5

2 320400(38-10､職2)と船
方笥礫B 276
石斧 3 272鋤､430｡4321254(27-75'76'
96,噸)､323(37-05職隔)1313(37-37､鵬)上船

~

二
~

｜綱

~

’
一
岬
一
郷

直
畷
礪

床
駐
職

７

９

７

８

８

９

~
~

~

７

７

７

54.0

93.2

０
’
８

型
乳

rﾌ
ノ

先
』
｜
の
が８

９ 43.4 15．6 35.375.32． 7－97

~~

2691背紬､274(27-97､撒礪)上齢971溌贈

７

32.71 29.() ’ 6．2 4．8

~~~10．110.1８
９
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HP2長さ392cm幅332cm深さ30cm

4 ． 4－05区を中心とする範囲で確認した。西側を試掘穴により失っているが、平面形は楕円形

に近く、立上りは明瞭である。柱穴や炉跡はなく、床面のほぼ中央に石皿が残されていた。他の

床面出土遺物には、石斧片8点と黒曜色の剥片1点があるのみで、土器は出土していない。従っ

て時期の確定はできないが、覆土や本遺構を切っているP8の出土遺物などから萩ヶ岡2式期

の遺構と思われる。なお東側にあるP9は本遺構に切られているが、伴う遺物はなく時期は不

明である。またP10は、土居断面から同時期に存在したものと考えられ、本遺構に属する土曠

と思われる。遺物は横立ちの状態で出土した台石の他に、多量の黒曜石剥片（7,625点）や破損

した石器類(11点）がみられ、周囲にも313点の剥片類が散っていた。 この他、 4･4-27区のP

9東側からは剥片類127点、石斧片73点が比較的まとまって出土しており、 こうした点から本遺

構は石器制作に関わるもので、 P10や4･4-27区の遺物は一括廃棄された剥片類と考えられる。

覆土出土の土器のほとんどは萩ヶ岡2式である。 1～3bは覆土下層、 4 ･ 5は上層、 6 ･ 7

はⅡ層出土の土器である。 lは器面にLRとRLの縄文が認められる。地文は羽状縄文と思われ

る。内面は平滑で、胎土に砂粒を含む。 2は底部に近い胴部破片。地文はRLで堅く焼き締まる。

3aは摩耗しておりRLの縄文が認められる。胎土に砂粒を含む。 3bには細い竹管状工具によ

る沈線が引かれている。 4はRLの縄文の上にLRの縄文が認められる内面は平滑である。 5は

棒状突起、口縁肥厚帯とその下の三角状突起に竹管状工具により沈線が施されている。突起頂部

には指頭による圧痕と爪跡がある。 6は摩耗しているが、突起に貼付した粘土紐に竹管状工具に

よる刺突が施されている｡。口縁肥厚帯には刺突とLRの縄文がみられる。 7はやや上げ底気味

の底部で、器面と底面にLRの縄文が施されている。堅く焼き締まる。

表V－2-7 HP－2覆土下層出土土器一覧
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表V－2-8 HP-2覆十卜層出十十器一覧
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表V－2-6 HP-2

層位・分類別出十十器一覧

表V－2－9 HP－2上Ⅱ層出土掲載土器一覧

図V－2－6 HP－2出土の土器
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表V－2-10 HP-2出土石器等一覧
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石器類の出土量は、付属するP10に比較すると極端に少ない。図番1の石皿は安山岩の大型

楕円礫を素材としたもので、両面に明瞭なすりくぼみ部分がみられ、裏側の使用部分が半分失わ

れていることから、欠損後に図示した面を用いたものかと思われる。前述したように床面出土の

遺物はこの石皿を除くと、石斧片と黒曜石の剥片のみである。 2は覆土上層出土の黒曜石石核で
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3 長さ834cm幅630cm深さ28cm

2 ．4－42区周辺で確認した。出土土器から萩ケ岡2式期の住居跡と思われる。擴底に、北東側

から西側に廻る段が確認され、ベンチをもつ住居の可能性が考えられたが、土層断面及び炉の位

置床面の状況などから、当初は、炉lを中心とする4～5m前後の規模をもつ住居であったも

のが、その後大幅に拡張され上記の規模をもつ長円形の大型住居になったことが判明した。最終

的な床面は、北西側から北東側にわずかに傾斜しており、そのため北寄りに当初の床面力：残って

いるが、拡張時にこの部分を埋めた形跡はない。柱穴と考えられるものは住居内にl1カ所と住居

外にlヵ所確認されているが､配列ははっきりしない｡柱根部の太さは12～15cm､深さは20～40cm

である。 2カ所の炉はいずれも良く焼けて締まっている。炉1は当初から使用され、拡張後も引

き続き使用されたものと思われる。炉2の焼土中には炭化物が認められた。両方共焼土をフロー

テーションしたが、植物及び動物遺体は検出できなかった。小ピット1は床面中央南側にあり、

円形で25cmほどの深さをもつ。曠底は丸みを帯び、炭化物を多量に含む層がみられる。遺物はそ

の上面から萩ヶ岡2式土器片5点と石鍍基部片と思われる焼けたR･Fl点、剥片9点が出土

している。西側に設けられた小ピット2は､長円形を呈し曠底は平担で、深さは12cmである。ピッ

ト内の出土遺物は、萩ケ岡2式土器の細片3点と黒曜石剥片2点である。北側の小ピット3は、

楕円を呈し、曠底は凹凸が激しく遺物は出土していない。

遺物の分布をみると、床面覆土とも当初範囲の内側は希薄で、東西の壁近くに集中しているの

が認められる。床面出土土器では、小ピット2及びその南側が最も多く、復元個体のうち2個体

はこの部分からの出土である。次いで東側、南側の順に多く、 これらの間には接合関係がある。

床面出土の石器類も、土器同様東西の壁近くに集中するが、石斧片やR･F、破損品が主体で

ある。石斧片は東西間及び住居外との接合関係がある。なお、黒曜石の剥片・砕片類の集中出土

地点が6カ所確認されている。このうち最も集中していたのは東壁中央付近(No.57､遺物No.886)

で、 6,967点の剥片・砕片力§出土した。また、そのやや北側にはそれぞれ1,889点と504点の集中

も認められている。 この他、北壁側で2カ所（52点と19点)、西側の段差部分に1カ所(17点）

の小さな集中がある。

土器片は総点数761点が出土している。柱穴・小ピット ・炉出土の12点中11点、床面出土の204

点中199点が萩ヶ岡2式に相当するものである。

復元できた土器は4個体で、 いずれも図示した部分以外は欠けている。図番1は西側床面出土

の土器で、推定口径28cm、同器高22cm｡ 2は西側床面と覆土上層出土の破片が接合したもので、

口径24.0cm、推定器高34cm｡ 3は覆土上層出土で、口径20.0cm、器高33.2cm・底径9.0cm｡ 4は

覆土上層とⅡ層出土のものが接合しており、推定口径23.5cm、同器高35.5cm、同底径12cmを計る。

1 ． 2 ． 4は台形の突起をもち、口縁に粘土紐を貼り付けた下に垂下帯を付し、半裁竹管状工具

による沈線を施文している。 3は緩い突起をもち、口縁には細い粘土紐を貼り付け、やはり垂下

帯をもつ。地文は1 ． 2はLR+RL、 3はRL+LR、 4はLR+RLとRL+LRの結束羽状

縄文である。 5は柱穴内、 6～7は小ピットl内出土の萩ヶ岡2式で、 いずれも胎土に砂粒を含

む。 5はLR+RLの縄文をもち内面は平滑である。 6はRL+LRの結束羽状縄文と思われる。

7は貼付け部分から沈線が引かれている。 8は炉l出土の円筒上層で、外傾した口唇に縄の押捺

が認められ、その下に太めの沈線が引かれている。内面は平滑で胎土に砂粒を含む。 9～21は床

面出土のものである。 9は覆土上層出土の破片と接合した東釧路Ⅲ式の底部で、縄端圧痕がみら

れる。 10． 11は萩ヶ岡l式に相当する。 10は垂下帯に縄の押捺が認められる。 l1は内面が平滑で、

HP
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口縁に貼付帯があり、口唇には爪によると思われる刻みがある。 12～21は萩ヶ岡2式と思われる。

12は底面にも縄文が施文されている。 13･ 14は内面が平滑で胎土に砂粒を含む、 13は器面にLR

+RLの結束羽状縄文が認められる。 14は口縁に粘土紐が貼付され、その上に半裁竹管状工具に

よる沈線が引かれている。 15はLR+RL、 16はRL+LRの結束羽状縄文が施されている。 17

は砂っぽい胎土で堅く焼き締まり、結節のある縄文が施されている。 18はLRとRLの縄文が認

められる。 19は内面が平滑で貼付帯と垂下帯に半裁竹管状工具による沈線が施されている。 20は

胎土が良く、器内外とも平滑で茶褐色を呈す。 LR縄文を地文とし、貼付帯には横・縦、その下

位には縦・斜めの沈線が半裁竹管状工具によって施文されている。 22～26は覆土下層出土の萩ヶ

2

図V－2-11 HP3出土の土器(1)
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岡2式である。 22は内面が平滑で、二条の粘土紐上を半裁竹管状工具によって矢羽状に刻んでい

る。 23は内面が平滑で胎土に砂粒を含む。垂下帯に細い半裁竹管状工具による押し引きが、器面

には同様工具による沈線がみられる。 24はやや張出し気味の底部でLR縄文がみられる。 25･26

は垂下帯に竹管状工具による太い沈線が引かれている。 25は胎土に小礫がみられる。 27～30は覆

十卜居出土で、 27 ． 28は天神山式、 29．30は萩ケ岡2式で胎土に砂粒を含む。 27は複節縄文を地

文とし半裁竹管状工具による沈線が加えられている。 28は口唇にも縄文が施され、肥厚帯の下が

調整されている。包含層で棒状突起をもつ同様の土器が出土しているが、いずれも胎土が粉っぽ

く、堅く焼き締まる。 29は口縁に貼付した粘土紐と垂下帯に、半裁竹管状工具による沈線と押し

引きが認められる。 30は器面が摩擦しているが、口縁貼付帯に半裁竹管状工具による沈線と爪に

よる刻みがある。

1 1
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図V－2-12 HP3出土の土器 (2)
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表V－2-11 HP-3層位・分類別出土土器一覧

層伽

I

職上層

職帽

庶 直

聯炉l

鮴f2

SPl

SP2

歓内

合 計

澗|剛｜順~上層 ｜ ﾎｹml ﾎｹm2 瀞山 下 W 6 ;|

59 59

95 28 220 370

79 19 10 116

199 204

l 2

1 1

5 5

3 3

1 1

443 47 230 761

妬
－
８
’
４

1

1

１

２ 1 1 38

表V－2-12 HP-3実測土器一覧（萩ケ岡2)

鋤No, 備 驚

1677糟捕

1725鰊洲,'

1780

1666糟脩州

l485 纈珊

1505軒に燗
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1441

糟捕

鰊洲,’

糟W削噸

纈珊

軒に噸

鵬 馳
一
繩
一
繩
耐
一
施
一
媚
一
蠣
一
蠣
一
蠣
一
蠣
一
Ｉ

ゲリリド
ノノノ1

1 . 4-22

1 ． 4－22

1 ． 4－22

1 ･ 4-22

1･ 4-41

1． 4－34

1･ 4-12
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紬
一
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剛
雨
一
括
一
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一
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一
澗
一
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一
括

蝋
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1

2

42

1

両

1

5

3

59

鵬 グリッド

1, 3-39

1 ． 3－49

1･ 3-49
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1' 4-22
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一
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一
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一
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一
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一
脚
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一
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一
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一
’
’
’
’
’
’
’
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１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
１
ｌ
２

↑鬮鋤No. # #

ﾎｹ間2 1757繊洲,船士ﾘ

ﾎｹ岡2 1762

ﾎｹ間2 1758糟惟の噸

ﾎｹ間2 1663鰊湫撤

ﾎｹ間2 1668繊珊,%tl

ﾎｹm2 1733 RL,"

ﾎｹ間2 1631 洲撤,附土’

ﾎｹ間2?1676 1肘に鵬

ﾎｹm2?1686糟脩0噸

ﾎｹ間2 1698 鮒に噸

献洲,船側1 13
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五
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21

2

３

4

表V－2-17 HP-3覆土下層出土掲載土器一覧表V－2－13 HP－3柱穴出土掲載土器一覧

表V－2-14 HP－3小ピット1出土掲載土器一覧

表V－2-15 HP-3地床炉1出土掲載土器一覧 表V－2－18 HP－3覆土上層出土掲載土器一覧

表V－2－16 HP-3床直出土掲載土器一覧
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表V－2-19 HP－3小ピット1出土土器一覧
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表V－2-20 HP-3小ピット2出土土器一覧

表V－2-21 HP－3地床炉1出土土器一覧

RL

表V－2-22 HP-3地床炉2出土土器一覧
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表V－2-23 HP－3床直出土土器一覧
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纈洲撤

繊洲撤

灘,船t剛

紺

辮,附土に’

~

~

~三二
_二

－二~
~

二一

石器類は総計9,563点が出土している。このうち9,506点が黒曜石の剥片（うち1点が焼け）で、

頁岩の剥片はわずか1点である。剥片石器類は22点あり、内訳は半数の11点がR･F (うち4

点が焼け）で、他に石錐3点( 1点は焼け、他の2点は基部片)、石槍未製破損品・石錐・模形

石器・つまみ付きナイフが各1点、破損した削器とU･F各2点となっている。礫石器類は、

石斧片34点のみで他の器種は全く出土しておらず、 この点が極めて特徴的である。

出土分布は、先に記したように東西の壁近くに集中し、中央部は稀薄である。また、 F･ C

集中の在り方、破損品が多い点などから、壁際に一括廃棄されたものの可能性が想定される。

図番1の石錐と7のつまみ付きナイフは、南側の覆土下層出土である。 1は珪質頁岩製で刃部

側縁はつぶれており、先端を欠く。 7は頁岩製で、素材剥片の打点側を先端とし刃部の厚みを確

保して、先端及び図の右側縁に直角刃を作出している。 2は頁岩製のR･ Fで、西側の床面直

上出土である。原石面を残す肉厚の横長剥片を素材とし、先端側に刃部加工を施し、一端を切り

出し状にしている。 3は小ピット2上面の床から出土した黒曜石製模形石器で、四辺がつぶれて

いる。図の上下辺は使用によって弾けた部分に、更に敲打痕が残されている。 4は西側の覆土下

層出土の右半分と覆土Ⅱ層出土の半分が接合したR･ Fで、黒曜石の横長礫皮片を素材として

いる。 5も西側覆土下層出土である。肉厚の黒曜石剥片を素材とした切り出し状削器の先端部で、

つまみ付きナイフの可能性もある。刃部はつぶれ、腹面に使用による擦痕がみられる。 6は西側

床面出土の石槍未製破損品である。素材は黒曜石で、図の右側縁基部側に礫皮部分があり、そこ

が肉厚のまま残って折れている。また、その部分と反対側縁に模形石器状のつぶれと剥離がみら

れ、模形石器に転用されていることが分かる。 8は東側覆土上層出土の礫皮片（図上下端に接合

している2点） と、 3 ． 4－67区出土の破片が接合したもので、図右側縁全体に敲打痕がみられる。

素材は緑色泥岩である。 9は東側床面出土の細片（図中央右側に接合している3点） と、東側覆

土下層出土の破片（図上)、包含層出土の破片が接合したもので、素材は青色泥岩（2 ． 4－80区

Ⅱ層出土の図左下細片のみ茶色化）である。腹面の一側縁に敲打剥離がみられ、 この後に背面中

央部が加筆され二つに折られている。床面出土の剥片はこの際に剥がれたものである。なお3 ．

3-01区出土の下半分は、破断面の腹側に敲打剥離力§みられるが、単独で使用された使用痕かど

うかは判然としない。 10は覆土上層出土の石鍍で焼けている。なおNo.63～68は調査のミスによ

り正確な出土地点を把握できなかった。
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表V－2-24 HP-3出土石器等一覧 (1)
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表V－2-25 HP－3出土石器等一覧 (2)
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2）土壌

P1 長さ208cm lllg175cm深さ40cm

4． 5－29， 4 ． 6－30区で確認した縄文時代前期の土曠で、台形に近い平面形を呈す。擴底はV

a層まで掘り込まれており、 ほぼ平担で、立上りは明瞭である。覆土は炭化物を含む層が主体で、

中央部にブロック状の堆積が多くみられることから埋め戻しの可能性が考えられる。本土曠に伴

う遺物としては、覆土上層に流れ込んでいるⅡ層土直下から、比較的まとまって出土した大麻V

式土器(166、下図5) と、曠底及び覆土下層出土の同時期の土器片（図l～4)がある。

なお、 99． 192はそれぞれ覆土Ⅱ層中出土の萩ケ岡2式土器片と石斧片である。
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図V－2-14 P1平面及び断面・出土の土器
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P2長さ66cm幅54cm深さllcm

0 ･11-76区0 ･11-77区で確認した。楕円形を呈す。曠底はⅢ層中にありほぼ平坦である。覆

土は全体に均一でⅡ層が主体である。覆土中より砥石が出土している。

P3 長さ66cm幅50cm深さ15cm

0 ．11-42区で確認した。楕円形を呈す。曠底はⅢ層中にあり隅丸長方形を呈す。ほぼ平坦であ

る。覆土は全体に均一でⅡ層が主体である。覆土中より黒曜石のB･Fが出土している。

P4 長さ194cm幅109cm深さ36cm

1 .10-60区で確認した。隅丸長方形に近い輪郭を呈す。縄文時代前期には既に個れていたと思

われる沢跡の中に位置している。曠底はVa層のブロックや砂利を含むⅣ層土の二次堆積層にあ

る。覆土は全体にほぼ均一で、 Ⅲ層土にⅡ ．Ⅳ･Va層土が混在する。遺物は出土していないが、

位置・形態・覆土の状況から、 P5と同様の遺構と考えられる。
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P5長さ187cm幅106cm深さ29cm

2 ． 5－59区で確認した。 P4同様沢跡内に位置し、長楕円形を呈す。曠底はVa層にあり、ほ

ぼ平坦である。覆土はⅡ層土が主体であるが、擴底面に見られる大粒（径5～10cm)の軽石が目

立ち、殊に覆土1層と2層の境目部分に多く認められた。遺物は曠底中央北寄りの位置から、石

冠1点が横倒しの状態で出土している。 こうした形態と堆積を示す土曠は、前述したように江別

市高砂遺跡のP173などがあり、本土擴も縄文時代中期の墓の可能性がある。

P6 長さ203cm幅127cm深さ23cm

3 ． 8－76区から3 ． 8－87区にかけて位置する。長楕円形を呈す。確認面で中央部にⅡ層の落ち

込みが認められた。曠底はⅣ層中にありほぼ平坦である。覆土1 ． 2層はⅡ層、覆土3層はⅢ層

が主体である。遺物は、覆土から土器片2点（覆土2層より中茶路式、覆土l層より天神山式)、

覆土2層中央北寄りで石皿が出土している。
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図V－2-16 P5 ・ 6平面及び断面
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P7 長さ277cm幅206cm深さ24cm

3 ． 3－18区から3 ･4-30区にかけて位置し、 TP16排土の土層観察のために設けたトレンチで

確認した。北西隅に攪乱を受けているが楕円形に近い輪郭をもつものと思われ、長軸は北西一南

東方向にある。浅く、壁の立上がりも緩やかだが、底面はほぼ平担でほぼ水平。曠底の中央と東

壁ぎわに浅い円形の落ち込みが見られる。擴底は汚れたⅢ．Ⅳ層が薄く覆い（6層)、 さらに腐

植がちの覆土（2 ． 4 ． 5層）が堆積する。土曠の東寄りでは2層と4層の間に遺構排土かと思

われるやや明色の土居（3層）が観察された。覆土の上位にはⅡ層が流れ込み(1E)、 さらに

TP16排土が覆う。出土遺物は土器片33点（萩ヶ岡1 ･ 2式、天神山式)~黒曜石製遺物9点、

方割礫1点と少なく、底面直上の6層では萩ヶ岡1式1点、同2式2点、天神山式1点と黒曜石
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の剥片6点が出土している。層位的にTP16排土およびFP48より古いものと考えられる。出土

した土器からみて縄文時代中期の遺構である可能性が高い。性格は不明で、小規模な住居跡かと

も考えたが炉跡・柱穴等は確認できなかった。

P8 長さ220cm幅204cm、深さ22cm (P8～10の図はHP2の項参照）

3．4－97， 4･4-07区で確認した。 HP2を切っている。円形に近い形態で、擴底はⅣ層上面

と浅く、緩い凹凸が目立つ。覆土は大半がⅡ層土の流れ込みである。曠底から出土した遺物は、

萩ケ岡2式土器片とメノウの剥片各1点のみである。覆土の遺物には萩ヶ岡2式土器片のほかに、

黒曜石製の焼けた掻器片とU・ F各1点、 R・ F2点、剥片類がある。性格は不明であるが、

HP2同様の石器制作に関る作業小屋的用途が想定される。

P9長さ150cm幅(128) cm深さ40cm

4．4－26．27区で確認した。HP2に切られているが、 ほぼ楕円形を呈する。立上りは明瞭で

曠底はⅣ層下位に達し平坦である。遺物は、覆土最上部から天神山式土器片4点（うち2点接合）

が出土しているのみで、時期・性格は不明である。

P10長さ133cm幅117cm深さ18cm

4･4-03･13区で確認した。平面形は楕円で､擴底はⅣ層上面と浅く、凹凸の多い雑な面になっ

ている。HP2の項で述べたように、横立ち状態で出土した安山岩の台石の他、多量の剥片・砕

片（7,625点を一括して遺物No.866で取り上げている） と破損した石器類、土器片が曠底から覆

土上面までほとんど隙間なく混在し、一部は土曠の周辺にも散っていることから、 HP2に付属

し剥片類を一括廃棄するための土擴と思われる。

P11 長さ147cm幅128cm深さ25cm

3 ･2-15区で確認した。平面形はほぼ楕円で、曠底はⅣ層中にある。曠底付近と壁際に炭化物

を含む層が見られ、上層はⅡ層土が主体である。遺物は覆土上部から砂岩の方割礫Dl点が出

土している。この破片は遺物No.750 (1･4-68区） と接合し、 その他四方に散っている破片を併

せて楕円礫となる。なお、 この楕円礫は割れた後に焼けている。時期・性格は不明である。
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表V－2-26 P-1床直出十十器一覧 表V－2－27 P-1覆土下層出土土器一覧
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表V－2-28 P-1覆土上層出ナ十器一覧1 LR
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二

土壌出土の土器

図V－2－14の1～5はPl出土の土器である。 1 ･ 2 ･ 4 ･ 5は大麻V式、 3は円筒上層式に

相当する。 2 ． 5は口唇が外傾し口唇と口縁に縄線文が施されている。地文は1 ． 2 ． 4はLR、 5

はLRとRLの縄文を羽状縄文風につけている。いずれも胎土に繊維を含む。 3は口縁が肥厚し、内

面は平滑である。地文はLRである。図V－2-19の1～8はP7出土の土器である。 1 ･ 2 ･ 6は

器面にLRの縄文が認められる。胎土に砂粒を含む。 3には半裁竹管状工具により沈線が施されてい

る。 4は口縁貼付帯が縄により刻まれている。 5 ． 7 ． 8には複節の縄文が認められる。 9～12はP

8出土の土器である。 9は曠底と覆土2層の土器が接合したもの。 9 ． 12にはRL、 10･ 11にはLR

の縄文が認められる。 13はP9出土の土器である。厚手で口縁肥厚帯・貼付帯・器面に竹管状工具

による施文がある。 14～16はP10出土の土器である。 14は摩耗しているが地文は羽状縄文。 15は突
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表V－2-29 P-6覆土2層出土土器一覧 表V－2-36 P-7覆土1層出土土器一覧

表V－2-30 P－6覆土1層出土土器一覧

表V－2-31 P-7覆土6層出土土器一覧

表V－2-37 P-8塘底出十十器一覧

表V－2-32 P-7覆土5層出土土器一覧 表V－2－38 P-8覆土2層出土土器一覧

表V－2-33 P-7覆土4層出土土器一覧

表V－2-39 P－9覆土1層出土土器一覧

表V－2-34 P－7覆土3層出土土器一覧

表V－2-40 P-10覆土2層出土土器一覧

表V－2－35 P－7覆土2層出土土器一覧
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表V－2-41 P-10覆土1層出土土器一覧

~ ~

起に半裁竹管状工具による沈線が施されている。 16の器面にはLRの縄文が認められる。胎土に砂粒

を含む。 1～3 ． 6 ． 9～12･ 14～16は萩ヶ岡2式、 4は萩ヶ岡1式、 5 ･ 7 ･ 8 ･13は天神山式に

相当する。
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表V－2－42土塘出土石器等一覧
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土壌出土の石器

1はP2出土の砥石で、両面に各々3カ所ずつの使用痕を残す。破損後たたき石としても使用さ

れており両面に敲打痕力宙みられる。 2はP5出土の石冠で一端を欠く。使用面は弧状に減っており、

面側縁の下部にも使用面がある。 3はP6出土のほぼ半分に割れた石皿で、一面には比較的明瞭な

すりくぼみ痕と敲打痕力；みられ、他面はわずかにすりくぼんでいる。 4はP8出土の焼けたラウン

ドスクレイパーで、刃部がつぶれている。 5～8はP10の石器類である。 5は横立ち状態で出土し

た台石で、一面がみがかれて平滑になっている。 6は横長の礫皮片を素材とした石錐で、刃部先端を

欠き、焼けている。 7は四方を使用している模形石器で、図の左側縁と下縁を使用により欠いている。

8は刃部全体につぶれが顕著にみられるラウンドスクレイパーで､若干の摩耗がみられる。なお、 7 ．

8は焼けている可能性もあるが伴然としない。 9はPll出土の方割礫（図の斜線部分） と、各区出

土の方割礫が接合したもので、割れた後幾つかが焼けている。
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3）集石

集石礫の平面分布の長径76cm短径51cm垂直分布の範囲31cm

3 ． 1－75区のⅡ層中で確認。集石の上面が南東から北西へ顕著に傾いていたので、下位に土

壌などがあることを予想し、傾斜方向に立ち割りを設けて層位を検討した。その結果集石は倒木

痕にともなう黒色土の落ち込みの中に位置していることを確認した。おそらく本来は平垣に形成

されていた集石が風倒木のために傾斜したものと推定される。集石の中心からやや西側に離れて

出土した3点の礫は、 このとき黒色土と共に深い位置へずり落ちた可能性が高い。なお集石周辺

の黒色土にVa層の軽石が少量混じっているのが注意され(3層)、人為的な覆土をもつ遺構が

集石に伴っていた可能性は残る。 32点出土した礫のうち19点は長さ6～8cm、幅3～4cm、重さ

50～100g程度の長手の円礫（下表）で、特に集石の中央にはこの種の礫が集まっている。北東

側部分に混在する栂指頭大以上の軽石円礫（火山弾）は偶然3層に含まれていたものの可能性が

ある。礫に隣接して天神山式土器1点が出土している。

表V－2－43集石出土礫一覧

No.グリッド|儲(mm) |幅(1I)"(剛) |"(9) 石質 鋤o
1 3． 1－75 69．4 40.5 26.2 90．3安山岩6211惰僻

’ 2 3． 1－75 67．4 30．7 22．2 53．9安山岩620-2"H
3 3･ 1-75 40．1 30.9 21｡4 25.1凝灰岩620-4"
4 3． 1－75 29．8 26．2 17．2 19．4 泥岩 620－5砿胤
5 3． 1－75 80．0 29．8 21．0 67.5 泥岩 620-6熊円
6 3･ 1-75 61.5 34.6 19．1 59.0安山岩 620-7楕鵬
7 3･ 1-75 75.8 35.7 15．2 54.1安山岩620-8鼎鵺
8 3． 1－75 85．8 30．7 25．4 91．2安山岩620-9糊
9 3･ 1-75 61.1 32.5 27.9 69.0選賓岩620-10WH#
10 3． 1-75 61．6 36.5 23.1 68.6凝灰岩620-11惰畷
11 3． 1-75 60．135．1 48．3 71．2凝灰岩620-12捕臘
12 3･ 1-75 61.4 36.1 28．6 74.8凝灰岩62113棚臘
13 3． 1－75 74．9 31．7 22．2 72．2安山岩620-14捕臘
14 3． 1－75 68．5 34．3 26．9 73．6安山岩620-15捕聯
15 3･ 1-75 58.1 30.4 25.8 57.0安山岩620-16楕臘
16 3． 1-75 69.1 32.3 26．4 64.4認爽岩62917"HI
17 3． 1－75 63．9 30.8 22.7 52.0安山岩620-18楕臘
18 3． 1－75 69．8 25．1 23．9 56．9安山岩620-19繊
193． 1－75 65．2 38．3 17．2 61．2安山岩620-20WW
20 3． 1-75 62.3 39.9 19.9 46.7凝灰岩620-21m輪
21 3． 1－75 54．4 24．6 24．9 47．8安山岩620-22傭鵬
22 3． 1－75 68．3 42．2 20．5 63．5凝灰岩620-23鼎幣
23 3． 1－75 64．9 32．3 19．3 59．1安山岩620-24"NI
24 3． 1－75 64．9 44．3 24．6 35．2火山弾620-25糊臘
25 3． 1－75 73．0 35．9 30．7 96．3凝灰岩620-26篤卿
26 3． 1－75 51．6 33．8 29．4 59．6凝灰岩620-28捕臘
2Z3･ 1-75 51.5 45.3 27.2 65.0凝灰岩620-29j"
28 3． 1－75 33．7 22．6 17．8 4．2火山弾620-30傭鵬
29 3． 1-75 35.7 26.0 24.5 9.8火山弾620-31楕鵬
30 3． 1－75 64．6 38．2 30．7 99．5 凝灰岩620-32楕鵬
313． 1-75 36.1 27.7 16.9 6.1火山弾620-331M"
32 3･ 1-75 58.2 32．3 23．3 69.8安山岩620-34楕畷

繩一紬

熊臘
傭鵬
儒熊

59.0

~~54.1 安山岩
安山岩85.8

~61.1
熊僻

鐸鑑

620-10

~~620-11

辮一蝿

凝灰岩
凝灰岩
6型-12捕卿

620-13棚臘12

~13

紬剛辮蝿禰棚辮翻辮

準一坐

620-18

~620-19
安山岩
凝灰岩

榊一榊一辮柵綱繩棚聯辮遜榊

蝿州州恥源州岬州岨

６６ ２２ ００
２２ ０１~~

35.2

~96.3

》録

捕臘
~捕臘
傭鵬
緬

620-321楕鵬

M"
彌畷

備 考

隙
~~

､伽|jてい＆
620-14捕朧
620-15篇卿
620-16楕臘
62917熊聡

､620-27と齢雛僻
~

~
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（S＝1／100）

上層注記

l ：灰黄褐色～黒褐色士（ 11＝ローム．粒状．願）

2 ：暗褐色士（U）

3 ：暗褐色土（11＋Va）

4 ：灰黄褐色～黒褐色土（Ⅱ＞Ⅲ・ 1V、 十Va）

5 8暗灰黄禍色士（Ⅲ＝Ⅲ＝Ⅳ、粒状、霧）

6 ：黒褐色上（Ⅱ＞1V）

7 ：暗褐灰色士（Ⅱ＞Ⅲ）

8：灰黄褐色土（Ⅲ、動いている）

9：鈍黄榿色土（Ⅳ、動いている）

10：灰黄色士（V、動いている）

句 の SPB
,○

SPA○一一””、
→SPB

図V－2－21 集石平面及び断面

4) Tピット

32基(15は排土のみで除外） を確認した。32基(15は排土のみで除外） を確認した。分布をみると沢跡の中に1基、南側に31基で、北側に位

置するものはない。形態的には杭穴をもつものが6基あり、そのうち20のみが2本、他の5基は1本

である。曠底の長幅比は全て3未満で、深さは30が56cmともっとも浅く、 11が136cmと深い。杭穴を

もたないものは26基あり、その長幅比は31の2.4から24の17. 1までばらつきがある。深さは31が59cm

と極端に浅く、 9が152cmと深い。これらを「苫小牧東部工業地帯の遺跡群Ⅱ」における大泉の分類

(1987) にあてはめると、 A2型（長幅比9.0以上、長さ2m未満、杭穴なし）が15基B1型（長幅

比4. 1～8.9、杭穴なし) 10基、 C1型（長幅比4.0以下、長さ2m未満、杭穴なし) 1基、 C2型（長

幅比4.0以下、長さ2m未満、杭穴あり) 6基となる。更にこられの底面形や位置・深さを考慮して

細分すると、次頁の図に示したように2ないし3基で1セットの列をなすようで、その列方向は概ね

コンターに直交する。

極めて特徴的な形態をもつものに、 11 ･ 13 ･ 14のグループ．と21～23のグループがある。前者は曠底

の平面形が西洋の棺桶のような六角形を呈するもので、中段より上は楕円形を呈す。中央に杭穴を1

本もち深さは130cm前後である。後者は擴底北側が一段高く、擴底全体も南側に極端な傾斜をみせる

もので、杭穴はない。最大の深さはほぼ134cm前後であるが、段の上位まではほぼ100cmである。
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図V－2-24 TP1平面及び断面
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TP1 長さ199cm幅62cm深さ180cm

4 ． 5－35区で確認した。杭穴はなく擴底は角をもたない。掘り直されたとみられるピットで、

曠底は西南部分で2段になる。下の段の擴底は中央部南西寄りでくぼみ、上段の擴底はこのくぼ

みに傾斜する。擴底直上には厚くⅡ層土主体の土が見られ、その上にV居士主体の土を挾み3枚

のⅡ層土主体の土が帯状に堆積して、上のⅣ層主体の層と一線を画している。位置的にみて7と

対になるものと思われる。遺物は、覆土3層中から東釧路Ⅲ式土器片、覆土l層中から剥片力§出

土している。北側の4 ･ 6-21･22区で排土を確認した。規模は長径314cm×短径238cm・南側にあ

るP1の一部を覆っている。排土2 ･ 3層から萩ヶ岡2式・天神山式土器片13点が得られた。

TP2 長さ158cm幅64cm深さ96cm

0･10-32区で確認した。曠底は角をもたない。杭穴はない。長軸方向の壁面は、北東側、南西

側共に底部付近でオーバーハングしている。セクション面での壁面は擴底から約40cmまでの部分

は残っているが、それより上方は崩落している。曠底部に漆黒色土の堆積が見られ、覆土10の堆

積後、再び黒色土が堆積している。墳底部付近の張出しは、その2回目の黒色土の堆積時に生じ

たものと考える。遺物は出土していない。

TP3 長さ148cm幅44cm深さ106cm

3 ． 8－90．91区で確認。長軸は概ねコンターに並行する。杭穴はない。擴底は南西側に傾斜し

角をもつ。擴底直上にはⅡ層土が先ずみられ、 その上にⅡ層土主体の土、 V層土主体の土が厚

く堆積している。壁面の崩落は南西側でやや目立つ程度で、全体には些程ではない。位置、形態

などから4と対をなす。南側の17 ･ 19とも一連の列をなすものと思われる。フローテーションに

より覆土12層からイネ科の種子1粒、マタタビ属の種子2粒、キハダ属片1点、不明種子2粒が

oEPB 3
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釦釦ITTP2
℃･郵

恂－32
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０

十

t層注記

l ：暗褐色士（Ⅱ＞Ⅲ）

2 ：暗黄褐色土（Ⅲ＋II）

3 ：黄褐色士（Ⅳ十Ⅲ）

4 ：暗黄褐色士（Ⅳ＋11 ．Ⅲ）

5：灰黄褐色土（Va＞Vb）

6 ：灰掲色土（Ⅳ>V十111 ）

7 :黒褐色土（Ⅱ十111 ）

8 ：黄褐色士（Va＋、）

9 ;黒色土（ II ）

log灰黄褐色土(Vb＞Va）

11 ：黒色士（Ⅱ、粘性強い）
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得られた。西側の3 ． 8－23． 33区に長径119cm×短径78cmの規模で排土を確認した。
TP4 長さ150cm幅44cm深さ114cm

3･ 7-50区で確認した。長軸はコンターにほぼ直交する。杭穴はない。擴底は平担で、両端が

斜めに角張り平行四辺形のような形態を呈す。覆土の堆積は、擴底直上にはv層土を若干含むⅡ

層土が比較的厚く見られ、その上にv層土を中心とした崩落土が入り混じっており、流れ込み堆

積と思われる5層より上の部分と一線を画している。壁面は、東端で掘開当初の立ち上がりが一

部残っているものの、西端部では大きくオーバーハングし擴底面まで袋状に崩落している。位置、
形態などから3と対をなすもので、南側の17． 19とも列をなすものと思われる。
TP5長さ198cm幅76cm深さ144cm

0･8-91区で確認した。長軸は個れ沢にほぼ直交する。杭穴はない。擴底は平担で、ほぼ一直

線を呈し、角はもたない。曠底直上にはv層土主体の土が先ず見られ、その上にⅡ層土主体の土

~ が厚く堆積している。壁面の崩落は南端の一部で袋状に見られるが、全体に些程ではなく、曠底

から確認面までほぼ垂直な立ち上がりを維持している。規模・形態から6と対をなすものと思わ

れる。遺物は、覆土7層中から石斧の刃部側片（刃部の過半が欠損している）が出土しており、
2 ． 5－66区出土の基部側片と接合した。
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EPBb 排上土層注記

l :黒褐色士( 11+Ⅲ, |V）

2:黒色二t ( 11+Ⅲ）

3 :褐色上( 1M>Va）

4 ：褐色上（111+1V･ Va）

5 ：黒褐色士（Ⅱ＞Ⅲ）
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l ：黒色上（ 11 ）

2 ：黒褐色士（11＞Ⅲ）

3 :黒褐色上( iI+Ⅳ）

4 :暗黄褐色土（Ⅳ>[I ）

5 :黒褐色上( 11＞1V）

6:暗黄褐色土(1V＞Ⅱ .Ⅲ）

7 :黄褐色上（1V十Ⅱ）

8:無褐色土(Ⅱ＞Vc）

9 ：灰黄褐色土（Vc＞Va＋Vb）

10:黒色上( 11>Va）

1 1 :黒褐色上（ 11＞Va）

12：黒色上（Ⅲ、粘性強い）
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TP4

SPA
O電一

上層注記

l ：黒色上（ ''十[Ⅱ）

2：暗褐色士（111＞II ）

3:黒褐色士（Ⅱ＞Ⅲ）

4 ：暗黄褐色士（Ⅱ=Ⅳ）

5：暗黄褐色土（Ⅲ十Ⅱ 。Ⅳ）

6：黒褐色上（Ⅱ＋Ⅳ。V）

7 ：暗黄褐色士（ 11＝Ⅳ＝V）

8：黄褐色士（Ⅳ）

9 ：灰黄褐色士（V＋Ⅲ.Ⅳ）

10：灰黄褐色士（Va＝Vb）

11 9黄褐色土（Ⅳ＋111）

12 ：灰黄褐色士（V＋Ⅳ）

13：暗灰褐色土（Ⅱ＞V）

M：灰黄褐色上（Vb＞Va＋Ⅳ）

15：暗黄褐色上（Ⅳ＋11 ．V）

16：灰黄褐色土（Ⅳ＝V）

17 ：灰白色砂（Vb）

188黒灰色士（U＋V）

19：灰黄褐色上（Ⅳ＋V）

20：暗灰色士（V＋Ⅱ）

21 ：黒褐色士（H＞Ⅲ＋V）

22：黒灰色士（ 11＝Vb＋Va）
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TP5 ＢＰＳ
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上層注記

l ：黒褐色土（Ⅱ＞Ⅱ）

2 :暗褐色士（Ⅲ＞il ）

3 ：暗褐色士（Ⅲ＋11 ．Ⅳ）

4：暗黄褐色土（Ⅳ＞Ⅲ）

5：黄褐色土（Ⅲ＞Ⅳ＋Ⅱ）

6：黒褐色土（ 11＞Ⅳ＋v･炭化物を含む）

7 ：暗褐色土（Ⅱ＝Ⅲ＋Ⅳ。 Va）

8：暗黄褐色士（ 11＝Ⅳ。 V）

9：黄褐色士（Ⅳ＋Ⅱ 。Va）

10：黄褐色土（Ⅳ十V）

11 :灰黄褐色土(Vb十Ⅳ）

12：灰黄褐色士（V>Ⅳ）

13：黄褐色士（m＝1V＋va）

14 ：黒灰色土（Ⅱ＋Vb）

15：灰黄褐色士（V＞Ⅳ＋U）

16：灰黄褐色土（Vb＞Va）

17:灰黄褐色土（Ⅳ>V）

18：灰黄褐色上（V＋Ⅳ）

198灰黄褐色士（Va=Vb）

20:暗褐色土（V>11 ）

21 ：黒褐色士（Ⅲ＋V）

22：黒褐色士（Ⅱ＞V）

23：灰黄褐色士（V＋11 ）
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i 長さ211cm幅66cm深さ148cm

1 ･ 8-42区で確認した。曠底は角をもたない。杭穴はない。長軸方向の南側曠底付近で壁面が

オーバーハングしている。短軸方向の壁面は、曠底から約25cmまでの部分は残っているが、それ

より上方は崩落している。遺物は出土していない。
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'二層注記

1 ：黒褐色土（in+Ⅱ）

2R暗褐色上（Ⅱ＋11 ．Va）

3 ：褐色士（Ⅳ＋Va）

4：暗黄褐色士（Ⅲ＋Ⅳ）

5：黒褐色士（Ⅳ＋11 ．Va）

6 ：暗褐色士（lⅡ十Va）

7 9褐色士（Ⅲ十Va）

8：黄褐色土（Va）

9 ：灰黄褐色土（Va＞Vb）

10:灰黄褐色土（Va+Vb）

11 ：暗灰褐色土（Ⅳ＋Ⅲ.Vb）

lZg灰黄褐色士（Va＞Vb＋IⅡ）

139褐色土（Ⅳ）

14 ：灰褐色士（Ⅳ＋Vb）
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麺.印、← lEP､
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'5：灰黄褐色士（Va＝Vb）

16：黒褐色士（Ⅱ＋Va）

'79灰黄褐色士（Vb＞Va）
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TP7 長さ238cm幅66cm深さ146cm

3･7-11区で確認した。杭穴はない。曠底はほぼ一直線で角をもたない。曠底直上にはV居土

主体の土が先ず見られ、その上にⅡ層土主体の土が堆積している。壁面両端の崩落は些程大きく

ない。覆土1 ． 3層中より萩ヶ岡2式土器片が出土している。位置的にみてlと対になるものと

思われる。

EP

k層注記

1 9暗褐色土（

TP7
IIl＞11 ）

、
802030

暗褐色土（Ⅲ+Ⅱ）2

3:褐色上(IⅡ＞Ⅳ）

4 ：黒褐色士（ 11＞Ⅲ十Ⅳ）

5 :暗褐色士（Ⅲ+11 . 1V）
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TP8 長さ164cm幅54cm深さ134cm

0． 5－45区で確認した。杭穴はない。擴底は左右に若干うねっており細い。角はもたず、南側

に傾斜している。 こうした傾斜をもつものには21～23のグループがあり、本Tピットもその列

の延長線上に位置している。長さや深さもほぼ同規模であるが、本Tピットのみ擴底の幅が極

端に細い点が異なる。覆土の堆積は、墳底直上にVb層主体の土がみられ、 その上にⅡ層土が流

れ込んでいる。壁面の崩落は些程顕著ではない。なお、北東側に排土の広がりが認められ、 その

中から黒曜石の剥片3点（うち1点は焼けている）が得られた。
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4 ：灰黄掲色土（Vb＞Va）

52灰黄褐色土（Vb＋Ⅲ）

6:灰黄褐色土(V+Ⅲ）

7 ：黒色土（ 11 ）

8 :暗灰褐色士（V+11 ）
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） 長さ181cm幅72cm深さ152cm

2 ． 6－83区で確認した。擴底は角をもたない。杭穴はない。墳底面の幅が極めて狭く、左右に

波打っている。曠底直上にはV層の崩落土がみられ、その上に粘性の強い黒色土が堆積している。

長軸方向両端はオーバーハングしている。短軸方向の壁面は、崩落が顕著で、曠底から10cm位ま

でしか残っていない。遺物は縞頁岩の剥片1点が覆土Ⅱ層から出土している。位置・形態などか

TP9

ら10と対をなすものと思われる。
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3 ：暗黄褐色士（Ⅳ＋Ⅱ）

4 ：灰黄褐色士（Ⅳ+Vb）

5:褐色土（1V）

6 ：灰黄褐色士（Va＝Vb）

7 ：灰黄褐色土（Vb十Va）

8:暗灰色土（Vb十Va ･ '

9 :灰褐色ニヒ(Ⅲ=Vb）

10：黒色t層（ Ij 、粘性強い）

1 1 ：灰黄褐色士（Va＞Vb‐

12:灰黄褐色士（Vb＞Va）

13：灰萄褐伍』土（Vb+Ⅲ）

Ⅱ
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TP10長さ200cm幅45cm深さ136cm

1 ･ 6-66･67区で確認した。杭穴はない。擴底は左右に若干うねっており細長い。角はもた~ず

中央部に傾斜し凹凸がある。北側が膨らみ南側が細くわずかにオーバーハングする。覆土は、最

下層にⅡ層土､その上にV層土主体の土が堆積する。遺物は覆土1より土器片2点(東釧路Ⅲ式・

円筒上層式） と剥片19点( 1点は焼けている）が出土した。 TP9と列をなす。本ピット上には

萩ヶ岡2式土器を伴うFP32が確認されている。
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l ：熱色上（Ⅱ）

2 ： l肝褐色t （Ⅲ＋Ⅱ）

3 ；里色｣二 （Ⅱ＋Ⅲ）

4 :暗黄褐色士（Ⅳ+Ⅱ ｡ Va）

5 ：灰歯褐色上 （1V十Va ・ Vb）

6 ：暗黄褐色士（Ⅳ＋11 ）

7 :暗黄褐色と (Ⅳ+11 .Ⅲ〉

8：灰黄褐色士（V§i＋Vb，粒径人）

9 ：暗灰黄褐色上（Va＝Vb＋11[ ）

10:黒色土（ 11 ，粘性あり)

1 1 ：灰黄褐色上（Va十Vb、粒径小）

12 :灰褐色上(Vc+Va）

13:黒色上（ 11 ､粘性強い）
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TP11 長さ142cm幅110cm深さ136cm

1 ． 5－93区で確認した。擴底中央に杭穴1本が見られる。この杭穴は先細りで尖っており、上

部が若干太くなっているものの根固めの跡は見られず、杭の打ち込みによるものと思われる。曠

底はほぼ平担で六角形に近い形態を示しているが、壁面中位より上は楕円形を呈す。壁面の形状

及び覆土中にV層土が極端に少ない点から、本ピットは構築当初からこうした形態をもっていた

ものと思われる。なお、同様の形態をもつものに13･ 14があり、緩い弧状の列をなしている。覆

土には、粘性の強い漆黒色土（12層）が曠底直上を含め3枚見られる。 9層より上位は、若干の

壁面の崩落と流れ込みによる堆積と思われるが、その中でⅡ層土を主体とし帯状の堆積を示す黒

褐色士（8層）が、確認面からほぼ90cm下位に見られることは、 13･ 14との整合性からも注意が

必要であろう。遺物には崩落土の覆土10層中から出土した天神山式土器片2点と、流れ込みの覆

土1層から出土した萩ヶ岡式土器片1点がある。
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図V－2－33 TP11平面及び断面
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TP12長さ244cm幅82cm深さ80cm

1 ． 5－93区の、縄文時代前期には既に個れていたと思われる沢跡内に位置しており、確認段階

ではP4～6のような楕円形土曠と考えていた。調査を進めるにつれTピットであることが判

明し、同時に湧水が激しくなり、擴底付近のレベルで沢跡に沿ってその地下を流れる伏流水が確

認された。本ピットも壁面の一部がこの伏流水のために破壊されており、それに惑わされて擴底

の一部を誤って掘り抜いてしまった。床面はほぼ平担で一直線をなし、角はもたないものと思わ

れる。覆土は、曠底直上にⅡ層土主体の土が堆積し、その上にⅣ･V層の崩落土が見られる。 し

かし多くは伏流水のために流失したものと思われ、水流より上位は流れ込みのⅡ層土が主体であ

る。壁面をみると側壁の崩落は顕著であるが、両端部の残りは比較的良好である。遺物は、覆土

Ⅱ層中から焼けた方割礫Cが1点出土している。

四

TP12

､EPB
~、

へ

0

18印、

49－07
＋

49－“
＋

土層注記

1 8褐色土（Ⅳ＋Va）

2 ：黒褐色士（ ''十V融）

ノ

’
１
１
１
１
１
〈
Ｕ
Ｅ
ａ
邑
曾

く

Ｑ

山

bEPA

図V－2－34 TP12平面及び断面

94



TP13長さ128cm幅94cm深さ130cm

0 ． 5－87区で確認した。形態・規模ともl1と同様で、杭穴も打ち込みによるものが擴底中央に

1本見られる。なお、覆土6層はこの杭の痕跡と思われるもので、擴底から7層上面まで続いて

いる。覆土下位は、黒色土の帯状堆積（Ⅱ層） と崩落土と思われるV居土（7層）の互層で、そ

の上位の帯状堆積は、 11の8層と同様に確認面からほぼ90cmのレベルにみられる。 5層より上位

は、ほぼ流れ込みによる堆積と思われる。
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5 ：貴褐色士（Ⅳ＋Ⅲ．Va）
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図V－2－35 TP13平面及び断面
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TP14長さ146cm幅104cm深さ124cm

3･ 5-31区で確認した。形態・規模・杭穴ともllと同様である。曠底はVc層~上面でほぼ平担

である。黒色土の帯状堆積は3枚で、その上位の層はやはり確認面から90cmのレベルに見られる。

なお11 ． 13と異なりこの黒色土より上位にもV層の崩落土が相当量みられる。遺物は、覆土Ⅱ

層中から出土した方割礫B1点がある。これは2･ 5-84区出土の方割礫Bと接合して偏平楕円
礫となった。
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図V－2-36 TP14平面及び断面
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TP15排土長さ354cm幅315cm深さ9cm (いずれも調査区内で確認できる範囲）

4 ． 2区中央付近で、耕作土直下のⅡ層中にVa層の軽石が分布しているのを確認し、 Tピッ

トの排土とみなして精査した。平面形は北西一南東方向に長い不整形を呈すものと思われ、東端

は調査区外に延びている。上面は耕作のために削平されたらしく、 また下面は木の根などによる

落ち込みで凹凸が激しい。軽石の散布は分布の外縁でまばらになり、排土の形成後に雨などで拡

散したことを示すようだが、本来の排土と再堆積との境界を認めることは困難。なお、排土の中

央付近に小さな黒色の落ち込みがあり （ 1層)、その周囲52×36cmほどの範囲で排土がやや赤み

を帯びているのが観察された（2層)｡焼土の可能性もある｡遺物は､排土上中下及び周辺から萩ヶ

岡2式や天神山式の土器片が多数出土し、黒曜石製遺物4点もある。また、南側のやや低いレベ

ルから天神山式土器がまとまって出土し （図V－2－54)、 その下からは楕円礫1点も出土して

いる。

TP16長さ146cm幅66cm深さ107cm

3 ． 3－66区と、隣接のグリッドに位置する。細長い溝状の形態で長軸は概ねコンターに平行す

る。杭穴はなく中央が両端より少し深い。底面の長さが確認面のそれを上回り、長軸断面は両裾

の少し開いた袋状となる。底面から20cm程度は垂直に近い側壁が残っているが、それ以上は次第

に崩れが大きくなる。曠底と覆土上部の黒色土の他に、覆土のやや下部にも腐植がちの層がある

（7層)。これらの間を壁面の崩落による堆積が埋めており、 Ⅲ．Ⅳ層の崩落が大きいらしい。

遺物は覆土の上部から萩ヶ岡2式土器片2点と天神山式土器片1点、中部から黒曜石剥片1点が

出土している。なお、エレベーションの図には検出面底面の輪郭、曠底の傾斜が変換する線な

ども併せて投影した。
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TP16排土長さ455cm幅273cm厚さ7cm

3 ． 3区の南寄りでVa層軽石の分布を認め、 Ⅱ層上面から約5cm掘り下げた面で範囲を記録

した。最も近接するTピットは32である。 FP64･65を覆って形成され、一部は抜根跡とみられ

る攪乱で壊されている。平面形は不整、長軸は北東一南西方向にあってコンターに直交、上面は

概ね平担で南西から北東へ緩やかに傾斜。下面はⅡ層中にあって大きな落ち込みはないが凹凸が

激しい。遺物は排土中及び下面で萩ヶ岡2式土器が多く出土し、黒曜石とメノウの剥片も各1点

得られている。

TP17長さ180cm幅44cm深さ110Cm

4･ 3-11区で確認した。杭穴はない。曠底はほぼ一直線で北東端に角をもち、 そちら側へ若干

傾斜している。覆土はⅡ層土主体の層が曠底直上にみられ、 その中に薄い帯状の漆黒色土が入っ

ている。その上層はV層の崩落土が厚く堆積しているが、 その中にもⅡ層土の薄い帯がみられる（

遺物は、覆土Ⅱ層中から萩ヶ岡2式と大木8a式土器及び黒曜石製のサイド・スクレイパー1点

が出土している。位置・形態などから19と対をなすものと思われ、その弧の延長線上には3 ． 4

の列が位置する。

TP18長さ112cm幅54cm深さ70cm

4． 3－45区で確認した。小型のもので、深さも70cmと浅い。曠底中央部に打ち込みによる杭穴

1本をもつ。曠底は北側に角をもつようであるが、 11などのような六角形にはならない。また底

面は平坦でなく中央部分が低くなっている。覆土は曠底直上にⅡ層がちの黒褐色土が堆積し、そ

の上に漆黒色土が比較的厚く堆積している。V居の崩落はほとんどなく、Ⅳ層中位まではほぼ原

形を保っている。同一の形態を呈すものに30があり、 これと列をなすものと思われる。

TP19長さ164cm幅75cm深さ107cm

3 ･4-61区、 71区で確認した。やや幅の広い溝状のTピットで、長軸は概ねコンターに平行し、

杭穴はない。底面は平担かつ水平で、東端が角張る特徴はTP17に同じ。北側壁面はかなり上位

まで垂直に近い立上りを見せるが、南側は大きく崩れている。底部に比較的厚く腐植質土が堆積

した後(12～14層)、南側を主とする壁の崩壊で一気に埋没力：進んだものとみられ(7～11jg)、

地山土壌の大きな塊が落ち込んでいる (10E)。遺物は覆土上部で萩ケ岡2式土器片3点と中茶

路式土器片1点力ざ出土している。

TP19排土長さ325cm幅274cm深さ8cm

3 ． 3区から3 ． 4区にかけて耕作土直下のⅡ層中にVa層由来の軽石がまばらに散布している

のを認め、若干掘り下げて軽石の密度が濃くなった範囲を確認した。長軸のはっきりしない不整

な平面形をもち、 P7 ･FP48の上位に重複して分布する。隣接するTP20の覆十卜部( 1 ． 2

層）にはVa層軽石を含み、 それが排土と一連のものであるなら排土はTP20より新しいことに

なるが、 この排土自体がTP20に由来する可能性も考えられる。確認面では中央部がわずかに高

まり、下面も中央寄りで幾分深い。下面はやはり木の根などとみられる凹凸が激しい。遺物は排

土中で萩ヶ岡2式土器片2点、黒曜石製掻器1点が出土し、下面でも萩ケ岡2式土器片と黒曜石

製の石鍍や方割礫、楕円礫が出土している。
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TP20長さ137cm幅92cm深さ93cm

3 ･4-30' 31･40･41区で確認。杭穴を2つ備えるTピットで長軸は概ねコンターに直交する。

底面は長方形に近く、中ほどでやや幅広くなる。誤って実測の際に断ち割ってしまったが曠底は

ほぼ平担でほぼ水平、遺構下部の壁面はほぼ垂直。杭穴は先細りで打ち込み杭の跡と思われ、遺

構の中央方向へ少し傾く。杭穴の壁面に沿って材の痕跡と思われる褐色の薄い粘土層が観察され

る。底部の腐食質土（23層）の上には急速な埋没を思わせるブロック状の堆積(14～21E)があ

るが、側壁の崩壊のみでこれだけの土量が生じるかどうかやや疑問。上部の腐食質土にはVajg

由来の軽石が含まれ、遺構排土の流入を示す。なお北東側に重複する焼土FP72はTピットに先

行するものと考えられる。遺物は覆土上・中部で土器7点（萩ヶ岡2式・天神山式） ・三角土製

品1点と、黒曜石製遺物4点・たたき石1 ．亜角礫1点が出土している。
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1 8典褐色上（腐械に常む''十V鑑．生物撹乱）

2 ：蝶褐色上（Ⅱ十Va ・ ローム）

3 ：黄褐色_l： （ 11＝Ⅱ）

4 ：暗灰黄褐色士（ 11＞Ⅲ十Va）

5 ：黄褐色上（Ⅲ＞11＋Va）

6：暗褐色上（ 11＞ⅡI ）

7 ：灰黄褐色土（Ⅱ＞Ⅲ＋1V塊）

8；黄褐色上（[11＞Ⅱ）

9 :暗褐色上( 11>|H+Ⅳ)

10：暗灰黄褐色l； （ 11＞Ⅲ）

1 1 ：暗灰黄褐色上（Ⅱ＞Ⅲ＞1V）

12：暗褐色k （ 11＞111＋Ⅳ塊・ Va）

13：灰黄褐色上 （Ⅱ＝Ⅲ＝1V）

14 ：暗灰黄褐色t（U＞Ⅲ。Ⅳ＋Va）

15：暗褐色上（ 11＞Ⅲ＋[V艤）

16；黄褐色上（ [V＝V＞Ⅱ 。Ⅲ）

17：暗灰黄褐色上（Ⅱ＞111＞Ⅳ）

18：黄灰色～暗褐色上（U＝ローム＋Va）

19：灰炎褐色ﾆヒ （Ⅲ＝Ⅳ＞11＋Va）

20：黄灰色上（ [I＝|V＝V霧）

21 8褐灰色|： （ [l＝ローム＋Va）

Z2 ：暗褐色上（ 11＝ローム種）

Z3：暗褐色上（U＞ローム十Va）

Z4 ：黒褐色土（ | l＋Va）
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図V－2-41 TP20平面及び断面
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TP21 長さ156cm幅46cm深さ124cm

2 ． 4－75区で確認した。杭穴はない。曠底に明瞭な段がみられ、浅い面と深い面では長軸方向

にずれがみられる。深い部分の墳底は、長方形に近い形状を呈し南側に若干傾斜している。浅い

部分の曠底は北側に角をもち南側は丸い。覆土は、最下位にV層の崩落土が若干みられ、その上

に粘性の強い漆黒色土力;堆積し浅い部分の曠底を形作っている。遺物は、覆土l層中から黒曜石

素材の石核とR･F各1点が‘覆土Ⅱ層中から萩ヶ岡2式土器1片と剥片81点（うち3点が焼

けている）が得られている。擴底の段と長軸のずれは掘り直しによるものと考えているが、列を

なす22．23では、曠底が極端に南側に傾斜しているものの、明瞭な段や長軸方向へのずれは認め

られていない。

TP22長さ158cm幅67cm深さ131cm

1 ． 4－98．99区で確認｡やや幅の広い溝状Tピットで長軸はほぼコンターに平行｡両端が角張っ

て南西側が少し広くなった溌形の底面をもち、 また擴底は南西側へ向かって深くなる。いずれも

TP21 ･ 23に共通する特徴で、特にTP21とは規模・長軸方向もほとんど一致する。またTP21

ほど明確ではないが曠底の北西寄りに段差がある。 しかし底部の覆土はこの段差に関係なく連続

しており、掘り直しの確証はない。側壁は底面から20cmほど垂直な立ち上がりが残り、南西端の

壁はTP21 ･23と同様に弱くオーバーハングする。底面には掘り返されたV層(20E)の上に炭

化した植物遺体（主に草木かと思われ、脆い） を含む腐食質士(19E)が見られ、 さらに急速な

埋没を思わせるブロック状の堆積（8～17E)が厚く覆っている。遺物は覆土l層から2層にか

けて土器2点（萩ケ岡2式・天神山式） と石皿片1点が出土した。

恥

匪

〈

ｏ

１
ｎ（

Ｕ

５０２

ＢＰ

Ｏ
－

Ｓ
TP21 +<9.tJb pEP卜 pEP B

上層注記

l ：黒褐色土（11＋Ⅲ

2 ：黒褐色士（II十'11
１

．

Ｊ

Ⅳ

Ⅳ

’

’

１

１

〃

？

ｍ

山) :暗黄褐色土（ 11 二＝

4 :暗掲色土（111>Ⅱ）

5 ；黒色士（U十｢V

6 :灰褐色上（Vb

）

＞Va）

灰黄褐色土（Va=Vb）7

性強い）8 ：漆黒色土（ 11

Vb

Vb
印
↓

EPA

洞0－－〕

､

CEPA

~~~~~

図V－2－42 TP21平面及び断面

103



’

TP22

師
弱
~~
５

４

１

１

十

pEPB
ノ~

一口 8脚

EPA
←20‘70m

EPB

－毛
744

イ ／
Ａ
Ｑ
ＰＳ

１

８

８

口

４

５

Ｂ

旧 j,226
1

○1

(20

／

Ｂ

Ｏ
Ｐ
－
Ｓフ

1 1461

／ ノ

I I

I ／

EPA。

SPA
O－ 釦.祠、

SPB
－－O

l洞注3．

1 :黒褐色上（腐捕に篇むⅡ+1V. V;｣ ）

2 :暗褐色{: （Ⅱ＋Ⅲ。Ⅳ iVは塊状）

3：暗褐色上（ 11＞Ⅲ＋1V）

4 ：灰黄褐色土（Ⅱ＞|I ）

5 ：灰哉褐色上（ 11＝Ⅲ＋1V， ノI物撹乱か）

6 :暗灰黄褐色 上（ 11>ﾛｰﾑ+Ⅳ）

7 ：灰黄褐色士（Ⅳ塊＝V＞11 ）

8:灰黄褐色士（IⅡ>11+1V． V）

9 :暗灰黄褐色上（Ⅱ>ローム+1V･ Va 霧）

10：暗褐色上（ 11＞ローム＋Va）

1 1 ：鈍黄投色上（Ⅲ＞U ・ Va）

12 ：灰黄褐色上（V＞Ⅱ ． 'i1 ． 1V鴬）

13：黄灰色士（V＞Ⅲ）

［4 ：鈍黄侭色土（M1塊十11 ． V）

15；褐灰色土（V＞11 .Ⅲ Vb目立つ膳）

16：黄灰色上（V窟）

17;褐灰色上(Ⅱ>V VbIl立つ職）

18 9黄灰色上（V>[I 環）

19：黒褐色上（腐植に富む11＋V・炭化物職）

20：灰色土（V＋11 職）
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TP23長さ190cm幅85cm深さ126cm

3 ． 4－43区と隣接のグリッドに存在。比較的幅広の溝状で、底面は両端が角張り南西側が広い

溌形である。南西に向かって傾斜している点と共にTP21 ･22に共通するが、 それらより少し長

くまた擴底の段差は認められない｡壁面は底近くまで崩壊し､側壁では北西寄り部分の底から20cm

程度が垂直に近い状態で残るのみである｡底部には腐食質土とロームの互層が見られ､ (21～23E)、

前者(21E)には脆い炭化植物遺体（主に草木か）が多く含まれる点TP23に類似している。そ

の上に壁面の大きな崩壊を示す地山土壌の厚い堆積（19 ．20層)、 さらにブロック状の覆土(10

～17層）が形成される。覆土上部の腐食質土の中に焼土（9層）が広がっているが、現地性のも

のかどうかはっきりしない。覆土1層にはVa層由来の軽石をかなり多く含み、遺構の排土が流

入したものとみられる。遺物は覆土上部で萩ヶ岡式土器片6点が出土した。

pEPB SPA←－2q4om 一○SPB
0

TP

SPA
a－

ｽｸﾘｰﾝトーン部分は焼土

一~～℃

SPB

O1516

lﾆﾉ＃注紀

l ：暗掲也L （ 11＋Va ･ローム）

2:黒褐色上（腐植に富む''十va ･ ローム）

3：暗褐色上（ 11＋Ⅲ）

4 ：暗褐色士（ 11＞Ⅲ）

5：灰黄褐色二'二 （Ⅱ＞Ⅲ）

6；暗褐色土（Ⅱ＞Ⅲ）

7：灰黄褐色上（Ⅲ＞Ⅱ）

8 ：黄褐色土（Ⅲ＞11 ）

9 ：暗褐色～黄榿色土（Ⅲ＞焼土．ローム）

10：暗褐色土（Ⅱ＞Ⅲ）

1 1 ：鈍黄燈色上（Ⅱ＝Ⅲ塊）

】2：灰戯褐色土（Ⅱ＞Ⅲ． Iv）

l3E暗褐灰色上（Ⅱ＞Ⅲ。 'v十Va）

14 ：暗褐灰色土（ 11＞□－ム髭、撹乱か）

15：黄灰色|： （V＞Ⅱ塊．粒状）

16日鈍黄榿色上（1M塊＋11 ）

17：灰黄褐色士（11＝Ⅲ＝V）

18：灰黄褐色土（ 11＝ⅡI＝V塊．粒状髭）

19骨鈍黄榿色～黄灰色上（V＞Ⅳ塊状）

20：黄灰色上（v＞【I～Ⅳ塊．粒状親）

Zl ：黒褐色上（ 11＞V＋炭化物）

22：黄灰色士（v＞Ⅲ～Ⅳ）

23:黄灰色土(V＞U 霧）
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図V－2-44 TP23平面及び断面
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TP24長さ163cm幅44cm深さ100cm

0．4－27区で確認した。杭穴はない。曠底は細長く角をもたない。わずかに起伏がある。北東

部分で東に振れ、オーバーハングしている。北東部分の崩落が大きく、壁面・曠底には地割れが

入っており、壁面のⅣ層まで達している。覆土は全体にⅡ層土が目立ち、壁面の崩落は些程なかっ

たものと思われる。遺物は覆土l層より時期不明の土器片が1点出土している。フローテーショ

ンにより覆土1l層からイネ科の種子が3点出土している。ピットの北東にはFP59が確認されて

いる。 TP24が埋没したくぼみを利用したものと思われる。焼土は榿褐色を呈し、良く焼けて堅

く締まる。焼土横から萩ヶ岡2式の土器片が2点出土している。

TP25長さ152cm幅47cm深さ120cm

4 ･ 4-40･41･50区で確認した。杭穴はない。南側を風倒により壊され、南東部分は発掘区外

にある。曠底は平坦で長方形に近い形を呈す。東側の壁が大きく崩落している。曠底直上にⅡ層

土主体の土が堆積しその上にⅡ層土･V層土、 Ⅲ層土、 V層土主体の土が堆積する。その上には

Ⅱ層土主体の帯状堆積がみられる。
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上層注記（TP25）

l ：黒色上（Ⅱ＋Ⅲ）

2 ： |暗褐色上 （Ⅲ＞U ・Ⅳ）

3 :黒褐色士（Ⅱ＞Ⅲ）

4 ：黒褐色上（ 11＋Ⅳ）

5：暗黄褐色土（1V＞11 ）

6 ：黄褐色上（1V十Va）

7 9暗褐色士（Ⅱ＞1V）

89暗褐色上（ 11＞1V ・ Va）

9 ：暗灰褐色上（Vb＋Va ・ ’1 ）

10：褐色~上 （Ⅲ＋Va）

1 1 ：暗褐色上（ⅡI＋11）

’2：黒褐色士（Ⅱ＋Va）

13：灰褐色士（Va＞Vb）

14 :褐色土(Ⅲ+Vb）

15：暗褐色土（Ⅱ＝Va ・ Vb）

16：黒色土（Ⅱ十Va ・ Vb）
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TP－26長さ158cm幅46cm深さ110cm

0． 3－95区で確認した。杭穴はない。擴底はほぼ平担であるが、わずかに左右に振れており角

はもたない。覆土は全体にⅡ層土が目立ち、壁面の崩落は些程なかったと思われる。なお、北東

側端部の壁面に横穴がみられた。横穴内の土は覆土6層と同じである力;、全体に締まりがなく一

部空洞の部分もみられた。その位置や方向からしても人為的なものとは考えられず、動物による

攪乱と判断した。規模や位置関係から32と列をなすものと思われる。

TP27長さ200cm幅92cm深さ100cm

0･ 3-78区で確認した。長軸はコンターに並行する。杭穴はない。擴底は角をもたず、左右に

若干うねっている。擴底中央のくぼみにゆるく傾斜する。曠底に地割れが走っており、長軸の壁

面のⅣ層にまで達している。セクション面の覆土9層と壁面の間に地割れがみられることから、

地割れはピット埋没後に入ったものと思われる。覆土2層から萩ケ岡2式の土器片、覆土1層か

ら萩ヶ岡l式と萩ヶ岡2式の土器片各1点が出土している。
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層注記

l ：黒色上（Ⅱ）

2 :黒褐色士（Ⅱ>Ⅲ）

3 ：黒褐色土（Ⅱ＋Ⅳ）

4 ：黒色士（Ⅱ＋、）

5:暗褐色上（ 11>Ⅳ）

6：暗褐色上（U＝111）

7 ：暗褐色上（Ⅲ＋Ⅱ）

8：褐色土（Ⅲ＋Ⅳ）

9 ：灰褐色土（Vb＋Va）

10:灰黄褐色土（Va十Vb）

11 :暗灰褐色土(Vb＋Va . Ⅱ）

12：暗灰黄褐色上（Va＋Vb ・ Il ）

13：暗褐色土（ 11＝Va）

土

I

1
O

EPB

受－－－
堅く締まる）14 ：暗灰褐色上（Vb＝iI

、、一一．
地割れ

図V－2－47 TP27平面及び断面
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TP28長さ259cm幅69cm深さ104cm

2 ． 3－27． 37．47区で確認した。長軸はコンターに直交する。杭穴はない。曠底は角をもたず

左右に若干うねっており、凹凸がある。側壁は曠底より20cmほど垂直な立上り力:残る。覆土は曠

底直上にⅡ層十羊体の土が堆積し、堅く締まっている。その上に暗灰褐色土が乗り､V層土主体

の14． 15層が厚く堆積する。遺物は覆土12層から安山岩の石皿が出土しているほか、覆土2層か

ら萩ヶ岡2式の土器片5点と天神山式の土器片2点、黒曜石の剥片1点、覆土l層から萩ケ岡2

式の土器片力;10点出土している。
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l ：黒色上（Ⅱ＋Ⅲ）

2 :黒色上（Ⅱ）

39黒褐色土（u＝、）

4 9黒褐色土（ 【I＋Ⅳ）

5 ：褐色上（Ⅳ＋Ⅱ ．Ⅲ）

6 :暗褐色土（Ⅲ＞Ⅱ十Ⅳ）

7：暗褐色土（IⅢ＋Ⅲ）

8：褐色土（Ⅱ'十Ⅳ）

9 :暗褐色上(Ⅲ+Ⅱ ｡Ⅳ）

10：褐色土（Ⅳ＞Ⅲ）

1 1 ：褐色上（Va＋U ・ Vb）

lZ：暗褐色土（ 11＋Ⅲ。Ⅳ）

13:褐色上（Ⅳ十va）

14：灰黄褐色土（Va十Vb）

158暗灰褐色土（Vb＋11 ．Va）

16：暗灰褐色上（Ⅱ＝Va ・Vb）

17：黒褐色上（U十Va、堅く締まる）

→SPBSPA←－20印、

Vb
Vb ＜と．

図V－2-48 TP28平面及び断面
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TP29長さ190cm幅65cm深さ106cm

2 ･ 3-00･ 10･01 ･ 11区で確認した。長軸はコンターに並行する。杭穴はない。擴底はほぼ平

坦で、北端は斜めに角張る。南端は角がなく、わずかにオーバーハングしている。側壁は擴底よ

り15cmほど立上りが残り、 その上は大きく崩落している。覆土は擴底直上にⅡ層土主体の土が堆

積し、堅く締まっている。V層土主体の17層とⅡ層土主体の16層が乗り、 Ⅲ層土主体の15層が厚

く堆積する。位置的にTP16と列をなすものと思われる。遺物は、覆土1層から萩ヶ岡2式の土

器片が2点得られている。
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l ：無色上 （ 11 ）

2 ：無色上 （Ⅱ十Ⅲ）

3 ：蝶褐色上（Ⅱ＞Ⅲ）

4 ：黒褐色土（Ⅱ＝11[ ）

5 ：褐色士（Ⅲ＋1V）

6 ：暗褐色上（[11＋11 ． 1V）

7 ：黒褐色上（ ''十1V）

8 ：黒褐色上（ 11＋Ⅱ・ 1V）

9 :褐色上(1V十Va）

10:灰黄褐色上（Ⅳ=Vb）

1 1 ：灰黄褐色上（ 1V＋Vb）

12:黒褐色j二 （ [I＋Va）

l (l :無褐色上（ 【I十Va ･ Vb）

14 :暗褐色上（ 1V+11 . Va）

15:暗褐色上（Ⅲ+Va ， Vb）

16:黒色土（Ⅱ+Vb）

17:黙褐色上(Va＞11 . Vb）

182黒褐色上（Ⅱ＋va_堅く締まる）
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図V－2－49 TP29平面及び断面
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TP30長さ82cm幅48cm深さ56cm

1 ． 4－90区で確認した。最も小さいものである。曠底中央に打ち込みによる杭穴1本があるが、

他のTピットと異なりその先端は尖っていない。曠底は楕円に近い形態で、わずかに南側に傾

斜するがほぼ平担である。覆土は、擴底直上にⅡ層がちの黒灰色土が堆積しその上にⅡ層土が乗

るが、 このⅡ層土中にも杭の痕跡が認められた。壁面の崩落はほとんどなく、ほぼ原型を保って

いる。遺物は覆土Ⅱ層中から萩ヶ岡2式土器片1点が得られている。同一の形態を呈すものに18

があり、 これと列をなすものと思われる。

TP31 長さ96cm幅50cm深さ59cm

0 ． 4－22区で確認した。形態と規模は18･30に近く、位置的に列をなすものと考えられるが、

杭穴をもたない。曠底は南側に傾斜している。覆土は全体にⅡ層土が目立つが、帯状の堆積はみ

られない。遺物は、覆土Ⅱ層中から萩ヶ岡2式土器片2点が得られている。

ＢＰ
Ｇｌ
Ｓ

↑

ＡＰＱ
）
ｍ
Ｏ３０２EPB|4.9TP30

7≠
m

i
Q・
ul

SPB
－O

恥
↑

土層注記

l ；暗黄褐色士（Ⅲ＞Ⅱ）

2：黒褐色士（ 11＞Ⅲ＋IⅡ ．Ⅳ）
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TP32
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{個性品

l ：黒褐色上（U＋V《』 ・ ローム）

2：暗褐色土（Ⅱ＞Ⅲ）

3 F灰黄褐色土（ 11＞Ⅲ）

4 :暗褐色土（ 11>1V）

5：灰黄褐色上（Ⅱ＞Ⅲ、 2よりﾘﾘ｣）

6：暗褐色～鈍黄椴色土（ 【l＞Ⅲ・ 1V）

7 ：灰黄褐色土（Ⅲ＞Ⅲ＋1V塊）

8：灰黄褐色士（Ⅳ塊＞11 .Ⅲ）

9 ：灰黄褐色土（Ⅱ＝ローム、霧、生物撹乱か）

10：灰黄褐色士（Ⅱ＞Ⅲ・ 1V）

11 ：灰黄褐色土（Ⅳ＞Ⅱ十V、 V塊目立つ）

12：暗褐色上（ II＞ローム＋1V塊）

13 ：黄灰色土（ローム＞Ⅱ＋Ⅳ塊）

14 ：暗褐色士（U＞ローム）

15：黄灰色土（Ⅳ塊＞11 ． ローム）

16：鈍黄桧色土（Ⅳ塊十11 ）

17：黄灰色士（ローム＞Ⅱ、職、倒木痕の一部か）

18：黄灰色土（ローム＞Ⅱ）

19：灰黄褐色土（ローム＞Ⅱ）

20：灰黄色士（V＋Ⅱ 。ローム、堅）

21 ：暗褐色士（ 11＞Ⅳ塊、漁）

229灰黄褐色土（ 11＞ローム、職）

23：黄灰色土（Ⅳ＝V塊＞11、環）

24 ：灰黄褐色上（V＞Ⅱ、霧）

25；暗褐色士（ 11＞ローム＋Ⅳ塊、髭）

26：灰黄褐色上（1V塊＝V＞11 ．Ⅲ）

27：暗褐色上（Ⅱ＞ローム、畷）

28：黄灰色土（V＋11 ,嚴）

29：暗褐色士（U＞ローム＋Ⅳ塊・ Va、霧）

30：黄灰色土（Ⅱ＝V）

31 9暗褐色士（Ⅱ＞Vb ・ローム）

32：灰色土（U＞V）
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図V－2－51 TP32平面及び断面
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TP32長さ180cm幅93cm深さ112cm

2 ． 3－81区、 91区で確認した。北西端は倒木痕に切られる。細長い溝状のピットで、長軸はコ

ンターにほぼ平行する。底面は少し弓なりに曲がり、端部が角張る特徴はない。擴底は概ね平担

だが両端でやや浅くなる。側壁では底から30cm余りの垂直な立上りが残り、 また端部の壁面は多

少オーバーハングする。底部には腐植質土とローム層の互層が水平に堆積し （27～32層)、 その

後中央で高くなる弧状の覆土（25．26層）はあまり発達しないままブロック状の急速な堆積（6

～24層）へ移行する。両端付近にはオーバーハングした壁面の崩壊を示唆する崖錐状の覆土（西

脇1991 : 205)が認められる (22～25E)。覆土上部にもVa層由来の軽石を含み、遺構排土の流

入を示す。遺物は覆土上部で萩ケ岡1式土器片8点(1式1点、 2式7点)、黒曜色のU･Fと

剥片各1点、砥石片1点が出土したほか、擴底に近い29層で萩ヶ岡2式土器片1点を認めた。

TP33長さ136cm幅50cm深さ84cm

1 ･3-83区で確認した。杭穴はない。曠底は狭長で角はもたず、わずかにうねって北西側に傾

斜している。覆土は、曠底直上にⅡ居士主体の黒褐色土が厚く堆積し、その上にV層の崩落土が

みられる。側壁に比して端部の崩落はわずかである。遺物は、覆土l居中から萩ヶ岡2式土器片

6点、頁岩のR・ Fと剥片各1点（剥片は1 ． 3－94， 95区と接合)、黒曜石の剥片2点が出土し

ている。
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Tピット出土の土器（図V－2－53～55）

33基のTピットのうち20基から90点、 7カ所のTピット排士のうち4カ所から172点の土器が出土

した。そのほとんどは縄文中期の土器で、萩ヶ岡2式相当のものが大半を占める。

lはTPlの覆土l層出土の東釧路Ⅲ式土器片である。撚糸による斜行縄文もしくは羽状縄文と思

われる。 2～8はTPl排土2層出土のものである。 2はLRの縄文に竹管による沈線がみられる。

胎土に砂粒を含む。 3は摩耗しており胎土が粉っぽい。 4は貼付に竹による施文が認められる。 5～

8は半裁竹管状工具により施文されている。 5 ． 6は沈線が施されている。 7は口縁肥厚帯に刺突が

施されている。 8は口唇に沈線が引かれ、垂下する沈線がみられる。 9 ･ 10はRLの縄文で10の器面

は剥落している。 9はTP6覆土1層、 10はTP7覆土3層出土。 llはTP7覆土1層出土で、口縁

下の三角状突起に半裁竹管状工具で沈線が施されている。 12はTPll覆土l層出土。地文は複節であ

る。 13はTP13の横、確認面より10cm上から出土した。台形の突起に粘土紐を貼り付け、半裁竹管状

工具で刻んでいる。

14～24はTP15排土出土のものである。 14～16， 19～23aは半裁竹管状工具により施文されている。

14～19は排土直下から出土した。 14は口縁肥厚帯に押し引きがみられる。 15は貼付と垂下に押し引き
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図V－2-53 Tピット出土の土器(1 )
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と刺突がある。 16は三角状突起に沈線が施され、突起下に押し引きがされている。 17･ 18の地文は

RLで胎土に砂粒を含む。 19は口縁肥厚帯とその上の小突起に刺突と沈線がみられる。 20～24はTP

15排土中出土のものである。 20には縦、横斜めの貼付に沈線が施されている。内面は平滑である。

21は沈線力面施されている。器面は剥落している。 22は堅く焼き締まる。 LRの縄文が認められる。 23

aは口縁肥厚帯に刺突がみられる。 23bは口縁突起の下につけられる胴部突起である。頂部は菱形を

呈す。 24はLR+RLの結束羽状縄文が施されている。胎土に砂粒を含み、小砂利もみられる。

25～27はTP15排土の南側から出土した天神山式土器である。 この周辺ではⅣ層に達するレベルに

Ⅱ層が堆積しており、何らかのくぼみがあったものと推定される。 TP15の排土はこのくぼみに投棄

されたものと思われる。これらの土器は検出しえなかった遺構に伴う可能性もある。 25．27は波状の

口縁に肥厚帯あり、突起をもつ。口縁貼付帯・肥厚帯下の突起・垂下帯・貼付帯などには半裁竹管状

工具による刺突・押し引き・沈線が組み合わせて施文されている。 27の突起は角柱状である。肥厚帯

には地文もみられる。 26は口縁は平縁で、肥厚帯には半裁竹管状工具による刺突が施されている。突

起を欠いている。胴部上半には、垂下帯を模した押し引きと横環する押し引きが施されている。地文

は25がLR、 26･27はRLの斜行縄文である。いずれも底部を欠いている。

〆

6
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図V－2-54 Tピット出土の土器(2)
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28． 29はTP16覆土l

層のもの。 28は厚手で複

節の縄文が施されている。

29は胎土が良く、内面は

平滑である。 LRの縄文

が認められる。

30～32はTP16排土直

下から出土。 30は器面に

LR+RLの結束羽状縄

文が施されている。胎土

に砂粒を含む。 31は中茶

路式の土器片である。扁

平な貼付帯の上下が擦り

消され、短縄文が施され

ている。 32にはRLの縄

文が認められる。

33～35はTP16排土中

出土。 33は口縁肥厚帯に

半裁竹管状工具により刺

突が施されている。肥厚

帯の下面は平らに調整さ

れている。地文は複節。

34．35は胎土に砂粒を含

む。

表V－2-45 TピットおよびTピット排土出土土器一覧

"MI 中綿鵬上層 ﾎｹ岡l ボケ間2"8a琳山 不 W 合 計

1 1

9 4 13

l 1

4 1 5

1 1 . 2

2 2

67 36 3 106

2 1 3

3 22 2 27

2 14 16

1 3 4

26 26

7 1 8

1 1

1 1 2

3 2 5

1 l

1 2 3

15 2 17

2 2

1 1

2 2

1 8 9

5 5

2 4 1 2 183 14 50 1 6 262

啼
一
ｌ
｜
岨
－
６
’
７
－
叩
一
Ⅱ
｜
蝿
一
岨
一
噸
一
Ⅳ
’
四
一
噸
一
別
一
皿
一
〃
一
羽
一
別
一
町
｜
昭
一
測
一
洲
一
別
一
弛
一
調
一
綱

36～38はTP17覆土l層出土の大木8a式相当の土器片である。 36は口縁肥厚帯と器面に竹管によ

り太めの沈線が引かれており、補修孔が穿たれている。 37．38にも同様の沈線がみられる。いずれも

器面にLRの縄文が認められる。

39．40はTP19覆土l層出土のもの。 39には扁平な貼付帯が付けられ、器面に短縄文が施されてい

る。 40は器面にLRの縄文が認められる。 41～44はTP19排土直下から出土したもの。 41 ･43に竹管

状工具による施文がみられる。 41は口縁貼付帯に押し引きが施され、器面にLRの縄文が認められる。

胎土に砂粒を多く含み脆い感じを受ける。42．44はRL、 43には沈線とLRの縄文が施されている。

45はTP20覆土中出土の三角土製品である。縄文時代中期のものと思われる。便宜上、萩ヶ岡2式

として集計した。 46．47はTP20覆土上出土。 46にはRLの縄文が認められる。堅く焼き締まる。46

は台形の突起で粘土紐を貼付し、半裁竹管状工具による沈線カヌ施文されている。胎土に砂粒を含む。

48はTP22覆土l層のもの。口縁は外反し、口縁肥厚帯に波状に粘土紐を貼付して小突起と繋ぎ、半

裁竹管状工具による刺突が施されている。肥厚帯の縁にも同様の刺突がめぐらされている。肥厚帯の

下の貼付には押し引きが施されている。地文は複節の縄文である。堅く焼き締まる。 49はTP22の上

から出土した。台形の突起に粘土紐が貼付されている。粘土紐には半裁竹管状工具による沈線が施さ

れている。突起から口縁にめく．らされた貼付には、同様の工具による刺突がみられる。突起頂部は指

頭により潰され内傾する。 50はTP23覆土3層出土でLR+RLの結束羽状縄文が認められる。 51は
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表V－2-46 TP-1覆土3層出土土器一覧 表V－2-54 TP-13関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2-47 TP-1排土3層出土土器一覧 表V－2－55 TP-15排土下出十十器一覧
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轍分溺

l ﾎｹ岡2

3 ボケ間2

2 不 ’
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1 ﾎｹ間2

1 ボケ間2

1 ボケ岡2

2 ボケ間2

2 ﾎｹ岡2

1 ﾎｹ間2

1 ボケm2
1 ﾎｹ岡2
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l ボケm2

2 ボケm2

3 ボケ間2

3 ﾎｹ岡2

1 琳山

l 新ｹ岡2

2 ボケm2

1 ﾎｹ岡2

"No. 備 考

936 半鮒削舸’

915 m#,"

918","

917 mi,Mtl"

916 1#,附土に’
919糟脩0澱’
920 '#!%t'[W
921 ",船土|釧
922糟備0噸

907紺,柵土|と’

906 '#,"

935締,灘

914 W#,ル士|こ'

913糟脂0綱’

933紬,陥土に'’
932紺,附土剛’

930紬,綱

931 mi,附土|釧
929 LR緬澗
926糟備の職

923 RL!船土に'|

939灘職叫
924紬,附土に剛
925紬,職に'’
907 三蝿|噸
909 RL,'tlこ'

908 RL

910 RL,'tk'

934締,勝士剛
971 肥鴎'[II"
911 RL,附"|
912",附土|こ’

927鰊洲撤

表V－2-48 TP－1排土2層出土土器一覧
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川

冬
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叫

ユ

鴎

２

３

ｌ

４

ｌ

５

－

６

ｌ

ｌ

７

８

鮒
一
脚
一
脚
一
柵
一
脚
一
鯛
一
脚
一
卿
一
燗
一
卿
一
柵
一
噸
一
噸

蝋分期

l ボケ間2

1 跡Ⅲ

l ボケ間2

1 ﾎｹ間2

1 琳Ⅲ

l ボケ岡2

1 ﾎｹ岡2

1 荊山

l ﾎｹ岡2

1 ボケm2

1跡Ⅲ

l 餅ｹm2？

鋤No.

53

64

65

54

55

56

57

59

60

61

62

63

備 考

糟脂の鵬

",LR

紬,ル士に’

鮒に竹で賦

灘

糟脩0噸

紬,職に’

補備0噸

締,ル土に’

凧冊|卿

雁帯に順

糟脩0淵

表V－2-49 TP－6覆土1層出土土器一覧

表V－2-50 TP－7覆土3層出土土器一覧

表V－2-51 TP-7覆土1層出土土器一覧

表V－2-52 TP-10覆土1層出土土器一覧

表V－2－56 TP-15排土中出土土器一覧

表V－2－53 TP-11覆土1層出土土器一覧
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ｸリッド

4． 5－46

紬

剛 1

サ潮

鮒|剛

鋤No.
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備 鴬
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蝿

轍
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表V－2-59 TP－16覆土2層出土土器一覧
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表V－2-60 TP-16覆土1層出土土器一覧

表V－2-61 TP-16排土下面出土土器一覧
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表V－2-57 TP-15排土上出土土器一覧

表V－2-62 TP-16排土中出土土器一覧

鴎
＝

ゲIリド
ノノノI

3･ 3-11

3･ 3-11

3･ 3-11

3･ 3-11

3･ 3-11

3･ 3-21

3． 3-21

3･ 3-21

3． 3-21

繩
獅
一
綱
那
一
珈
凧
”
”
｜
珈
一
州

"No

1098

1096

1099

1O97

1l03

1120

1121

1122

1118

＃ 背

締,職剛

紬,職に’

締,附土に’

鵬撒#'|奥

RL

RL,Mt"

轆,胎士にリ

ギ鮒管0#'l4

紺,ル土畑

鮒
一
脚
一
脚
一
鯛
一
噸
一
卿
一
湘
一
卿
一
噸
一
脚

‘轍

l

l

l

~I

l

l

l

l

l

~

表V－2－58 TP－15排土関連Ⅱ層出土土器一覧
（排土下より下のⅡ層）

｜
｜
粥
一
Ｍ
竺
謁
一
二
｜
｜

鴎

~25
ゲIリド
ノノノJ

4． 2-11

1･12-41

3． 2-70

4･ 2-11

4， 2－20

4･ 2-21

4･ 2-31

4． 2-31

4， 2-31

4･ 2-41

紬
一
括
一
噸
一
湘
一
柵
一
卿
一
括
一
稲
一
粘
一
粘
一
剛

蝋
一
調
一
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
５
ｌ
皿
一
昭
一
昭
一
”
’
１

↑溺

荊

和

訓

祁

和

和

和

雨、

祁

爾、

鵬
一
蝿

鋤
一
恥
一
Ⅱ ﾛ繩|淵こ

糟備り#'|卿

26

1285

表V－2－63 TP-16排土トレンチ出土土器一覧岬
一
畑Oワ

ムI ﾛ柵鴎に

鮒と1I蝿、

糟惟0脈1283

119

鵬
~

ｸリッド
n 句 可n

J・ j－I0

鮒

卿

蝋

1

ﾅ)蘭

ﾎｹ間2

鋤No.

940

備 考

糟W管0胴

鴎

28

90
台』

ゲリッド
ノノグ~ ヤ~

3． 3－66

3． 3－76

紬

柵

卿

繊

1

1

分溺

瀞Ⅲ

ﾎｹ間2

鋤NC

855

941

備 考

RLR締胤

LR,陥娘

鴎
~

~

~

~

~

ｸリッド

4． 9－99台 ムム

4． 2－23

4． 2－32

4． 2－33

4， 2－34

紬

柵

鯛

卿

卿

柵

蝋

1

1

8

1

1

｝)類

ﾎｹ間2

ﾎｹ岡2

榊山

ﾎｹ岡2

ﾎｹ間2

鋤NC

872

869

871

870

891

備 考

紬,腿

綱,細［

‘く朧総6

紬,職剛

糟備州

I

鵬
~

ｸリッド

q・ 3－02J

繩

卿

蝋

1

↑朔

勘ｹ間2

鋤No.

1806

備 考

紬,I壯陥1



表V－2-64 TP－17覆土1層出土土器一覧 表V－2-67 TP-19排土中出i士器一覧

分溺

ｽﾎ8a

琉百

ﾎｹ間2

"8a

凧5

ﾎｹ岡2

k*8a

ｶﾎ8a

"8a

琉面

細
一
蝿
一
畑
一
知
一
睡
一
剛
一
卿
一
弛
一
繩
一
跡
一
繩

備 考

加噸

LR,内面輔

離,船土畑

ﾎい噸,LR

LR,噸輔

轆,紬と’

加噸,LR

鴎

36

＝

＝

＝

＝

グリッド

4． 3-14

4． 3－23

4． 3－23

4． 3－23

4． 3－24

4． 3－24

4． 3－24

4． 3－24

4． 3－24

4． 3－24

雛
一
噸
一
剛
一
剛
一
剛
一
剛
一
鯛
一
脚
一
醐
一
卿
一
卿

‘轍

l

l

l

l

3

1

1

3

2

2

表V－2-68 TP－20覆土中出土土製品一覧

二
Ｗ

力い鵬,LR38

表V－2-69 TP-20覆土上出土土器一覧

表V－2-65 TP－19覆土1層出土土器一覧

表V－2－66 TP－19排土下出土土器一覧
表V－2－70 TP-21覆土出土土器一覧

蹴
一
一
一
一
万
万
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
万
一
一~

グリッド

3･ 3-18

3． 3－29

3． 3－29

3． 3－37

3． 3－38

3． 3－38

3． 3－38

3． 3－38

3． 3－38

3． 3－38

3， 3－39

3． 3－39

3． 3－39

3． 3－39

3． 3－49

3． 3－49

3． 4-20

3． 4-20

3． 4－30

3． 4－30

3． 4－30

3， 4－30

紬
一
脚
一
卿
一
噸
一
脚
一
脚
一
脚
一
剛
一
剛
一
脚
一
脚
爾
一
剛
一
卿
一
脚
耐
一
鯛
一
脚
耐
一
剛
一
脚
爾
一
卿

轍
一丁

l

l

l

l

l
－T
l

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

"No

lO33

1O32

1089

1046

1O47

1044

1O43

1042

1045

1041

1088

1039

1087

1040

1037

1038

1031

866

865

864

1035

1036

繩
一
榊
一
綱
一
榊
耐
”
”
｜
榊
一
細
一
綱
一
榊
一
岬
一
榊
刑
一
綱
一
榊
一
榊
那
”
｜
神
州
神
州

、 脅

紬,轆

",LR

¥鮒管0柵l

RL

紬

締,鰯

締,灘

紬,灘

紬,辮

鴎

LR,噸稲

紬,轆

紺､LR

糟脂噸

紬,灘 ｜

紬,灘 ’

紬,鱸

RL

灘

離紬 ,鱸 ｜
灘

表V－2－71 TP-22覆土1層出土土器一覧

表V－2-72 TP－22関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2－73 TP-23覆土3層出土土器一覧

~

表V－2-74 TP－23覆土1層出土土器一覧
二
44

二

二

三

二

表V－2-75 TP-24覆土11層出十十器一覧

120

鴎
~

~

ｸﾘｯﾄﾞ

3． 4－20

3． 4－30

鮒

脚

剛

轍

２

1

サ朔

ﾎｹ､2

ﾎｹ間2

鋤NC

1030

1034

＃ 鷺

紬

綱,鮒？

鴎

45

ｸリッド

3． 4－40

鮒

卿

轍

1

分關

中期

鋤NC

1202

備 考

三肚蝿

鴎
~

~

~

46

~

~

47

~

ｸリッド

q・ 4－30J

3． 4－31

3． 4－31

3． 4－31

3． 4－31

3． 4－41

3． 4－41

3． 4－41

帥

卿

剛

剛

剛

鯛

鯛

蝿

胴部

繊

1

1

1

1

1

1

1

1

分潮

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

ﾎｹ岡2

榊山

ﾎｹ､2

ﾎｹ岡2

ﾎｹ間2

ﾎｹ､2

鋤No.

1201

1302

928

952

1200

1181

1180

1203

備 考

紬､鰯

綱, I壯

LR，

RL

蝋,朏こり

鱗,附土剛

¥鮒管0脚

糟備0柵

t

I

I

蹴

39

~

~

40

ｸリッド

3． 4－61

3， 4－71

3， 4－71

3． 4－71

鮒

剛

鯛

鯛

脚

蝋

1

1

1

1

分潮

中綿

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

ﾎｹ岡2

鋤No.

953

1003

954

1140

備 考

鮒帯,鯛

獺,附土に！

職,紬とi

LR,内面平1

鴎
~

ｸリッド

2． 4－75

紬

鯛

蝋

1

ｻ>潮

ﾎｹ間2

鋤No.

1590

備 背

紬,總

鴎
~

48

ｸリッド

1． 4－98

1． 4－99

繩

卿

ﾛ傭

蝋

1

１

｝)潮

ﾎｹ､2

跡Ⅲ

鋤NC

1461

1226

備 考

綱細こり

肥鴎|鋤|蝋

鴎

49

ｸリッド

1． 4－99

鮒

雛

轍

1

｝)潮

ﾎｹ岡2

鋤NC

1268

備 背

22cm上

鵬

50

ｸリッド

3． 4－52

鮒

柵

鯛

1

↑蘭

ﾎｹ岡2

鋤No.

1516

備 考

繊珊徹

鵬
~

~

ｸリッド

3． 4－53

3． 4－54

鮒

柵

鯛

2

２

分潮

ﾎｹ間2

爪、

鋤No.

1591

1592

備 考

紬,RL

飴紬

鴎
~

ｸﾘｯﾄﾞ

0． 4－28

鮒

燗

蝋

1

サ潮

爪W

鋤NC

1793

備 考

締,蝿



表V－2-81 TP-30覆土1層出土土器一覧表V－2-76 TP-27覆土2層出土土器一覧

表V－2-82 TP－31覆土3層出土土器一覧表V－2-77 TP－27覆土1層出土土器一覧

表V－2－83 TP-32覆土29層出土土器一覧表V－2-78 TP-28覆土2層出土土器一覧

表V－2－84 TP-32覆土7層出土土器一覧

表V－2-85 TP－32覆土1層出土土器一覧

表V－2-79 TP-28覆土1層出土土器一覧

表V－2-86 TP－32覆土上出土土器一覧

表V－2-80 TP-29覆土土器一覧

表V－2-87 TP－33覆土1層出土土器一覧

TP27覆土l層出土の萩ヶ岡l式土器の突起である。突起の中央に指でつまんだくぼみがある。その

周囲には爪による刺突が施されている。突起の左側縁には縄文が押捺されている。胎土に砂粒を含み、

脆い感じを受ける。

52～55はTP28覆土2層出土のもの。 52･58には半裁竹管状工具による施文がみられる。 52は横と

斜めの沈線が引かれている。内面は平滑。 53には整ったRLの縄文が施されている。堅く焼き締まる。

54は摩耗しているがRLの縄文が認められる。胎土に砂粒を含む。 55の地文は複節である。 56はTP

29覆土l層から出土したもの。摩耗しておりLRとRLの縄文が認められる。胎土に砂粒を含む。 57

はTP30覆土1層のもの。 RLの縄文が認められる。胎土に小砂利を含み脆い。内面は剥落。 58は

TP32覆土1層から出土した。口唇と口縁貼付帯に押し引き、貼付帯の下には沈線が施されている。

乱れたLRの縄文が認められる。胎土は良く、器面は茶褐色を呈する。内面は剥落。 59はTP32覆土

121

鵬

57

ｸリッド

1． 4－80

紬

卿

‘轍

1

↑潮

ﾎｹ岡2

鋤NC

1349

備 考

艫,RL

鴎
~

ｸﾘｯﾄﾞ

0． 3－68

雛

胴部

蝋

1

＃期

ﾎｹ間2

鋤No.

1774

備 者

蝦,ル士にI

鴎
~

~

ｸリッド

0． 4－22

0， 4－23

紬

郷

Ⅷ

轍

1

1

》潮

ﾎｹ岡2

ﾎｹ岡2

鋤No.

1587

1586

備 考

内面輔

紬,蝿

鴎
~

反1
J入

ゲリッド
ノノ′0

0． 3－68

0． 3－78

鮒

燗

蝿

轍

1

1

’蘭

ﾎｹ'12

ﾎｹml

鋤No.

1463

1528

備 考

締,淵

爪によ鮒I|蝋

鴎
~

ｸリッド

ウ. 3－81由

紬

卿

轍

1

↑潮

ﾎｹ､2

鋤No.

1501

備 考

紬,蝿

畷
~

52

Rq
Lノリ

54

~

55

~

ｸリッド

9． 3－37ム

ｳ． 3－37台

2． 3－37

ﾜ・ 3－37台

2， 3－37

2． 3－37

2． 3－37

鮒

ﾛ儲

剛

柵

柵

卿

柵

鯛

蝋

1

1

1

1

1

1

1

》朔

ﾎｹ岡2

ﾎｹ岡2

跡Ⅲ

ﾎｹ間2

ﾎｹ､2

矧山

ﾎｹ間2

鋤No.

1392

1393

1394

1395

1397

1398

1400

備 考

職,細こ’

糟備州

RL

RL

紬,鰯

RLR

紬,綱

鴎
~

ｸリッド

ウ． 3－81白

鮒

剛

蝋

1

ガ蘭

ﾎｹ､2

鋤NC

1500

‘ 背

紬,畷

鴎
~

58

~

~

ｸリッド

2． 3－81

2． 3－81

9． 3－81白

9． 3－91台

鮒

脚

暇

暇

燗

1

1

1

1

分潮

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

rm2

iｹm2

鋤NC

1495

1314

1494

1358

＃ 背

紬,綱

糟惟0鵬’

紬,雛

紺,蝦

蹴
~

~

~

~

~

~

~

ｸﾘｯﾄﾞ

2． 3－27

2． 3－27

2． 3－27

2． 3－27

2． 3－27

n 句 旬ヴ

ムo 0－JI

2． 3－37

鮒

鯛

剛

卿

卿

I

I

鯛

蝋

1

1

4

1

1

1

1

分罰

ﾎｹ間2

ﾎｹ職

ﾎｹ岡2

ﾎｹ間2

ﾎｹ岡2

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

鋤NC

1305

1304

1303

1308

1306

1396

1399

備 考

紺,獺

紬,蝦

鮴,獺

紺,鯛

紬,綱

紬,綱

紺,蝋

鴎
~

~

59

ｸﾘｯﾄﾞ

2． 3－81

9． 3－91白

2． 3－92

紬

剛

脚

暇

蝋

1

1

1

↑蘭

ﾎｹ､2

ﾎｹ間2

ﾎｹ間1

鋤No.

1361

1360

1359

＃ 背

締,蝦

紬,蝦

鮒に剛撫

鴎
~

Fハ

00

ｸリッド

2． 3－01

9. 3-10ム

鮒

鯛

剛

,轍

1

1

ﾅ)潮

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

鋤No.
1q97
上リムI

1328

備 背

畷,臓旧

洲撤,膳

鵬
~

~

~

ｸリッド

1． 3－83

1． 3－84

1． 3－84

紬

柵

脚

鯛

２

２

1

｝)欄

ﾎｹ､2

ﾎｹ岡2

ﾎｹ間2

鋤NC

1588

1362

1517

備 考

締,雛

紬,鱗

紬,灘



’
上出土の萩ヶ岡1式土器片である。器面は大部分剥落している。垂下帯が縄で刻まれている。胎土に

砂粒を含む。

Tピット出土の石器（図V－2－56）

lは両刃の磨製石斧で、基部側はTP5の覆土7層（南端に近い部分でⅡ層上の崩落した部分）中

にあり、刃部は2‘ 5-66区のⅡ層中から出土し接合したものである。刃部は過半を欠いており、基部

両面にも敲打による剥離痕がみられる。 2はTP14の覆土l層から出土した半分（図左側） と、 2 ･

5-84区のⅡ層中から出土した半分が接合した偏平楕円礫である。図の下面左右2カ所にわずかに敲

打痕らしき跡がみられるが判然としない。 3はTP15排土の南側､天神山式土器(No. 1283)がまとまっ

てみられた地点の直下から出土した偏平楕円礫で、使用痕はみられない。 4はTP17に流れ込んでい

るⅡ層中から出土した掻器で、湾曲とねじれのみられる若干摩耗した剥片を素材としている。模形石

器としても用いられており、両側縁特に図の左側に顕著なつぶれと階段状の剥離がみられる。 5 ． 6

は、共にTP19の排土直下(P7覆土最上層）から出土したもので、 5は有柄凸基の石鍍基部片､ 6

は板状原石の礫皮片を素材としたエンド・スクレイパーである。 7 ． 8はTP20から出土したもので

ある。 7は覆土2層中から出土した端部片（図の上） と、 0･ 5-29区のⅡ層から出土した中央部片、

1 ･6-86区のⅡ層から出土した端部片が接合したもので、一端と一側縁に敲打痕がみられる。 8は摩

耗が顕著で湾曲した剥片を素材とし、先端を切り出し状に作出した削器である。基部を欠いているが

つまみ付きナイフの可能性もある。 9はTP21の覆土1から出土した石核で、素材は板状原石である。

剥離状況や四辺にみられるつぶれから、両極打法が用いられていたと思われる。なお、 TP21の覆土

1層上面から覆土Ⅱ層にかけては、 この他にR･F (背面加工の端部片) 1点と剥片92点（うち3

点は焼けている）がまとまって出土しており、 Tピットのくぼみ内に一括廃棄された遺物の可能性

もある。 10は板状礫を素材とした石皿片で、 TP22の覆土l層から出土した破片（図の右） と、覆土

Ⅱ層から出土した破片（図の左）が、 0･ 5-81区のⅡ層から出土した破片と接合した。 llは、 TP28

の覆土12層から出土した両面にすりくぼみがみられる石皿の端部片であるが、端部に顕著な敲打痕が

みられ、 この状態でたたき石として用いられている。 12はTP32の覆土l層から出土した砥石片で、

両面に使用痕がみられる。 13はTP33の覆土l層から出土した礫皮片（図の左下）が、周辺のⅡ層か

ら出土したR・F、礫皮片と接合したものである。
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5）焼土

75カ所を確認した。分布から7つのグループ

に分けられる。

A.発掘区北側の段丘縁にあるもの(FP1)

B.沢跡北側に分布するもの(2～8)

C.沢跡南側に分布するもの(10～19･22～29)

D. 1 ･ 5， 1 ･ 6区に集中するもの(20･30~

34．36．38．40）

E. 3 ． 5区に集中するもの(21 ･35 ･37．39･

41)

F. 0･4区～4･ 1区にかけてほぼ一列に並ぶ

もの（42～53． 55～60･64～70)

G. Fより南側に分布し、発掘区の南に連なる

と思われるもの。 (54･61～63･71･73～75)

FP1と62を除き縄文時代中期の所産と思わ

れる。 Dは多量の遺物が出土しており、焼土

出土の遺物と周囲の遺物との関わり、 TP10と

の関係などについて「まとめ」で詳述する。な

お、 FP59は106ページのTP24に記載した。

15~

20．60

14~

凡例

〃 ：焼土13~

20，60
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２

州

９

０１FP1 1 ･13区の段丘縁で確認した。確認面

はⅡ層上面で、続縄文時代以降のものと思

われる。上下2枚の焼土力：認められた。い

ずれも良く焼けて締まっており、 bは炭化

物を含む。フローテーションでaからはク

ルミの殻が、 bからは不明種子粒1点が得

られている。

FP2 2～8は、沢跡北側に分布する焼土で

ある。いずれもうローテーションを実施し

たが、植物種子は検出されていない。 2は

Ⅱ層中位で確認した。小規模で、焼けも弱

く締まっていない。

FP3 Ⅱ層中位で確認した。 2同様小規模で

焼けも弱く締まっていない。

FP4 Ⅱ層下位で確認した｡焼けが弱く締まっ

ていない。

FP5 Ⅱ層中位で確認した。焼土とⅡ層とが

入り混じった様子で、暗赤褐色を呈し全体

に炭化材を含む。すぐ南側に、本焼土に伴

う2カ所の炭化材集中範囲がある。
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図V－2－57焼土の分布
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FP6 北側を調査ミスで失った。沢跡北側では、唯一Ⅲ層上面で確認した焼土である。部分的に良

く焼けて燈褐色を呈し、その他の部分には炭化物を含む。

FP7 Ⅱ層中位で確認した。炭化物混じりの焼土3カ所があり、その間に焼土粒混じりの層が広がっ

ている。

FP8 Ⅱ層中位で確認した。炭化材を含み、良く焼けて締まっている。

FP9 Ⅱ層中位で確認した。多量の炭化材を含み、良く焼けて締まっている。焼土中及び西縁から

萩ケ岡2式土器片が出土している。

FP10 Ⅱ層上位で確認した。焼けが弱く締まっていない。

FP11 Ⅱ層上位で確認した。炭化物を含む。

FP12沢跡南縁のⅡ層中位で確認した。小規模で、焼けが弱く締まっていない。

FP13 Ⅱ層中位で確認した。中央部分は炭化物を含み、良く焼けて締まっている。フローテーショ

ンでマタタビ属の種子1点が検出されている。

FP14 Ⅱ層中位で確認した。炭化材を含み、良く焼けている。

FP15 Ⅱ層上位で確認した。焼けが弱く締まっていない。

FP16 I層中位で確認した。炭化物を含み比較的厚く焼けているが、焼けは弱く締まっていない。

フローテーションで不明種子粒1点が検出されている。

FP17 Ⅱ層中位で確認した。薄いが良く焼けている。

FP18 Ⅱ層中位で確認した。小規模で炭化物を含む。南側にも小範囲に炭化物がみられる。

FP19 Ⅱ層中位で3カ所の小規模な焼土を確認した。いずれも焼けは弱く締まっていない。

FP20 Ⅱ層中位で確認した。上部は良く焼けて締まっている。

FP21 Ⅱ層中位で確認した。炭化物を含み比較的厚く焼けているが、焼けは弱く締まっていない。

焼土中から萩ケ岡2式土器片と黒曜石の焼けた剥片各1点が出土している。

FP22沢跡南縁のⅡ層中位で確認した。比較的規模が大きく、炭化物を含み良く焼けている。

FP23 Ⅱ層中位で確認した。良く焼けて締まっている。

FP24 Ⅱ層中位で確認した。小規模だが良く焼けて締まっている。

FP25 Ⅱ層中位で確認した。上部は良く焼けて締まっている。焼土上から萩ヶ岡2式土器片1点が

出土している。

FP26HPlの覆土上面に位置する。炭化物を含み締まりはない。

FP27Ⅳ層上面で確認した。木根による攪乱で動かされているが、良く焼けており締まっている。

FP28 Ⅱ層中位で確認した。小規模で焼けも弱く締まっていない。

FP29沢跡南縁のⅡ層中位で確認した。小規模で、炭化物を多く含む。フローテーションでクルミ

の殻が検出されている。

FP30 I層中位で確認した。炭化物を含み良く焼けている部分(x) と流れて広がった範囲(y)

に分かれる。焼土中から萩ヶ岡2式土器の底部片が出土している。またフローテーションで、不

明種子粒2点が得られている。

FP31 Ⅱ層中位で確認した。炭化物を含み良く焼けている。焼土中から萩ケ岡2式土器細片が出土

している。

FP32 Ⅱ層中位で確認した。大規模で焼けが弱く締まっていない。 TP10が埋没したのちに形成さ

れている。焼土上面より萩ヶ岡2式土器片5点、石鑛R･F各1点、焼土中より天神山式土

器片1点、亜円礫1点が出土した。また、黒曜石の焼けた剥片が大量に出土している。
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図V－2－59焼土平面及び断面 （2）
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FP33 Ⅲ層上面で確認した。炭化物を多く含むが、焼けは弱く締まりもない。

FP34 Ⅲ層上面で確認した。比較的大規模で、炭化物を多く含む。焼土上面及び周辺から石斧片が

出土している。またフローテーションでクルミの殻が検出されている。

FP35 Ⅱ層中位で確認した。炭化物を含むが、焼けは弱く締まりもない。

FP36 Ⅱ層中位で確認した。比較的大規模で、良く焼けて締まっている部分を中心に線を引いた範

囲以上に焼土混じりのⅡ層が広がっている。焼土上面から石斧、石斧片、焼けた礫、掻器、焼け

たR・ F、 U･F、黒曜石の剥片が出土し、 これらは周辺から出土した遺物と密接な接合関係

がある。また、萩ヶ岡2式土器片も1点出土している。

FP37 Ⅱ層中位で確認した。燈褐色を呈し良く焼けて締まっている部分と、焼けの弱い部分がある。

FP38 Ⅱ層中位で確認した。大規模で焼けが弱く締まっていない。 a～gを中心に、一帯に焼土混

じりのⅡ層が広がっている。削器掻器石斧、 R･F、黒曜石の剥片、方割礫が出土しており、

石器のほとんどは焼け弾けている。これらは周辺から出土した遺物と密接な接合関係がある。土

器片は円筒上層式3点、萩ヶ岡1式1点、萩ケ岡2式11点が出土しており、周辺からも萩ケ岡2

式を中心とした同時期の土器片、試し焼き粘土と思われるものが出土している。

FP39 Ⅱ層中位で確認した。焼けが弱く締まっていない。焼土上面からメノウ剥片2点、黒曜石の

焼けた剥片1点、焼土中より萩ヶ岡2式土器片が1点出土している。

FP40 Ⅱ層中位で確認した。焼けが弱く締まっていない。

FP41 Ⅱ層中位で確認した。焼けは弱く締まりもない。

FP42 Ⅱ層中位で確認。良く焼けて締まっている部分と、焼けが弱く締まっていない部分がある。

焼土上面から天神山式土器片1点、焼土中から萩ケ岡2式土器片2点が出土した。

FP43 Ⅱ層中位で確認。良く焼けて締まっている部分と炭化物を含む部分、流れて拡がった部分に

分かれる。フローテーションにより萩ケ岡2式土器片1点が得られた。

FP44 Ⅱ層中位で2カ所の小規模な焼土を確認した。炭化物を含み良く焼けて締まっている。

FP45 I層下位で確認。良く焼けて締まっている部分と、焼け力;弱く締まっていない部分がある。

焼土上面と焼土中から萩ヶ岡2式土器片が1点ずつ出土した。

FP46 Ⅱ層下位で確認。良く焼けて締まっている部分と、焼けが弱く締まっていない部分がある。

萩ヶ岡2式、天神山式土器片、黒曜石の焼けた礫皮片が出土している。

FP47 Ⅱ層下位で確認した。良く焼けて締まっている。

FP48 Ⅱ層下位で確認。良く焼けて締まっている部分と、焼けが弱く締まっていない部分がある。

焼土下面から石斧片が1点出土している。

FP49 Ⅱ層下位で確認。良く焼けて締まっている部分と、焼けが弱く締まっていない部分がある。

焼土中から萩ヶ岡2式土器片が1点出土している。

FP50 Ⅱ層中位で確認。良く焼けて締まっている部分と、焼けが弱く締まっていない部分がある。

焼土中から萩ヶ岡2式土器片が3点出土している。

FP51 Ⅱ層下位で確認。良く焼けて締まっている部分と、焼けが弱く締まっていない部分がある。

焼土上面から萩ケ岡2式土器片が2点出土している。

FP52 Ⅱ層中位で確認。良く焼けて締まる。焼土の下から萩ケ岡2式土器片が出土している。

FP53 Ⅱ層下位で確認した。比較的大規模で、良く焼けて締まっている部分と流れて拡がった部分

がある。焼土上面から石鍍1点、縞頁岩のR・ F1点、黒曜石の剥片2点が出土している。い

ずれも焼けている。
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FP54 Ⅱ層中位で確認。良く焼けて締まっている部分と、焼けが弱く締まっていない部分がある。

FP55 Ⅱ層下位で確認。良く焼けて締まっている部分と、焼けが弱く締まっていない部分がある。

FP56 Ⅱ層下位で確認した。木根の攪乱により動かされている。 a、 bのあいだにも焼土混じりの

Ⅱ層が広がっている。焼けが弱く締まっていない。

FP57 Ⅱ層中位で確認。良く焼けて締まっている部分と、焼けが弱く締まっていない部分がある。

FP58 Ⅱ層中位で確認。比較的大規模で、良く焼けて締まる部分と流れて広がった部分がある。

FP60 Ⅱ層下位で確認した。焼けが弱く締まっていない。焼土上面から萩ヶ岡2式、天神山式土器

片が各3点、模形石器、 R･F、焼けた剥片が各1点出土している。

FP61 Ⅱ層中位で確認。良く焼けて締まっている部分、焼けが弱く締まっていない部分、炭化物を

含む部分がある。

FP62 Ⅱ層中位で確認した。焼けが弱く締まっていない。焼土上面からU、 Fが1点、焼土横に東

釧路Ⅲ式土器片が4点出土している。

FP63 Ⅱ層中位で確認。多量の炭化物を含み、良く焼けて締まっている。焼土中から萩ヶ岡2式土

器片が4点出土している。

FP64TP16排土下Ⅱ層中位で確認した。非常に良く焼けて締まる部分、良く焼けて締まっている

部分、焼けが弱く締まっていない部分がある。

FP65TP16排土下Ⅱ層中位で確認。良く焼けて締まる部分と焼けが弱く締まっていない部分がある。

焼土上面から萩ヶ岡2式土器片が3点とR・F、黒曜石の焼けた剥片各1点が出土した。

FP66 Ⅱ層中位で確認した。非常に良く焼けて締まる部分、良く焼けて締まっている部分、焼けが

弱く締まっていない部分がある。焼土中から萩ヶ岡2式土器片が1点出土している。

FP67 Ⅱ層中位で確認した。良く焼けて締まっている部分、焼けが弱く締まっていない部分がある。

焼土中から萩ヶ岡2式土器片が2点出土している。

FP68 Ⅱ層中位で確認した。良く焼けて締まっている。焼土中から萩ヶ岡2式土器片が1点、焼土

上面から萩ヶ岡2式土器片5点が出土している。

FP69 Ⅱ層中位で確認した。焼けが弱く締まっていない。萩ケ岡2式土器片が焼土中から4点、焼

十卜面から7点出土している。

FP70 Ⅱ層中位で確認した。風倒のくぼみを利用したものと思われる。比較的規模が大きく、良く

焼けて締まっている部分と焼けが弱く締まっていない部分がある。

FP71 Ⅱ層中位で確認した。小規模で焼けが弱く締まっていない。多量の炭化物を含む。

FP72 Ⅱ層下部で確認、 TP-20の北東側に重複しこれに切られる。規模は小さいが下位の土壌は

比較的深くまで焼け締まりを見せる (x層)。遺物は出土していない。

FP73 Ⅱ層中位で確認した。良く焼けて締まっている部分と焼けが弱く締まっていない部分がある。

焼土中から天神山式土器片1点が出土している。

FP74 Ⅱ層中位で確認した。木根の攪乱により動かされている。線を引いた部分を中心に焼土混じ

りのⅡ層が拡がっている。焼土上から萩ヶ岡2式土器片が3点出土している。

FP75 I層中位で確認した。炭化物を含み焼けが弱く締まっていない。
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図V－2－63焼土平面及び断面 （6）
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図V－2－64焼土平面及び断面 （7）
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図V－2－65焼土平面及び断面 （8）
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焼土出土の土器（図V－2－67）

24カ所から94点の縄文中期の土器片が出土している。出土点数はFP38が最も多く、 a～。とgか

ら焼土関連Ⅱ層を含め62点出土している。 dからは試し焼き粘土と思われる細片が5点出土している。

図番3． 5．7～9･12･ 14･ 23･24には半裁竹管状工具による施文が施されている。 1･4は胎土に

砂粒を含む。 2は底面に縄文が認められる。 3． 7は摩耗しているが沈線が認められる。 5は突起と

口縁肥厚帯、口縁下の三角突起に沈線が施されている。突起頂部は指頭の押捺により凹んでいる。三

角突起より垂下する貼付が認められる。 6はFP42関連Ⅱ層のもので、口縁の粘土紐が爪により刻ま

れている。 8は口縁の貼付に施文が認められる。 9は口縁肥厚帯に刺突が施されている。 10は胎土が

良く内面は平滑である。 12は口縁肥厚帯に刻みが施されている。地文は複節である。 14は口縁に刺突

がある。 15 ･ 16はFP62関連Ⅱ層のものである。縄端圧痕がみられる。 21の地文は複節。 22～24･28

の内面は平滑である。 23には交差する沈線、 24には矢羽状の刻みがみられる。 26はFP70関連Ⅱ層の

もので、貼付された粘土紐が爪で刻まれている。 27は胴部の三角状突起で沈線が施されている。
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図V－2－67焼土出土の土器
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表V－2-94 FP-30焼土中出土土器一覧

表V－2-95 FP－31焼土中出土土器一覧

表V－2-96 FP-32焼土中出土土器一覧

表V－2-97 FP-32焼土上出土土器一覧

表V－2-98 FP-32関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2－99 FP-34焼土中出土土器一覧

表V－2-100 FP－34関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2-90 FP－9関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2－101 FP－36焼土中出土土器一覧

表V－2-91 FP－21焼土中出土土器一覧

表V－2-102 FP－36焼土上出土土器一覧

表V－2－92 FP-26関連Ⅱ層出土土器一覧
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麦V－2－103 FP－38a焼土中出土土器一覧

表V－2-104 FP－38a関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2-108 FP－38d焼土中出土土器一覧

表V－2－105 FP-36b焼土中出土土器一覧

表V－2-109 FP-38d関連Ⅱ層出土土器一覧
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リ

戸

穴

Ｕ

Ｆ

ｎ

Ｊ

戸

坑

リ

行

「

Ｕ

Ｐ

【

リ

Ｆ

ヘ

ソ

リ
齢

〃

ザ

ノ

■

■

４

６

Ｇ

●

●

●

。

●

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

表V－2－110 FP-38g関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2－111 FP－39焼土中出土土器一覧
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鴎
~

~

~

~

~

ｸリッド

1． 5－67

1． 5－77

1． 月－77
土 U ~11

1． 5－77

1． 5－87

鮒

卿

卿

卿

柵

柵

1

1

1

2

1

分潮

ｹ岡2‘！

ｹm2？

ｹ間2？

ｹm2？

#ｹ､2？

鋤NC

729

79り
IJム

ワOO

j4ム

724

79反
lムJ

備 考

締,艫

紬,柵

紬}船土畑

澱,細醐

締,綱

畷
~

~

~

~

~

~

~

~

~

グリッド
′ノノI

1． 5－68

1． 5－68

1． 5－68

1． 5－68

1， 5－68

1． 5－68

1． 5－68

1． 5－68

1． 5－68

紺

同部

剛

卿

剛

|淵

開

同部

同剛

開

蝋

1

1

1

1

1

1

1

1

1

分澗

iｹm2？

ﾎｹ､2

ﾎｹ岡2

ｹm2？

(ｹ間2？

琳Ⅲ

ｹ間2？

ﾎｹ間2

ｹm2？

鋤NC

686

貝77
J11

539

579

719

580

687

684

685

備 脅

#,同高,紬

#,同高､訓

#,鵬,訓

蝋,『|高,；I

#,鵬,計|I

#, |鵡,獺

#,賑,鰐

#,同高,M’

#,3,下

鴎
~

~

~

~

~

~

~

ゲ1リド
ノノノリ

1． 5－67

1． 5－67

1． 5－67

1． 5－68

T F 弓可

1． 0－iI

1． 5－77

1． 5－78

紬

卿

卿

鯛

柵

脚

柵

卿

撤

1

1

1

２

1

1

1

分潮

ﾎｹ､2

琳山

ﾎｹml

ｹ､2？

ﾎｹ岡2

ｹ間2？

1ｹ岡2？

鋤NC

582

585

586

581

538

723

ワ｡ワ
IムI

備 考

柵,賂,紺

＃‘1cm上

蝋, '百|高,淵

梢,2cm上

蝋,鴎,像

1,下,締

傭,鴎,計I’

鴎
~

~

~

~

~

ｸリッド

1． 5－45

1． 5－46

1． 5－46

1． 5－46

1． 5－46

紬

脚

卿

柵

柵

柵

轍

1

3

'＃ｹ､2？
'胤ｹ間2？
1

サ欄

ｹm2？

筒脂？

ｹ間21

鋤No.

592

590

707

705

704

備 考

紬,蝦

剥胤,内解I

締,蝦

紬,綱

紺,綱

鴎
~

~

ゲリリド
ノノノリ

1． 5－59

1． 5－69

紬

卿

柵

轍

1

1

サ潮

ｹm2？

ｹml？

鋤NC

734

682

備 考

紬,蝋

RL,M土にI

鵬
~

~

~

~

~

ｸリッド

1． 5－59

（
ｕ
Ｊ

Ｆ
同
Ｕ

Ｆ
ヘ
リ

●１

1． 5－59

1． 5－59

1． 5－69

紬

脚

卿

鯛

剛

剛

轍

1

1

1

1

1

サ潮

ｹ､2？

中綿

ｹm2？

ﾎｹ､2

ｹm2？

鋤No.

678

677

680

7q7
IJf

681

備 考

#､ |鵡

#,2m上

#, lc吐

l則下,紺

蝋､ |鵡､訓’

鴎
~

ｸリッド

1． 5－36

紬

柵

ﾙ漁

1

分關

跡Ⅲ

鋤NC

589

備 考

2cm下,棚

鴎
~

ｸリッド

3． 6－00

鮒

脚

轍

1

分鬮

ﾎｹ間2

鋤NC

744

備 考

紬,船土剛



表V－2－121 FP-50焼土中出土土器一覧表V－2-112 FP－42焼土中出土土器一覧

表V－2-113 FP-42焼土上出土土器一覧

表V－2-122 FP－51焼土上出土土器一覧

表V－2-114 FP－42関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2-123 FP－51関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2-115 FP-43焼土中出土土器一覧

表V－2-124 FP-52関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2-116 FP-45焼土中出土土器一覧

表V－2-125 FP-59関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2-117 FP－45焼土中出土土器一覧

表V－2－126 FP-60焼土上出土土器一覧
表V－2-118 FP-46焼土中出土土器一覧

表V－2-119 FP－46焼土上出土土器一覧 表V－2-127 FP-60関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2-128 FP-62関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2-120 FP－49焼土中出土土器一覧
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鵬
11

11

~

~

ｸリッド

3． 3－57

3． 3－57

3． 3－57

帥

剛

剛

剛

‘蝋

1

1

1

↑潮

ﾎｹ､2

ﾎｹ岡2

ﾎｹ岡2

鋤No.

1006

1004

988

備 考

附土に',L

鮒,勝tにI

紬淵tlこり

鴎

4

~

ｸﾘｯﾄﾞ

4， 3－00

4． 3－10

紬

燗

鯛

蝋

1

1

↑朔

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

鋤NC

768

767

備 考

鰊珊Ⅷ塵

棚,艫

鴎

５ 』

ﾘッド

3－11

紬

蝿

撤

1

分潮

榊山

鋤NC

769

備 考

鮒管0賊 鵬
~

~

ｸリッド

4， 2－38

4． 2－38

紬

剛

柵

轍

1

1

分關

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

鋤No.

968

970

備 考

蝋,紬

綱,紺

鴎

6

~

ゲIリド
ノノノI

4． 3－11

4． q－11J 入入

紬

ﾛ’

暇

蝋

1

1

分關

ﾎｹml

鮴111

鋤NC

754

753

備 考

6〔吐

7cm_上 鵬
~

ｸリッド

4． 2－38

鮒

柵 1

↑潮

ﾎｹ､2

鋤NC

969

備 背

臘, |同l高,柵

鴎
~

ｸリッド

4． 1－27

鮒

脚

轍

２

サ朔

ﾎｹ間2

鋤No.

1792

備 考

ﾌﾛﾃ 鵬
~

~

ｸリッド

9． 4－63ム

2． 4－63

鮒

卿

卿

轍

1

３

↑潮

ﾎｹ､2

ﾎｹ､2

鋤NC

1025

1024

＃ 背

6,下,RL

5,下,LR

鴎

7

ｸリッド

3． 2－75

紬

剛

轍

1

分欄

ﾎｹ間2

鋤NC

821

備 驚

糟惟0噸

鴎
~

~

グリッド
′〃‘ロ~

0． 4－28

0． 4－28

紬

卿

柵

蝋

1

1

分溺

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

鋤NC

1106

1107

備 考

紬,辮

紬,柵鴎
~

ｸリッド

3． 9－7月白 IU

紬

脚

蝋

1

↑欄

ﾎｹ間2

鋤NC

938

‘ 鷺

灘,脳|と’

鴎
~

19
人凸

ｸリッド

9． 4－20ム

9． 4－20白

紬

鯛

ﾛ櫛

轍

3

３

ｻ)潮

ﾎｹ､2

榊山

鋤No.

1127

1124

備 考

轆､締

ﾛ梛厚|蜘

鴎

8

ｸリッド

3． 2－56

Wli

柵

蝋

1

｝)鬮

ﾎｹ間2

鋤No.

823

備 考

¥師管伽

鴎
~

~

~

~

9

10

~

~

~

ｸリッド

3． 2－56

q・ 2－56J

3． 2－56

3． 2－56

3． 2－57

3． 2－57

3． 2－57

3． 9一目7台 J1

3． 2－57

紬

柵

卿

柵

卿

ﾛ樹

柵

柵

柵

剛

轍

1

1

1

1

1

1

４

2

1

サ潮

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

瀞Ⅲ

榊山

榊山

ﾎｹ間2

ﾎｹ岡2

ﾎｹ岡2

ﾎｹ岡2

鋤No.

830

826

825

824

831

829

828

827

822

‘ 背

綱鮒

柵,紬

紬,騨

紺,鰯

糟惟脈'’

鰊洲

紬､腿|こ’

RL,綱

雛紬

鴎

13

14

ゲリりド
ノノノI

ワ. 4－20台

2， 4－20

紬

柵

ﾛ侭

撤

1

1

分葡

ﾎｹ､2

ﾎｹ間2

鋤No.

1125

1126

備 考

；､賂,際

#, |鵡, '1

鴎

15

~

16

~

〃Iリド
ノノノI

3． 2－34

3． 2－34

3． 2－34

3． 2－34

紬

柵

鯛

剛

郷

轍

１

1

1

1

↑潮

翰|路Ⅲ

鋤|WⅢ

糊|剛

瓢|路I

鋤No.

1132

1164

1131

1133

備 考

蝋,同高

#, |鵡

胸, |鵡

傭,同高,際

鴎
~

ｸリッド

9． 4－93ム

紬

卿 1

分溺

ﾎｹ間2

鋤No.

967

備 脅

職,紬



麦V－2-129 FP-63焼土中出土土器一覧 表V－2－137 FP-68関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2-138 FP－69焼土中出土土器一覧

表V－2-130 FP-64関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2-139 FP-69焼土上出土土器一覧

表V－2-131 FP-65焼土上出土土器一覧

表V－2-132 FP－66焼土中出土土器一覧

表V－2-140 FP－70関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2-133 FP-66関連Ⅱ層出土土器一覧

表V－2－141 FP-73焼土中出土土器一覧

表V－2-142 FP－74焼土上出土土器一覧

表V－2-134 FP-67焼土中出土土器一覧

表V－2－135 FP-68焼土中出土土器一覧

表V－2－136 FP-68焼土上出土土器一覧
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鴎
1可

1I

~

18

~

グリヴド
ノノノd~

0． 3－38

0． 3－38

0． 3－48

0． 3－48

紬

脚

卿

卿

卿

獺

1

1

１

1

分爵

ﾎｹ『

ﾎｹ岡2

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

鋤NC

1210

1209

1208

1207

備 考

纈珊撤

灘,LR？

鮴,RL

紬,轆

へ
旧
〃
／
己

鴎
~

ゲ1吋ド
ノノノI

2． 3－76

紬

柵

蝋

1

ﾅ)潮
エ稀

丁iH

鋤No.

1476

＃ 背

胤,順

鴎

9q
白』

~

~

~

ｸリッド

2， 3－68

2． 3－68

2． 3－68

2． 3－68

雛

鯛

鯛

卿

暇

轍

1

1

1

1

分蘭

ﾎｹ､2

ﾎｹ職

ﾎｹ間2

『岡2

鋤No.

1355

1363

1353

1357

備 考

¥鮒管0剛

紬,澱

澱,内解I

紬,蝿

鴎
~

19

~

ｸﾘｯﾄﾞ

3． 3－11

q・ 3－llU

3． 3－11

紬

卿

柵

卿

撤

1

1

1

ﾅ)潮

ﾎｹ|､2

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

鋤NC

1448

1447

1449

備 考

蝋7m上

#,6,上

#’6m上

鵬
~

~

~

~

24

25

ｸリッド

9． 3－67台

2． 3－68

2． 3－68

2． 3－68

2， 3－68

2． 3－68

鮒

燗

暇

鯛

剛

暇

卿

轍

1

1

２

1

1

1

↑潮

ﾎｹ岡2

ﾎｹ岡2

ﾎｹ間2

ﾎｹ､2

ﾎｹ､2

ﾎｹ､2

鋤NC

1318

1322

1352

1364

1317

1316

備 考

蝋, l棚上

#,順|高,'1

締,轤

紬,蝦

矧伽鮴

灘,職に1

鴎

20

~

~

ｸﾘｯﾄﾞ

3． 3－12

q・ 3－12J

q， 3－12J

鮒

柵

脚

剛

撤

1

1

1

分溺

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

ﾎｹ岡2

鋤No.

1341

1342

1343

備 考

紬,LR

締,RL

紬,鮒

鴎
~

ｸリッド

2． 3－93

鮒

卿

蝋

1

ｻ)潮

ﾎｹ間2

鋤NC

1272

備 考

紬,綱 踊

26

ｸﾘｯﾄﾞ

0． 4－66

鮒

蝿

轍

1

サ潮

ﾎｹml

鋤NC

556

備 考

#’5,上

鵬

21

~

~

~

~

~

ｸリッド

9． q－Qq
と U JU

3． 3－03

3． 3－03

q・ 3－03J

3． 3－03

3． 3－03

紬

燗

郷

柵

ﾛ樹

mW

柵

轍

1

q
Wノ

1

1

1

1

｝)蘭

琳山

榊Ⅲ

ﾎｹ間2

琳山

ﾎｹ岡2

ﾎｹ間2

鋤NC

1273

1276

1275

1278

1274

1277

備 脅

#,鵬,勘

#, |鵡,儲

臘, |縞,L1

#,順樹

傭,鴎,Ll

蝋|稿那

鴎

27

ｸリッド

1， 3－12

鮒

蝿

轍

1

↑潮

瀞Ⅲ

鋤No.

1589

‘ 背

臘,同高

鴎
~

28

~

ゲリ叩ド
ノノノI

1． 3－25

1． 3－25

1． 3－26

帥

卿

柵

卿

蝋

1

1

1

’蝋

ﾎｹM2

ﾎｹ間2

ﾎｹ間2

鋤No.

1519

1520

1521

備 考

紬,LR

RL,内僻I

RL,内面平I

鴎
~

りり
ムム

ｸリッド

2． 3－94

9． 3－94し

繩

燗

脚

蝋

1

1

分溺

ﾎｹ岡2

ﾎｹ間2

鋤NC

1179

1271

備 考

紬,LR

鰊WM〃

畷
~

グリッド
′J, ′~ロ

n 句 可か

4･ d－I0

雛

卿

轍

1

分關

ﾎｹ､2

鋤NC

1452

備 考

紬,蝋

鴎
~

~

~

~

ｸリッド

2， 3－76

2， 3－76

2． 3－76

2， 3－76

紬

脚

糊

卿

燗

蝋

1

２

1

1

ｻ)蘭

ﾎｹ間2

ﾎｹ岡2

ﾎｹ間2

ﾎｹ､2

鋤NC

1365

1473

1471

1472

備 考

紬,綱

締,綱

紬,猟

紬,綱



表V－2－143焼土出土石器等一覧 （1）

グリッド
0.1f46

3．533

1．537

43

45

46

47

47

47

48

53

53

56

56

唾
一
緬
唖
緬
魎
緬
魎
鋤
魎
緬
魎
紺
魎
緬

緬
池

迦哩
一l －
~－~｜－

⑳
－
９
β
９
３
″
Ｊ
Ｊ
β
４
β
ｊ
４
２
Ｂ

／Ｉ

２

１

１

０

３

９

０

０

０

０

０

０

０

０

重

６

２

６

伽
二
一
一
一
一
一
〃
β
一
一
β
’
’
’

’

一

０

２

３

さ

３

厚

’

仇
乢
肌

肌
ｆ
Ｑ
Ｑ
仇

２

６

〃

β

一

一

β

｜

｜

’

０

２

３
３

石質

黒曜石
饗
野
恥
部
恥
師
恥

鋤

鯛

一

畑

一蝿
一
郷
一
蝿
一
蝿
一
岬

坐
２
｜
虹

備 考

黒曜石

黒曜石32 22紬リ
229蛤も､2勅リ

二

二

二

鞠
＝

＝~ 15点ルリ
724紬リ

石鎌３
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型
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一
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坪
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蝿
珊

型
燕 ､349,335(16-32,34)上飴

協辻、 職醗酷36 1． 6－25 52.1 62.4 30.5 鮴336'347,339(17-35'60'62
噸)と齢

54．4

蹄+噸 誤峨肖25 石斧 ’ ’ 4671鮒､468‘377,450(16-25､協辻)、
351'375(16-04'14, 1E).525(16-04､服)と齢

71.8 41.3 4.9 13.3

焼土出土の石器（図V－2－68．69）

石器類の出土した焼土は14カ所ある。その大半は当然ながら焼けた剥片(B･F)類で、殊にFP

32周辺が際立って多く、 その数は1,134点に上る。 この他FP32からは石鍍、 R･F、亜円礫が各1

点出土している。図番lは薄い剥片の周囲に浅い剥離を加えたもので、極めて小さく習作的な石鍍で

ある。 FP34からは、全て同一母岩（黒緑色泥岩）の石斧片ばかりが出土しており、周辺との接合関

係もみられる。 FP36からは図番2～5に示した石器類をはじめ、石斧片、焼けたR・ F、 B･F

などが出土している。 2は緑色珪質岩の礫皮片接合資料で、全て同一方向からの加鑿で剥離されてお

り、焼土北側の包含層との密接な接合関係がある。 3は加熱により弾けた（以下「焼け弾け｣）破片

類の接合資料で、元は礫皮片を素材としたラウンド・スクレイパーであったことが判る。 4は一側縁

に刃部をもつU･ Fで、 やはり焼け弾けによって割れている。 5は両刃の磨製石斧で基部を欠く、

裏面右側が赤化しているが、焼けたものか否かは判然としない。 6～12はFP38から出土した石器類

である。 6～llはいずれも焼け弾けの接合資料で、 6は大型の剥片、 7は両面加工の大型削器、 8は

剥片、 9～11はそれぞれ礫皮片を素材とした掻器、 R･F、 U･Fである。 12は打製石斧で、やは

り焼け弾けの可能性が強い。なお、付着している黒色有機物（図のスクリーン・ トーン部分）をみる

と、後から加えられた打撃により剥落している個所がある。 13はFP53出土の石鎌で、先端と基部を

欠く。裏面の基部側が焼けて膨れている。 14はFP60出土の模形石器で焼けている。 15はFP65出土

の縞頁岩の礫皮片を素材としたR･ Fである。先端が切り出し状に調整されており石錐の可能性も

ある。
143



表V－2－144 FP出土石器等一覧 (2)
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図V－2－68焼土出土の石器 （1）
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図V－2－69焼土出土の石器 （2）

6) F ・c集中（図V-2-70)

TP5の東側、 0･8-93区と1･8-03区を中心に剥片・砕片の集中がみられた。出土遺物は黒曜石の

剥片・砕片類1,629点、頁岩の剥片2点、石鍍2点があり、全て焼けている。礫石器類や土器片はそ

の範囲内からは出土していない。1 ． 2は焼け弾けた剥片類、 3は石鍍未製破損品の接合資料である。

これらは、他の地点で焼かれ本地点に一括廃棄されたものと考えられ、 FP32周辺との関連が想定

される。なお、調査時には掘り込みのある遺構は確認できなかったが、 Ⅱ層最下位にまで遺物がみら

れることから、浅い皿状の遺構があった可能性もある。

表V－2-145 F･C集中出土石器等一覧
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7）

GP1

）土壌墓（図V－2-71･72)

1 長さ110cm幅85cm深さ30cm

北大C式土器（田才1983） を伴う土壌墓で、沢跡北側の小舌状部( 1 ･12区）に位置してい

る。北大期の遺構・遺物は、ユカンボシE4 ･ 5遺跡の調査を通じ唯一の例である。

形態は隅丸長方形に近く、一隅に袋状の掘り込み（以下「袋状掘り込み｣） を持つ。遺体は確

認できなかったが、曠底に遺体層と思われる粘性の強い黒褐色土居がみられた。

副葬遺物のうち礫は、四隅（南東隅のみ2点）に配され、 このうち3点（4 ． 5 ． 7）には、

黒色の有機物が付着している。土器lは「袋状掘り込み」内に置かれていた小型深鉢である。幅

2cm程の粘土紐を輪積みして作られており、口縁が打ち欠かれている。底部は張り出さず平底で、

クマザサと思われる葉脈の圧痕がみられる。内外面殊に内面に厚く黒色有機物が付着しており、

打ち欠き部にもみられる。土器2は礫4の上に置かれていた小型深鉢で、 1同様2cm程の粘土紐

による輪積みで作られている。やはり内外面に黒色有機物が付着し、口縁の打ち欠き部にも及ん

でいる。底部は平底で、中央に細長い穿孔がある。また四囲を削り、底面を方形にみせている。

文様は、口縁に円形突瘤文が一列廻らされるほか、胴部の一部に円形刺突文や爪形文がみられる。

また、頚部に浅い沈線が施されている部分もある。土器3は、調査前に土地所有者によって採取

されていた土器で、採取地点から本土曠墓の上部副葬品と考えられる。 2同様に口縁打欠と底部

穿孔があり、底部はほぼ正方形を呈す。文様はLRの縄文を地文とし、 2本一組の浅い沈線でV

字あるいは山形のモチーフを描き込んでいる。また円形刺突文が、口縁に一列廻らされるのを始

め、頚部に4つ単位で4段、胴部に2段見られる。 1 ･ 2と異なり、黒色有機物の付着はみられ

ない。なお礫5の下に約20cm程の長さで先細りの炭化物が確認されているが、事故により取り上

げが出来ず詳細は不明である。

さて、 「袋状掘り込み」をもつ土曠墓は、千歳市ウサクマイA遺跡の調査で注目され（菊地ほ

か 1975)、その年代については7世紀末ないし8世紀、また副葬されている土器については「土

師器と江別式末期の土器とが型式のうえで文字どおり接触融合し、第三の擦文式のう．ロトタイフ．

を生み出しつつあった、ある一時期の土器群（中略）いわばあわただしい擦文式土器文化成立前

夜であった」とされている。その後「袋状掘り込み」をもつ土曠墓の類例は増加し、その時期は

後北A式期から擦文時代早期に、範囲は秋田県寒川Ⅱ遺跡から音別町ノトロ岬堅穴群遺跡に及

ぶ（田才1993)。 これらをまとめると、土曠墓は23基（後北期9、北大C式2，天内山式11、

擦文早期1 ）で、平面形は概ね隅丸長方形ないし楕円形を呈す。埋葬頭位の判るものは14例あり、

後北期では北東が2，東寄りが3例、天内山式期では北東が1 ，東寄りが3、南東が4例、擦文

早期では南寄りl例がある。なおウサクマナイA遺跡では左下向きの横臥屈葬が多かったと報

告されている。本遺跡例は、遺構の規模礫の配置、 「袋状掘り込み」の位置から南南東頭位の

屈葬と考えられる。 「袋状掘り込み」は、遺体頭側の壁面を掘り窪めるものが一般的であるが、

曠底を掘り下げるものや壁の半ばに設けるものもある。 「袋状掘り込み」内に土器が副葬されて

いる例は15 (後北期6、北大C式期2，天内山式期6，擦文早期1 )で、 そのうち口縁部に打

ち欠きがみられるものは、本遺跡例の他に後北期で1例、天内山式期に5例、擦文早期1例であ

る。擴底に礫を配するものは10例で、本遺跡例を除くと天内山式期が8例、擦文早期が1例で後

北期にはない。礫の配置は、四隅に1つずつあるいは頭の両脇に1つずつとなっており、本遺跡

例のみが5つである。なお、 ウサクマイA遺跡では擴底四隅に柱穴をもつ例が報告されているが、

「袋状掘り込み」と四隅に柱穴とをもつ例は今のところ他の遺跡では確認されていない。
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3．包含層の遺物

1 土器・土製品

包含層からは19,422点の土器片が出土している。全体的に発掘区南側に多く出

土している。点数は縄文時代中期が11,141点と最も多く、次いで早期が3,106点

である。このほか前期83点、後期2,137点、続縄文時代208点である。

早期・中期の土器は発掘区の東南側
表V－3－1 包含層出土土器集計表
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側に若干の分布をみるほかは散発的出

土である。後期の土器は北西側の一部

に集中するほかは南西側に分布する。

続縄文時代のものは沢跡内で集中して
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縄文時代早期の土器

I群bl類( 1～25)

出土点数は1,651点と早期の土器では最も多く出土している。発掘区の南側を中心に出土しており、

0 ． 5区、 1 ･4区、 2･ 6区、 3 ･2区に集中がみられる。底部が張出し、器面に凹凸がある。口唇は

外側に張り出すものが多く、器面には短縄文・斜行縄文・縄線文・組紐圧痕文・縄端圧痕・絡条体圧

痕文などが組み合わせて施文される。底部のくびれには短縄文・縄端圧痕や縄端刺突などが施されて

いる。底面に縄文の施されたもの（22） もある。

lは上面観楕円形の深鉢形土器である。口縁と底部のくびれに短縄文が施されている。器面には

LRの縄文が入り乱れて施されているが、施文は重なり合わない。底部は楕円形を呈し、底面の縁に

縄文がみられる。口径17cm、器高21.6cm、底径9.2cmをはかる。東釧路Ⅱ式あるいは東釧路Ⅲ式の古

手のものである。

2～6は口縁部で口唇が平らで外側に張り出すもの（2～5 ． 7）と丸みを帯びたもの（6）があ

る。前者には縄端圧痕および組紐圧痕文、後者には縄線文が施されている。 8～19は胴部破片である。

斜行縄文のみられるもの(10)、組紐圧痕文のみられる

もの(11)､斜行縄文と組紐圧痕文の組み合わせ(12｡ 13･

19)、縄線文のみられるもの(14～16)、縄線文と縄文の

組み合わせ(17･18)がある。 20～25は底部破片。 くび

れに縄端圧痕のみられるもの（20． 23)、短縄文のみら

れるもの（21 ． 22)、縄端刺突のみられるもの（24）が

ある。

I群b2類(26～29)

沢跡の周辺と発掘区の南西部に散発的に60点出土する。

3 ． 2区と3 ． 7区にわずかに集中がみられる。いずれも

細片で器形のわかるものはない。 26は薄手で口唇が尖る。

26．27には微隆起状の貼付帯がみられる。 26～29はいず

れも器面に軸の角張った絡条体圧痕文が施されている。
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I群b3類(30～48)

沢跡周辺と遺跡の南東側に904点出土している。分布範囲は概ねI群bl類と重複する。底部は張

り出さず丸みを帯びる。口唇は薄みで尖りぎみ。器面に細い貼付帯を横環し、その間に撚糸文・短縄

文・斜行縄文・羽状縄文・絡条体圧痕文などが施される。

30～34．37は口縁である。貼付帯の横環するもの（30．32～34）と波状の貼付のみられるもの(31 ･

37）がある。いずれも貼付帯に施文がみられる。撚糸文のみられるもの（30)、短縄文のみられるも

の（31 ．32．37)、羽状縄文のみられるもの（33)、間隔のあいた列点状の縄文のみられるもの（34）

などがある。 35．36．38～40は胴部破片である。 35．36には波状の貼付帯もみられる。撚糸文のみら

れるもの（35)、短縄文のみられるもの（36．38．39)、短縄文と羽状縄文のみられるもの（40）があ

る。41～48は底部破片である。底部が丸みを帯びるもの（42．46）と、やや角ばるもの（41 ．43～45 ．

47．48）がある。 45 ．47 ．48は上げ底気味である。撚糸文の施されたもの（41 ．46)、短縄文の施さ

れたもの（45)、短縄文と羽状縄文の施されたもの（42～44．47)、羽状縄文の施されたもの（48）が

ある。42．43．47は底部付近に羽状縄文、 47は短縄文が施されている。

縄文時代前期の土器

いずれも胎土に繊維を含む。 Ⅱ群al類(49～54)は発掘区の北西側を中心に73点出土している。

0．11区に若干の集中がみられる。横走気味の太い縄文が施されている。 Ⅱ群a2類(55･56)は散

発的に7点出土している。RLの太い縄文が施されている。口唇は丸みを帯びる。Ⅱ群b類(57･58･

59）は発掘区の東側、 HP1およびPlの周辺から3点のみの出土である。口唇が外傾し、口唇と口

縁に縄線文が施されている。胎士に砂粒を含む。

！

、＝
表V－3－2 包含層掲載土器一覧

（縄文時代早期の復原土器）
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表V－3－3 包含層掲載土器一覧（縄文時代早・前期）
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縄文時代中期の土器

全般的に沢跡の南側、特に発掘区の南部に多く分布する。Ⅲ群a類は4,013点、 Ⅲ群b類は2,243点

出土している。出土点数は天神山式が1,632点と最も多く、発掘区のほぼ全域に分布する。特に2･3

区、 3 ． 1区、 3．2区、 4．2区に集中がみられる。次いで萩ヶ岡2式が1,582点。沢跡の北側にも若

干の出土がある。 0． 3区、 0．5区、 2．3区、 3． 1～3 ．4区、 4．2区、 4．3区に集中がある。

地文の結束羽状縄文のみで施文の確認できないもが1,297点あり、萩ケ岡lあるいは2式として分類

した。また、縄文のみで施文の確認できないもの4,885点を形式不明とした。器面の剥離したものや

摩耗したもの､細片など2747点を時期不明とした｡胎土・分布などから、これらのうちの大部分は萩ヶ

岡2式と推定される。円筒上層式は779点出土しており、 1 ．2区、 3．2区、 4．2区に若干の集中が

みられる。柏木川式は611点出土しており、概ね萩ヶ岡2式、天神山式と同様の分布傾向を示す。 3･

2区、 4．2区に集中がみられる。萩ケ岡1式は286点出土しており、 0．3区、 1 ･ 7区に集中がみら

れる。大木8a式相当の土器は散発的にみられる程度である。 69点出土している。
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Ⅲ群a類

①円筒上層式（113～128）

貼付文のみられるもの(113～125)と地文の縄文のみのもの(126～128)がある。幅5mm程の貼付

文が、肥厚した口縁には波状(113･ 115) ･刻み状(114･ 116)に、文様帯には孤状(117～122) ･

縦横（123～125)に貼付される。貼付文には撚糸の圧痕(115～122･124･125)や半裁竹管状工具に

よる施文（123）が施される。器面には、竹管あるいは棒状工具による刺突(117～121)、撚糸の圧痕

(119･121 ． 124･125)が施されている。 126～128は肥厚した口縁をもつ。 126はLRの縄文、 127･

128はLR+RLの結束羽状縄文が見られる。内面は平滑である。

②萩ケ岡l式（60～62, 129～144)

口縁に山形（60．61） ・台形（62）の突起をもち、突起には粘土紐が貼付される。口縁に数本の粘

土紐をめぐらせて突起とつなぎ、突起から垂下する粘土紐や器面を横環する粘土紐が貼付られる。貼

付帯に縄による施文のみられるもの(129｡ 135)と爪による施文のみられるもの(130～133･ 136～144)

がある。 129･135は口縁貼付帯がRLの縄文により刻まれている。 130～133･136は口縁貼付帯に、

137～144には垂下する貼付帯に爪による刺突が施されている。 134は口唇が竹管もしくは棒状工具に

より斜めに刻まれている。 129･135の縄を工具に置き換えたものと思われる。地文は結束羽状縄文が

多く、粘土紐を貼付する前に施される。胎土に砂粒を含むものが多く、焼成温度が低く脆い感じのも

のが多い。

③萩ケ岡2式（63～74, 145～179)

萩ケ岡l式と同様の土器で、貼付帯に半裁竹管状工具あるいは棒状工具による施文のあるものもの

である。胎土に砂粒を含み、焼成温度が低く脆い感じのものが一般的である。円筒上層式のように胎

土が良く内面が平滑なものも少なくない。突起は台形（63～74）のものが多く、貼付した粘土紐に半

裁竹管状工具による沈線や刻みが施される。粘土紐の貼付により突起は次第に肉厚になり、突起の水

平断面が三角形のもの（63． 66～73）が多い。突起頂部は刺突のあるもの（64)、突起頂部が内傾す

るもの（66～68．70． 72）がみられる。また、頂部を正面に対し縦にV字状に調整したもの（67．68）

もみられる。口縁・器面の貼付帯には、押し引き風の刺突（145～147･149～153･157～160･176･

177･ 179)、沈線(148･161～166)、刻み(168～175･178)のみられるもの、 これらが組み合わされ

て施文されているもの（156）がある。貼付帯のないもの(154･155･167) もみられる。 145～147･

149･151～153･157は弧状・鎖状に貼付した粘土紐に、箆状に近い半裁竹管状工具による押し引き風

の刺突が施されている。いずれも胎土が良く、内面は平滑である。円筒上層式に近いものと思われる。

146･147には爪による刺突も施されている。 146 ｡ 149･152の口唇には地文の縄文が施されている。

158～160･176･177･179は貼付帯に低い角度からの押し引きに近い刺突が施される。 148･161～166

は口縁貼付帯に沈線が施されている。148は器面にも沈線がみられ、口唇は刻まれている。胎土が良く、

内面は平滑である。 163･164は斜めに貼付された粘土紐にも沈線がみられる。 168～175･178は粘土

紐や口縁が刻まれているものである。 169． 174． 178は棒状工具、他は半裁竹管状工具による。 169～

173は口唇・口縁が矢羽状に刻まれている。 172． 173は同一個体で、刻んだ貼付帯の間に押し引きが

施されている。 174は貼付帯を縦に刻んでいる。 175･178は胴部破片で、垂下帯や横環する貼付帯に

刻み力§施されている。 175は貼付帯を斜めに刻んだあと縦に沈線を引き、 さらに器面に横の沈線を引

いている。 156は貼付帯が矢羽状に刻まれ、そこから垂下する粘土紐に押し引き風の刺突が施されて

いる。口縁貼付帯には太い沈線と刻みが施されている。器面には沈線がみられる。天神山式に近いも

のである。 154･155は口唇・口縁に刺突が施され、その下に沈線が引かれている。 154は突起を欠い
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ており、垂下する粘土紐にも刺突が認められる。 167は口縁に横に沈線を引き、斜めの沈線で区切ら

れている。胎土が良く、内面は平滑である。円筒上層式に近いものである。

④大木8a式相当(180～187)

太い沈線のみられるもの(180～184) と口縁肥厚帯に波状の貼付のみられるもの(185～187)があ

る。 180･181は小さな山形突起に縦の貼付がある。 181の口縁は縄により刻まれている。 183～187は

口縁肥厚帯が発達している。 183は肥厚帯に横に沈線が引かれている。突起を欠く。 184は肥厚帯に太

い沈線による刻みが施されている。 185～187は天神山式に近いものである。肥厚帯上の溝に波状の貼
付が施されている。

Ⅲ群b1類(75～122, 188～225)

突起が萩ケ岡2式に比し、 さらに肉厚になるとともに柱状・棒状（75～107)になり、口縁上に直

立する。上半力;極端に肥大化したもの（84．85） もある。施文は、半裁竹管状工具による刺突（76．

85．87）をはじめとして、押し引き風の刺突(75･104)、沈線(77～84･89･ 101 ･ 105～107)、押し

引き （91 ．92）や、それらが組み合わされたもの（86．88．90．97 ．98）がある。また、地文の複節

の縄文（95）の施されたもの、無文のもの(99･100) もみられる。突起頂部が外傾し、正面に対し

横に、字状に調整したもの（83．84） もみられる。突起の柱状化に伴い、それを支える口縁も肥厚化

する。肥厚帯が大きく張出し (102)、 さらには張り出しすぎて途中で段のついたもの(103) もみら

れる。口縁肥厚帯にさらに小突起を付したもの(93･94･195･196) もみられる。突起が棒状のもの

は肥厚帯が発達せず、貼付帯に近いものになる。口縁肥厚帯上には、半裁竹管状工具による刺突(188

～203)、押し引き (204～206･210)、沈線(208)や、竹管による刺突(207･209｡211)の施される

ものがある。半裁竹管の刺突とともに波状の貼付（188. 189) ･縄線文(190) ･押し引き(191 ･ 197)

の施されるもの、粘土紐を貼付し押し引きを施すもの（194） もみられる。棒状工具による刺突(105

~107)の施されたものもみられる。 188･189は前項の185～187に近いものである。突起下に粘土塊

を貼り竹管状工具で施文して、水平断面が三角形の胴部突起のみられるもの（104～107)が一般的だ

が、ボタン状のもの(100･ 108･109･213)や角張り大型化したもの(110｡ 111)、ブリッジ状のも

の(112･212) もみられる。胴部には、突起から垂下する粘土紐や横環する粘土紐に半裁竹管状工具

による刺突(214～219･221･222) ･沈線・押し引き(220･223)を施す。また、器面に沈線(214･

218～220･222･224～226)や押し引きをめぐらすものも多い。概して萩ヶ岡2式の工具に比し太い

工具を用い、沈線も貼付的効果をもつもの（226）がみられる。地文は斜行縄文が多く、複節の縄文

が多用される。焼きが良く、堅く焼き締まるものが多い。

Ⅲ群b2類(227～257)

突起は天神山式に比べ小さくなる。 227は山形の突起で内面に調整痕がみられる。 228．227は突起

基部のみ残る。 227と同様の突起をもつと思われる。 230は口縁をはさんで粘土紐を小突起状に貼付し

たもの。口唇・口縁と貼付に半裁竹管状工具による沈線が施されている。口縁に肥厚帯・貼付帯のみ

られるもの（231～245） と肥厚帯・貼付帯のないもの（246～257）がある。肥厚帯には竹管状工具に

よる刺突（231～234)、半裁竹管状工具による押し引き （235．236．238）や沈線・刻み（237)、縄に

よる刻み(240)、縄文(245)が施される。これらは天神山式に近いものである。貼付帯には縄文(239.

244)、縄文による刻み（241～243）が施されている。口縁に肥厚帯・貼付帯のないものには、口唇・

口縁に施文のみられるもの（246～250) と地文の縄文のみものもの(251～257)がある。 246～248は

半裁竹管状工具、 249 ．250は縄による施文が施されている。 250は口縁が外反し内面にも縄文が施さ

れている。地文の縄文のみのものは、いずれも焼成が良い。
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表V－3－4 包含層掲載土器一覧（縄文時代中期の土器の突起など）
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表V－3－5 包含層掲載土器一覧（縄文時代中．後期）
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119 2， 5－94
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サ關鋤No. 備 考

M8a 499 ホい鵬

カホ8a 450 ロ鮒職

"8a 289 ホい瞭

"8a l55抑噸

k*8a l34"0鮒

"8a lO19蹴り鮒

"8a 573"0鮒

琳Ⅲ 844 半鮒削#||謝
珈447 半鮒管脈||劉
琳Ⅲ 809糟備鰊'|､
琳Ⅲ 80 ¥鮒削#'l#|
珊山 748¥""IN
瀬山 7糟糒岬'll
琳Ⅲ 842"W削蝋
副 35糟備鰊||劉
琳Ⅲ 980 ¥""'l%
"u 1236"W削噸
瀞Ⅲ 993糟惟脈||劉
IwI 1284"w"|#
刑Ⅲ 994 ￥鮒管0噸
跡Ⅲ 755 ￥鮒”|淵
琳Ⅲ 202 ￥鮒削順
"u 1149糟w"|%
琳山 996 糟備の綱｜
"m ll3糟脩0棚｜
琳山 l63 糟備り綱｜

潮Ⅲ 797脂の轆

琳Ⅲ 1310糟惟0噸
琳山 772 竹削轆

琳Ⅲ 1335 ¥鮒削綱｜

琳山 820 i"" '
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剰|;蠅御鵬
琳Ⅲ 1893 ¥鮒削i'l#
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天神Ⅲ 1926

跡Ⅲ 1927

"l1 1890"W削り'|%
琳Ⅱ 1929

琳山 1883糟脂0＃||#

琳山 1894"･Wしり|き

琳山 1895 ¥鮒削順

ﾛ鮒鴎，

ﾎい鵬

糟備り鵬

臓

糟備脈||典
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表V－3－6 包含層出土三角土製品一覧

"No.

191

74

75

105

373

97

86

_‘_豊
剛内~

蝋

l

l

l

l

l

l

l

輝
河
一
楜
一
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
Ⅷ
｜
Ⅷ

、番

269

270

－万丁

-万I

273

274

－万万

鮒
一
卿
一
鯛
一
鯛
一
脚
一
脚
一
脚
一
脚

グリッド

3． 6－99

4． 6－04

4． 6－04

4． 6-04

4･ 6-07

4． 7－37

4． 8－45

中期の土器の底部

底部が直立するもの（258～260･262) と張り出すもの(261)がみられる。 258･260の底面は、や

や上げ底気味である。器面にはRL+LRの結束羽状縄文が認められる。底部付近は調整され無文帯

になっている。 259は器面にRLの縄文が整然と施されている。上げ底気味の底面にも同様の施文が

みられる。 261には器面にRLの縄文が認められる。 くびれ部分と内面は調整されており、胎土に小

砂利がみられる。 262は底部が垂直に立上り、 そこから外に開く。胴部は摩耗しており、 RLの縄文

が認められる。底部にはLRの縄文が施されている。
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縄文時代後期の土器

Ⅳ群a類（263 . 264）は2,101点出土している。発掘区の南部と、沢跡の周辺に分布している。破

片数こそ多いが剥離した細片がほとんどである。 0･10区、 1 ･ 7区、 2･4区に集中がみられる。復

原個体がl個体あるが、器面がすべて剥落しているため写真のみ掲載した。口唇にRLの縄文が認め

られる。口径25.5cm、現存器高30.5cmをはかる。 1 ･10区と1 ． 7区から出土した。 263は口縁にRL、

口唇にLRの縄文が施されている。 264は口唇がやや内傾する。口縁にLRの縄文が施されている。

いずれも胎土に小砂利を含む。Ⅳ群b類（265～268）は2 ． 3区に若干の集中がみられる程度で、発

掘区の南部に散発的に36点出土している。 265～267はいずれもRLの細い縄文が施されている。 268

は底部の無文帯である。いずれも胎土に砂粒を含み、堅く焼き締まる。内面は平滑である。
続縄文時代の土器

Ⅵ群c類は沢跡内の3 ． 9区に集中して208点出土した。図示した2個体のみである。 276はゆるく

波打つ口縁に細い貼付帯がめぐらされており、口唇と貼付帯は縄文の圧痕により刻まれている。口縁

部には横走する縄文が施されている。底部を欠いており、口径33.8cm、現存器高32cmをはかる。 277

は器面に微隆起を弧状にめぐらせ、そのあいだに横走する縄文と三角列点を交互に施している。この
タイプ．は1点だけ出土している。

縄文時代の三角土製品

土器片の縁を削り、三角形にしたものである。いずれも摩耗している。大きいものでも長辺が3cm

程で、いずれも摩耗している。剥離し割れているものもある。分布および胎土から、縄文時代中期の

ものと思われる。包含層からは図示した7点が出土している。

表V－3－7 包含層掲載土器一覧（続縄文時代）
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図V－3－15包含層出土の土器（12）
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2石器類（表V－3－8～45、図V－3－16～31、写真図版87～95）

今回の調査で出土した石器類を下表に示した。総数29,141点のうち、包含層出土の点数は8,826点で、

内訳は剥片石器304点、剥片7,811点、礫石器358点、方割礫239点、礫114点である。器種・出土地点

に極端な偏りはみられないが、次頁の図に示したようにHP1周辺にみられる焼けた方割礫の集中と、

3 ． 1区の石斧片集中が特徴的である。以下、器種毎に主な点を記す。

石錐85点が出土し、 9点が焼けている。素材は全て黒曜石で花十勝が3点ある。形態別には石刃鑛

1点、柳葉形10点、五角形1点、無柄凹基15点、無柄平基10点、菱形2点、木葉形1点、有柄凸

基28点、不明17点である。図番1は一稜の石刃を素材としたもので、先端部と基部の両面に調整

剥離が加えられている。幅に比して長さが短いため、一般的な石刃鍍のイメージとはいささか異

なっている。 2～10は早期、 11～28は前期、 34･40は後期にそれぞれ属すると思われるもので、

他は中期に帰属するものであろう。 31は肉厚で、両側縁に模形石器にみられるような加鑿痕があ

る。 54は焼けて白濁化し、剥離が不明瞭になっている。

石槍14点が出土し、 3点が焼けている。素材は2点が頁岩で、他は黒曜石である。形態は有柄平基

1点、有柄凸器7点、木葉形と不明各3点である。 56は焼け弾けた側縁部片が1 ･ 5-49区(FP

38北側）に残され、本体は1 ･ 5-01区から出土し接合した。 60は頁岩を素材とし、基部の図右側

に極端な凸状部を残すもので、刃部の調整剥離も浅く、両面に主剥離面を残している。 61も頁岩

製で、柄部が幅広で厚く、削器の可能性がある。
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凡例 例凡
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△ ：訓1片石器 ●：石斧

O :石斧片

一：接合関係を示す

○：焼土

(~)：遺構

ロ ：礫石器類

一：接合関係を示す

(先端に印のないものは剥片）
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１

１

１
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１
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型
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型
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型
型
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石質 壁
１
．
３
コ
５
三
６

睦

砺

癖

癖

卿

卿

卿

癖

癖

癖

卿

癖

一

獅

蝿

蠅

繩

紬

~
鋤
苅
蠅
一
畑

剛

鯉

叩

聞

弱

蝿

恥

加

迩

噸

明

伽

刈

卿
卿

獅
鰄

繩
一
紬

備 考

黒曜石 一脚剛を棚､耐噸l諭を瀞､圃鵬鞠雛耀
唾
唖
感
感

黒
黒
黒
黒

石 燐蝋緬に捌獅を獅
鵠獺

ｮ鵬焔
爵脈~m黒曜石

三

~~
リ

》
》 "'m鵬沁諦噸

燭械力il"
一鵬bｻｶ'}"

銅
砺

７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ
ｌ
ｕ
ｌ
哩
一
凪
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凶

》
銅

師こ 刷緬 瀞
サ

2

》
刑

0． 8－83

0． 9~97

》
鍋

師捌緬&瀞

0･11-8215.7 14!

’ 18 0．13-33 13.6 13@
' 19 1･4-60 25．7 18･
20 2･697 19.2 15.

’ 21 2．11-90 22．3 10.

22 3． 2－86 23．6 18．

23 3･ 3-10 23．9 17.

' 243．4－43 18．6 16．
25 3．5=19 14．4 14．

26 3． 9－39 15．5 15.

27 4． 3－20 26．6 18.

28 0．10-15 13．2 13．

29 0．10－35 17．0 16．

’ 30 0．12－47 14．5 14．

| 31 0･13-24 18｡2
32 0．13-26 24．8 14．

33 1･ 5-20 19.2 15.

34 1･ 6-70 22．6 12.

35 1．1'69 20．9 14．

36 2・牙39 20．7 14.

37 3． 6－88 22．5 12．

38 0． 6－94 22．0 14｡

39 3． 5-0＆29．7 15．

40 3． 6－63 33．9 15．

41 0． 3－23 21．3 17．

42 0･4-11 37.3 16.

43 0．4－15 26．1 12．

44 0． 5－73 40．5 16．

45 0． 5-95 22.0 15.

46 0． 5－97 47．0 19．

47 0． 6－26 35．4 15．

48 0・ 6－70 36．8 19．

49 0． 9－97 21．0 10.

50 0･11-96 22．6 14．

51 1． 5－05 56．7 21．

52 1． 6－97 40．8 19．

53 1･10-23 12.5 13．

54 1･12-91 24.4 14.

55 2． 3－95 23．1 16．

”｜邪鈍一弱

＆３
０６
~~５６
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緬
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78輔幡
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794柵湛
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黒曜石
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里
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型
型
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黒曜石 熊､鯛撫日職伽戯あり
綿獺､耐こ捌獅&瀞黒曜石

黒曜石 耐に録I獅曲獅
鰄腎

聯ｻ加順緬捌緬獅
》
砺
砺
砺
一
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砺
砺
顯
顯
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認
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睡
轄

継

弱
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哩
別
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郷： 燐材力|獺､卿こ捌獅&禰
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訂
一
胡4.8

~4.0
繩
一
雑132

39 75
40 40

41 147
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7詞

“一測

竺
亜
型
型
型
型
“

輔鰹 熊
擶'一鵬噸､鵬嶋~1．0

~4．5
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轆
轆
型
型
些
唖

継
一
雑

一鵬焔
綿‘鞠瓶緬|捌獅を撤

黒曜石
黒曜石
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羅
耐に捌諭を瀞､雌iあり
燐,蹄纈
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上表V－2-10石錐一覧 (2)

,No.グリッド|f2(m) |幅(Im) "(m)I"(9)
56 2･ 7-08 21.5 10．1 3．6 0.9

1 57 2． 9－98 17．4 12．4 2．7 0．5

58 3． 2-10 29.5 18.9 6.0 2.6

1 59 3． 2－80 29．8 14．2 3.8 1．0
60 3･ 5-81 35.0 16.0 6．0 1.8

i 61 3･ 7-60 46.2 21.8 4.8 3.0
62 4． 3－39 25．7 12．2 2．6 0．7

1 63 4． 4－01 33．1 12．5 4.8 1．7
64 4･ 4-08 28.8 13.9 5.1 1.5

65 4･ 5-03 13.1 13.1 2．3 0．4

66 4･ 5-28 16．2 11．2 2．8 0.6

1 67 4． 6－06 21．0 14．6 2．6 0．6
68 4･ 7-48 16．8 10．6 3.2 0.6

69 4・け07 22.0 15.8 5.6 1．8

, 70 0･ 5-75 25.6 14.0 2.4 Q．8
71 3． 3－80 25．6 16．0 3．3 1．0

72 4． 5－43 25．3 11．5 3．5 0．6

73 0． 3-43 18．5 10．3 4．3 0．8

1 74 0． 5－72 14．5 10．4 3．7 0．4
75 0｡ 5-76 15.0 10.5 2．9 0.4

1 76 0･13-39 13．8 12.0 2.2 0.4

77 1． 3－31 21．7 13．0 2．6 0.7

78 1｡ 3-35 15.0 10.0 2．5 0.3

79 1． 3－56 18．2 12．8 3.0 0.6

80 1･ 3-75 19.6 11.1 2.0 0.4

81 1． 3－84 18．6 15．2 5．8 1．3

82 1･ 3-86 10．3 10.8 2．3 0．2

83 1･ 6-21 9.8 7.4 2｡8 0.2

84 2･ 4-92 24.3 11.0 3.3 0．9

85 3． 4－36 30．1 15．2 6．6 2．0

0.8

~1.0

13.8

~21.7

頭加

考図番|鋤ol形態｜ ー一一瞳
262柳甚 郷'一鵬獺
86柵甚 郷,→鵬獺

44 728棚鰹鵬一鵬噸､剛こ
45 671柵蝿燐榊1k噸､緬に
46 260棚鰹師噸澗,緬'二捌
47 80棚娘
48 667柵甚耐捌諭&厳
49 674棚膿師}捌緬&謝
50 660WI傲緬に捌緬&撤
263棚擢燃,郷噸､蛎朧

51 37棚醗聯獺､細封|獅
52 65棚眼総獺､師に臓澗，
54哨陥甚燃,鄭獺､耐は

53 90－艫鞠獺､RってI~
54 139－捕繩､鮒
55 693 －聯噸､緋榊卿
261 -総力61卿k鰍
817 －溌附
272 －盛附､鮒
138－患附

14－総附？､鮒
831 －鋤
972 －懸附
970－鑑附
827－患附

824－燃附
821 －鑑附
607 －鑑附

774－幌附
682 －鐵織､剛

棚鰻

~棚鰹 鵬-鵬蝋緬噸

維一雑轆緬

師|捌獅&獅
師に捌緬&撒
燃,郷噸､脇鴬
聯獺､卿こ捌緬

棚報

噌陥基
二
艫鞠獺､Rってい

燃力i6当鵬鮴鮒

鋤鋤

軍
》

黒曜石
黒曜石 緬&瀞

総力朔に獺､緬に獄|獅を禰
師二蝿,師'二掛臓&瀞､凸獅リ

雫
》
》
》
》

を磁
愉獺､師に緬，耐封獅蛎
燃,鄭噸耐l捌緬&瀞､反ってい‘

燕
顯
》
黒曜石

黒曜石
黒曜石
黒曜石
黒曜石

‘
燃焔､蹴
鞠噸､緋榊'|獺､凸獅あり

黒曜石

黒曜石
黒曜石

》
砺
雫
率
轆
》
》

》
》
轤
輌

石槍一覧

|幅(m) "(m)
21.6 6.0

35．5 10．2

39．4 8．0

30．7 10.7

30.4 10.0

28．8 9．3

31.0 12.0

21．2 8．3

20．6 6．2

21．2 7．8

17．5 7．4

24．3 9．5

22.0 11.8

20．3 6．5

鋤一狸

22．0
－‐

20｡3

下表V－2－11

No. |グリッド|f2(1m)
1 0． 5－9524．2

2 1． 5－49 80．4

3 1･ 7-94 76｡0

4 1． 8-11 55.0

5 1．12－77 45．5

6 2･ 7-47 65.0

7 2･ 9-96 60.0

8 4． 2－10 52．4

9 1･12-12 52｡2

10 0･ 5-08 33.6

11 3･ 4-95 33.8

12 1． 5－25 26．8

13 4． 2－47 55．4

1 14 4． 6-16 24.0

４’３侭Ｕワー
~

10

11

考備

撫
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潟罷

卿測､
剛捌

錘
Ⅷ
畑
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腿
泌

Ｍ
妬
茄
別
灼
泥

１

７

１

６

番
琉
駒
珊
弱
帥
団
塊
侭
“

図

一

唖

》

》

轤

輌

藷

藷
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酷
一
》

》

》

石
石
舞
率

》
》
率

726

20

119

672

騨
厩
黒
黒

"(9)
2．5

20．2

13．9

15．0

11．7

10.1

15.4

9．7

6．1

5．0

4．3

4．9

10．6

2．6

師|捌獅蝿､No221(15-01)と齢
緬を瀞

一鵬蝋伽
劉こ&柵捌
徹
爾
を
を
獅
臓
鴎
醗
緬
耐
繩ﾌｻｶ'l"辨
一
櫛

148

767

47

師噸l獅噛櫛､反ってい§
緬に捌獅蝿､鵬りつ,$蝿
燃獺
騨附.儲|ナ
鑑附？､鵬柵硝鯲隣あり

鋤鶚

黒曜石
黒曜石
黒曜石

石錐 9点が出土し、 1点が焼けている。素材は頁岩とメノウが各1点で、他は黒曜石である。形態

は棒状と有柄が各4点、不明1点である。 65～67は両頭のもので、いずれも側縁全体につぶれが

みられ、 67の先端は摩滅し光沢がある。なお、 67は素材にねじれがあるため、裏面の剥離で矯正

している。 68も側縁全体につぶれがみられるが、図上端には使用痕は残されていない。 72はメノ

ウを素材とした刃部片で、使用痕はみられない。
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表V－3－12石錐一覧

No. グリッド|"(m) |幅(m) |"(1m) |r(9)
1 0.12-02 31.6 9．9 5．3 1.2

2 0･12-86 45.5 8.4 5.8 2.1

3 3.10-22 40.6 8．7 5.1 1．6

4 0｡13-91 39.3 16.4 7｡8 5.3

5 0． 3-18 28.2 14.2 4.3 1｡2

6 0． 8-70 13.6 7.2 2.0 0．2

7 2.10-78 27.2 15.8 4．9 2．0

8 3． 2－50“､6 22．1 5．5 3．8

9 3． 4－89 27．9 15.4 5.3 1.8

石質 腫調畷緬形態’ 備 考
65 29棒状|蹄|ﾅ､淵つ猟
66 28棒状獅剛畷､Rってい§
67 70棒状耐灘､】帥ず加つ脚
匡_二塾 1棒状耐榊|獺､淵っ卿
69 810有柄愉糠加噸聯ﾌ,蝋
70 96有柄燃鰔力に順淵つ,猟
71 142有柄淵つjME
｣786有柄一鵬郷出､‐鵬】こ胤鰍､反ってll5，苫畷
?21 673 一

淵ﾌﾎ畷､Rってい§
耐醗､】帥ず刺こつ脚
耐鰄力|獺､淵つ,猟
愉糠加噸聯ﾌ,鯏
燃溌力に順淵っ,薊

ｍ一恥

輌一蔀

鶏
顯
酷
砺
》
》

》
魎
如

表V－3－13模形石器一覧
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鶏
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郡
郡
岻
邨
岬
池
酌
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晒
岬
哩
郎

岬
郡
即
邸

仙
蝿
邪
蝿
獅
郷
岬
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咄
〃
ノ
王
戸
屋
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》
Ｏ
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ハ
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《
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岨
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刈
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似
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必

郎

恥
帷
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畔
唯
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幡
確
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－
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５

６

７

８
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紬

”

灘
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瀞

磁

緬

備
綱
州
輌
幟
纐
獺

馳
胤
緬
脚
猟
鰄
鴨
総

耐
加
聯
聯
亦
娠
娠
娠

確

鰍

癖
辨

燦

研
鰍

峨

醐

Ｏ
｜
妬
加
陥
馴
”
５
縄
帥

鋤

８

２

１

１
９

鱸

一

乃

一

刈

弼

布

両

乃

刃
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辨
一
蝿

削測鯏

0鯏力
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表V－3－14挟入石器

!』2Jグリッド1"m) |幅(1I) "(JJ)l"(g11石質 ｜図番|Wo |棚繊’ 備
’ 11 3. 2-501 29.3 1 22.3 11.6 6.31 黒曜石’ 1~ﾗ851｢…了i離棚､棚鵬慨

考 ~
~

表V－3－15つまみ付きナイフ一覧

ド
詞
泌
駆
訂
船
別
別
弱
乃
刀
兇
妬
調
館
賜
別
羽
弱
刃
哩
泥
幻

ツ
チ
チ
鮮
升
卜
仔
鵬
好
好
計
６
４
５
５
ル
ト
４
み
た
み
り
み

り
可
訓
訓
。
．
。
・
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・
・
・
・
・
・
訓
。
。
・
・
・
。
、

グ
’
０
０
０
１
１
２
３
３
３
３
３
４
４
２
２
３
４
１
３
２
０
４

儲(Ⅷ）
73．0

40.0

61．0

22．8

79．0

46．6

59．9

60．5

60.2

82．4

52．8

“､3

36．8

28.0

28．4

37．0

32．5

32．1

48．8

56．6

26．2

17．2

沁
１
Ｊ
ノ
ー
、
〕
へ
）
へ
宮
、
》
ｎ
Ｕ
ｕ
〈
叩
ｕ
》
の
／
］
八
叩
ｖ
戸
、
》
八
叩
切
へ
く
り
利
Ⅱ
旦
戸
隆
個
リ
ハ
Ⅱ
Ｕ
［
》
〃
’
○
八
）
八
叩
Ｕ
八
叩
Ｕ
《
叩
ｕ
Ｊ
《
・
ｈ
ｕ
ｎ
ク
ム
〈
ハ
ｕ
〕
の
．
〃
』
勺
Ⅱ
ユ

Ⅲ

。

。

。

。

。

。

、

・

・

。

。

●

。

Ｃ

Ｏ

。

。

。

。

。

。

。

〃
Ｊ
Ｊ
Ｋ
・
〃
”
４
ユ
戸
島
ｐ
Ｕ
Ｔ
Ⅱ
且
○
八
〉
“
伽
ユ
ユ
、
八
）
月
刎
ユ
ユ
《
品
叩
Ｕ
１
Ⅱ
ユ
の
ノ
］
の
／
］
八
ｕ
Ｕ
Ｆ
院
”
Ｕ
⑪
】
ｎ
》
△
Ｔ
Ⅱ
ユ
【
〃
●
’
八
Ⅱ
Ｕ
《
叩
琢
）
《
叩
判
》
の
ノ
与
一
叩
八
〉
１
Ⅱ
旦

幅
２
２
２
１
２
１
２
２
２
４
１
２
２
１
２
１
２
１
１
３
１
２

恥
后
屍
」
旧
可

雨

工

７
画
Ｊ
岨
一
Ⅱ
亟
蝿
一
凹
工
陥
一
Ⅳ
Ⅱ
四
一
鋤
一
皿
一
躯

段lmL")| 石質
12．2 19．4花十勝
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6．0 8．2黒曜石
18.4 44.1黒曜石
26．3 15．1 頁岩

10.5 17.8 頁岩

6．8 7．2黒曜石
3．4 1．4 頁岩
5．0 2．9黒曜石
4．8 2．6チャート

4.1 2.1 頁岩
7．6 5．8 頁岩
6．6 7．0 頁岩
8．2 12.7 頁岩

5．7 2．1黒曜石
6．3 2．2 黒曜石
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罐
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繍謡
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83 694

84 662

85 676
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88 658
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剛臓耐肛､淵つ卿
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模形石器黒曜石製の8点（1点は花十勝）が出土している。形態は模形3点、凸状5点で、原石面

を残すものが4点ある。 74は石核を、 77は削器を使用したと思われるもので、 いずれも三辺がつ

ぶれている。 74は図上面に敲打痕がみられ、 77は－－辺（図左） を欠く。 79も一辺（図左）を欠く

が、 その破断面には上下両方からのリングがみられ、使用時の破損であることを示している。
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表V－3－16掻器一覧
考図番l鋤･形態
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97 2似離ガ
98 776灘】
99 230鮒】
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緬蜘

甑ガ

鯛
直細

顧丁105~

備、
ｊ
６
４
２
３

８
２
２
１
８
１
８
７
０

錘
一
睡
嘘
仙
泌

凪
孔
孔
岨
＆
泌
＆
乱
＆
２

１

１

３
２
０
４
７
０
０
０
４
６
５
２
６

剛

●

。

。

。

。

●

。

。

。

。

。

。

ｏ

ｒ
ｆ
ｌ
Ｋ
ｎ
亮
Ｕ
ハ
、
Ｕ
〃
ユ
ユ
ト
●
ｎ
Ｕ
ｏ
氏
Ｕ
Ｆ
●
ｎ
Ｊ
八
Ⅱ
Ｕ
〃
４
ユ
同
Ｊ
Ｊ
ヘ
ペ
リ
（
ｕ
ｕ
ｎ
Ⅱ
Ｕ
、
く
り

川
イ
〆
」
利
Ｉ
其
の
ク
ム
イ
ー
ユ
イ
ー
Ｌ
の
ノ
］
利
Ｉ
ユ
イ
ー
ュ
⑨
ノ
“
イ
ー
エ
勺
Ｉ
ユ
イ
ー
ユ

肩
胆
邑
卸
マ
雲
鐸
輌

No.グリッド健(m)
105 5－89 68．0
2 0． 7－65 69．8

3 1･ 3-78 80.1

4 2． 3－75 61．0

5 2． 3－76 56．2

6 2･ 5-91 56.0

7 3･ 1－95 35｡8

8 3． 4－45 50．7

9 3． 5－05 36．2

103． 6－02 51．8

11 3｡ 6-06 37.0

12 3． 6－44 28．0

13 3．696 46．8

幅(Ⅲ）
40．8

37．2

撒片棚耐･-鵬噸い躯
撒版用､一鵬から耐鰄Ⅱ､雛間紬腱睡ﾘ､鮒
職片棚､､鵬瑚い肥､糊朏嗽鑑

》
38.9

~39.4 鯛|棚､鋤'燐緬肛､一綱ﾘi嗽
擶鮒い加､38-11,24-()7上船頁岩

流紋岩

加
暉
一
岬
一
地
一
加
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狸
一
坤
一
郵
一
郷

燐瑚I伽､卦鵬|鮖碓瀞
-鵬耐Ⅱ､総'一MMMIII､つま州きﾅｲﾌ職力
様0灘片棚､綿,聯闘l帆

頁岩

酷
轤
轄
》
》
棒

撤片棚､総緬肛､灘
職片棚､､鵬耐肛
灘片棚､耕力輌鵬鋤肛
職A制総鰄肛
燃,両鵬に細加､郷こ細&礎

表V－3－17削器一覧
考備図番|amo 形態

106232W雌’
107 130WIM

69賑
51 -

108 17"

109 12WMM
217 －

2231鰍
245リル胸

110 704 IW
677－

111 6921鍬
663 ＝

112 6641鍬
113 246帳
114 1801鍬
92 －

115 81剛

651機
652 －

695賑
116 680帳

117 655櫛
657 －

666 二

118 60欄リ

グリッド "(m)"(m) |"(m) |"(9)_
0． 5－42 51．4 35．0 9．9 18．4

0．571 88．4 27.3 13.3 25.4

0． 6－81 47．9 27．7 8．6 9．9

0･10-37 23.4 24.2 6.0 3.0

0･12-79 51.0 27.0 13.8 17.0

0･13-35 45.2 20.2 5.4 4．1

1． 3－36 23．2 33．0 7．5 5．4

1． 6－36 27．6 15．1 3．4 1.4

2． 5－72 36．0 29．7 6．7 6．9

3． 2－24 35．8 40．6 8．0 15．8

3． 2－79 26．3 29．6 7．8 5．8

3． 3-10 53.5 23.1 6．7 6.8

3． 3－52 56．0 21.3 9．5 14．2

3． 3－57 98．6 32．8 14．5 38．1

3． 5－14 57．9 11．8 5．2 5．0

3． 5－25 49．2 27．6 9．0 10．8

3・け75 27.0 27.7 3.6 2.7

3． 7－63 28．2 19．5 5．8 3．7

4． 1-08 34.6 48.2 7.7 10.1

4． 1－13 18．6 21．6 9．2 3．0
4． 2－31 65．3 39．1 15．7 35．4

4． 3－10 46．0 25．5 7．1 9．7

4． 3－12 91．3 26．2 10．9 25．1

4．4－12 23．2 25．0 5．9 2．9
4． 4－48 29．2 25．3 5．7 4．4

4． 7－49 79．8 41．0 7．0 24．1
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~28.2
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~91.3
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一鵬緬ｲ鰄剛u一:耐肛､謝蝋舗糠＃|頬
一鵬沁燃鰄肛､一鵬噸
緬加畷附
耐臓揃Ⅱ､繩こ冊揃､識順ゐている
二鵬師‘ｲ鰄卿Ⅱ､淵触､軒灘緬噸砺を厳

黒曜石

黒曜石
耐加0鋤》

酷 ~鵬緬加､つﾎ州きﾅｲﾌ？､鮴16-46と齢
一鵬耐,-鵬師I肛職鮴
",Imim肥､1蜘肛、

黒曜石
瀞順一鵬に”頁岩

頁岩
黒曜石

"110縦附､雲鵬|鮖縦謝
剛購揃Ⅱ､つま州きﾅｲﾌｶ'､鮒灘‐鵬|こ緬
蛎舗jⅡ､燃順つま州きﾅｲﾌ＃》

顎
灘片朔
剛緬mn､鋤獅碓磁珊つ“､擶榊'l"
畷鮒を棚.燗力ら~#繍耐Ⅱ､伽蝋鮒を棚》

》 ､鵬､Ⅱ､つま州きﾅｲﾌか､淵つ脚､職
一鵬耐｡一鵬緬加0燐耕》

零
》
酷
酷

燃沁‐鵬緬加‘一鵬燭順耐L一鵬}鮖碓瀞
織
螂
Ⅱ
皿
榊
榊
総沁一鵬緬IⅡ､42-20と齢

~

罫I瞬耐Ⅱ‘瀞獺､聯淵職ﾘ､燃雌l鰯》
鍔 剛卿耐Ⅱ

､鵬耐肛畷附
燐力輌鵬緬肥
灘片棚.両鵬鋤肛

黒曜石
顎
酷

扶入石器黒曜石製の1点が出土している。挟入部は些程摩滅していない。

つまみ付きナイフ 22点が出土している。素材は黒曜石12点（うち花十勝3点)、頁岩9点、チャー

ト1点である。形態は2点を除き縦長である。 80は肉厚の花十勝を素材としたもので、刃部のつ

ぶれが顕著にみられ、先端は摩滅している。またねじれと反りがきつい。主として石錐的に用い

られたものと思われる。 83は石槍の可能性もある。 84は頁岩の摩耗した剥片を素材としたもので、

極めて粗雑な作りである。 86はつまみ部の欠損した一側縁を再度裏面から調整している。刃部の

角度はほぼ90°で、つぶれが顕著にみられる。腹背面の稜が摩耗しているが、使用時のものかど

うかは判然としない。 91は頁岩の薄手の剥片につまみ部を作出したもので、刃部加工はなく一側

縁（図右）に刃こぼれ状の剥離がみられる。 94は唯一横長の剥片を素材としたものである。
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図V－3－19包含層出土の石器 （2）
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図V－3-20包含層出土の石器(3)
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黒曜石 鋤肛0噸帆
鋤肛0総附､側|姉ら訓
嚇肛畷附
癖耐肛職し醗鮒棚

蝿
一
睡
里

へ

感
噺

里
へ
里
へ 耐畑轆鮴碓翻力
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一
焔
一
Ｆ
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肥
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刻
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刀
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｜
“
亟
妬
亙
蝸
亜
別
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禮
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》
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》
轆
轤

辨
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》

黒曜石
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諭(鋤緬)躯0鍬､磁概＃
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師肛0総紬､榊献師肛剛;雌
銅肛蝿櫛片
→鵬珊肛偲紬
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黒曜石
花十勝

鰄肛0緋訓
卿肛､錦附
燃緬Ⅱ､卿灘片棚
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黒曜石
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１
１

》
蔦

榊

緬

蝋
職

焔
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咋

峨

峨
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榊

細
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》 莞鵬緬825
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一#腸締、肥
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職

里
へ
里
へ

塑
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哩
哩
型
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黒曜石 鋤肛0職附
黒曜石
黒曜石
頁岩

郷
辮
０
０
肛
肛
耐
榊’鍬

鋤Ⅱ0鵬鮴

-鵬緬,=1噸加､畷k鯛獅0厩畷
蝿
黒
黒
”
面 鵠から一鵬緬I肛､卿鮒糊803

~~732黒曜石
黒曜石
黒曜石
花十勝
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両鵬耐肛0峡鮴-鵬に細蹴倣ﾘﾙﾘ

’
三
蠅
一
職

一
一
一

哩
皿
測
応

皿
塑
幽
皿
弱
雨
“

蠅
珊

耐肛0幌附､伽

‐鵬榊肛0鋤
》
鑑
》
》
如
鵠
轆
轤

黒曜石

黒曜石
メノウ

》
蝿

繍屈‘獅肛鵬蝿棚聯噸
､鵬鰄肛､鵬0鮒を棚122

蛾

を

榊

綱

緬

皿
皿
匹

榊

獅

岬 鵬|こ鮖砿瀞

~#職揃肛､紺
蝿耐肛､獅蝋儲け､諦灘灘糊
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表V－3-19 R･F一覧 (2)

N5. ~グリッド|"(IQjmm)1"(Im)"g)ロ
56 3． 1－33 65．2 40．8 15．5 33．4

57 3． 1－44 60．0 25．0 4．9 7．7

58 3． 1－53 19．2 24．4 4．6 2．1

59 3． 2－80 19．3 11．2 3．2 0．6

60 3･ 3-25 46.4 43.6 16.8 23.1

61 3． 3－25 45．0 58．3 22．4 46．1

62 3． 3－38 24．3 23．9 9．8 6．9

63 3･ 3-5940.1 37｡1 7.8 8．6

64 3．ケ00 23｡0 18.5 3.8 1.1

65 3． 6－07 70．0 40．6 13．6 48．8

66 3･ 6-11 53．2 42.0 10.5 18.4

67 3･ 6-15 18.4 12．4 2.6 0．7

68 3． 6－17 17．4 21．8 10．0 3．2

69 3． 6-18 30.7 28.0 10.3 8.8

70 3． 6-19 49.6 42．0 7.7 16.7

71 3． 6－95 33．5 31．6 5．8 6．2

72 3． 7－53 26．8 30．0 5．5 5．0

73 3．1104 47.5 37.3 9.0 17.6

74 3･10-10 36.7 18.7 6.7 2.8

75 3･10-11 41.6 26.2 9.7 10.6

76 4．，19 26．3 18．0 4．3 1.8

77 4． 1－22 28．3 58．5 14．2 14．7

78 4． 1－29 43．6 29．8 12．3 14．7

79 4． 1－33 38．5 21．4 4．9 3．1
80 4． 2-10 38.9 19.6 10.3 6.9

81 4． 2－10 24．7 39．0 11．6 11．3

82 4． 2－12 15．6 22．3 5．6 1．5

83 4． 2－21 18．2 20．2 4．2 2．0

1 84 4･ 2-23 20.0 10.1 6.2 1.1

85 4． 2－30 26．2 13．4 7．8 2．6
1 86 4･ 2-31 41.5 29.4 8.7 8.0

87 4． 3－14 23．8 29．2 5．2 3．3

i 88 4･ 3-31 33.4 41.2 10.6 9.0
89 4． 3－43 31．5 28．7 6．5 5．3

90 4･ 4-26 21.1 18．0 3.9 1．0

91 4． 4－29 49．3 25．6 6．7 6．3

92 4｡ 5-39 52.8 17.0 8.8 6.8

93 4． 5=49 29．1 29．4 9．8 7．9

94 4･ 6-07 20.4 14.0 6.2 1.6

95 4． 7－04 16．9 21．5 3．8 1．4

1 96 4･ 7-07 34.8 26.7 10.0 7.9
1' 97 表採 15.0 15.2 3．6 0.9

65.2

~60.0
3．2

~16.8

40.1

~23.0
13.6

~10.5
70.0

~53.2

”｜羽
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1鰄測u､蝋鮒を剛.鮒
耐、織附､硴鞠力
司鵬緬iⅡ､協l職鮴を剛
耐皿嶋附､細澱礼くはﾋｭｱﾘﾝ､軸刎
鋤Ⅱ､綿附
鰄肛0燃附
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耐Ⅱ0峡鮴､伽､鋤

掻器13点が出土している。素材は黒曜石・頁岩各5点、縞頁岩2点、流紋岩1点である。刃部形態

では、主剥離面とほぼ直角をなすもの（直角刃）が4点、直角に近い角度をもつもの（斜角刃）

2点、腹背面からの比較的粗い加工によって波形をなすもの（波形刃） 7点である。 95は焼けた

斜角刃で、刃部全体がつぶれており、図右側縁と上部に模形石器状の加鑿痕がある。 96は頁岩の

礫皮片を素材とし、両側縁に波形刃を作出している。 98Aは頁岩を素材とした波形刃で、剥片

2点が接合した(98B)｡ 99は流紋岩を素材としたもので先端が波形刃である。 100はつまみ部

の折れたナイフを再生し、先端に斜角刃を作出したものであろう。 101･103は頁岩製の波形刃で

いずれも相対する二辺に刃部をもつ。 102･104･105は黒曜石の礫皮片を使用した直角刃で、 105

はラウンド・スクレイパーの破損品の可能性がある。
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図V－3－21 包含層出土の石器（4）
182



削器26点が出土し、素材は黒曜石18点（うち花十勝1点)、頁岩8点である。 106･107は共に先端

が切り出し状に作出されている。いずれも基部を欠き、つまみ付きナイフの可能性がある。 106

は図左側縁に模形石器状の加撃痕があり、 それに対応する右側縁に弾けがみられる。 108は先端

側が極端に湾曲し、刃こぼれ状の使用痕がみられる。 109は礫皮の残る縦長剥片を素材とし、原

形は一側縁は背面から、他側縁は腹面からの加工で切り出し状に作出したものと思われる。先端

を欠いた後背面からの加工で刃部を再生し、更に先端を欠損している。 110は頁岩を素材とす

るもので、基部側を欠く。先端に両面からの刃部加工があり、両側縁は先端とほぼ直角になるよ

うに調整されている。 111は、つまみ付きナイフあるいはその未製品の可能性がある。摩耗し、

焼けている。 112は先端をわずかに欠くが、切り出し状の刃部をもつ。先端側両側縁のつぶれは

顕著である。 113は礫皮片を素材としたもので、丁寧な刃部加工がなされており、焼けている。

114はつまみ付きナイフの可能性もある。刃部はつぶれ、全体に摩耗している。 116は先端に彫器

状の剥離がみられる。また、先端及びその腹背面が極度に摩滅しており （図のスクリーン・ トー

ン部分、彫器面に沿った長い使用痕と、先端から基部側に向かう短い使用痕が鮮明にみられる

（写真図版96)。一方側縁部の刃部加工は、摩耗以前のものと以後のものがあり、刃部のつぶれ

も彫器面のものよりは新しい。

Ro F 97点が出土し、 16点が焼けている。石材は大半は花十勝を含む黒曜石であるが、その他にメ

ノウ5点、頁岩8点と縞頁岩・泥岩・珪岩各1点がある。 No.15は、石斧制作過程で得られたと

思われる暗緑色泥岩の礫皮片を素材とし、 その緑辺に刃部加工を施したものの基部片である。石

斧制作に関わる泥岩の剥片は3 ． 1区を中心に多数出土しているが、 それを利用した石器はこれ

1点のみである。図番120は模形石器状の加筆痕が上下端にみられる。 121は肉厚の礫皮片を素材

としたもので、先端は斜角刃の掻器的な刃部加工が施されている。 No.44は挟入石器状の快りが

ある破片で、扶り部は些程摩滅していない。 125は両面加工の側縁部片で刃部はつぶれている。

なお、図の左側から彫器状の剥離がなされているが、明瞭な使用痕はみられない。また図右側面

には上下からの剥離痕がある。こうした点から彫器あるいは細石核の可能性もあると考えられる。

U ・ F 14点が出土し6点が焼けている。石材は全て黒曜石( 1点は花十勝）である。 126は一側縁

に刃こぼれ状の使用痕がある。先端部は焼けているが、 3 ． 6－00区出土の基部側は焼けていない。

石製品黒曜石製の焼けたものl点(127)が出土している。図の上下方向を欠いているが、下端部

は更に広がる形で続くようである。側縁は両方共につぶれがみられる。

二一ドル黒曜石製の2点がある。128は先端を欠くが、摩耗した棒状原石の一端を細く加工している。

No. 2は三角形に剥がれた礫皮片をそのまま使用したもので、先端が摩滅し、主剥離面も若干の

摩耗がみられる。

ブレード黒曜石製の2点がある。 129は焼け弾けによって割れたもので、 3カ所から出土した破片

が接合した。基部側を欠き、側縁部と先端の一部も見つかっていない。また稜は摩耗している。

両側縁に刃こぼれ状の使用痕があり、 この部分は摩耗していない。 130も稜と側縁部に摩耗がみ

られるが、図の側縁上部には摩耗していない刃こぼれ状の剥離がみられる。なお、先端部に彫器

状の剥離があり、 この打点部には若干のつぶれがみられるが、図番116のように明瞭な使用痕は

認められない。

石核10点が出土している。石質は黒曜石7点、 メノウ・頁岩各2点である。 131は各面から剥片を

剥いだ後、焼け弾けによって割られている。 132は全体に摩耗しているが、上下端に模形石器状

の加鑿痕がみられる。
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表V－3-20 U･F一覧 (1)

No. グリッド|儲(m) 幅(m) |"(m)
1 0． 5－18 37．0 43．8 7．0

2 0.13-24 21.2 12.5 2．7

3 0．13－59 38．0 26．2 5．6

4 0．13－74 38．2 22．7 4．9

5 1． 6-14 29.0 22．0 5．5

6 1． 6－27 43．8 20．7 4．7

7 2． 6-10 56.1 35．1 14．9

8 2･ 6-11 27.7 28．0 14.0

9 2･ 6-12 49.6 47.3 15.3

10 2･10-01 30．5 21.2 2.5

11 3° 1－33 18．620．0 7．2

12 3． 5－09 17．0 16．7 2．0

13 3． 6－94 25．4 43．3 9．3

143. 9-09 39.0 31.7 10.0

22.7

~~22.0

"(9) | 石質
~嵐~5黒曜石
0．8黒曜石
4.0黒雇石
4．1黒曜石
2．9黒曜石
2．5黒曜日
24．7勇雇石
8．3黒曜石
27．6黒曜石
1．7黒雇石
2．2黒曜石
0．5黒厩
7．5黒曜日
8．7花十勝砺銅

黒曜石

黒曜石

諦轆

璽閻畷緬|形態

二闘三
145

備 考
燭'一鵬Jこ熈鰍､一鵬噸､伽
鵬紬
掛職氷K蛾

~鵬J覗蜥､O,12-81上船､~鵬|鮖醗瀞
~蝋】こぽ蛾､緬|椛砿瀞193

~226 三鵬Jこぽ鰍､-鵬焔､伽
-鵬ｶこ熈峨.繍噸､2610上齢､棚167

166

126 165

62

714

162

76

103

鵬鮴､総|撫耐を瀞

-鵬】こ卿､燃焔､鋤､164(3100)上総
､鵬ｶと熈蜥､燃獺
;鋼+､総ﾌ軌､一鵬】 二こ關蜥､師噸師&瀞
鋤､一鵬】こぽ鰍､鮒
慨,→卿こ鮴､-鵬噸､磁力1
鋤､一鵬1と臘城.鞠‘→鵬|こ緬&瀞

表V－3－21 石製品

|No.グリッド|趣剛)｣腿皿】鯉(I@ "(gll"= 図蕃|鋤o形態|
' 1 2. 6-001"O,13.1L4Wi.5I異躍石「鰯｢尋i73-~1噸順協|ﾅ 備

考

表V－3－22二一ドル一覧

Ⅲ旦些|グリッド|犀(研幅皿段(Im) "(9)1 石質 ‐
1 2． 4－45 57．613．3 8．7 7．61黒曜石
2 2･ 4-45 61.2 12.3 8.4 5．2 黒曜石

攪棚ol形 備 考

1281 7171樹獅|糊噸
鋪､燃灘到羅孫司

表V－3－23 ブレードー覧

No. |グリッド 儲(m) |幅(m)l"(MI)l"(9)| 石質 ｜図番鋤5M| "
1 0． 6－71 60．2 28．8 9．8 10.8 黒曜石 129 137－稜蹴蝋燭言鵬一歌

緬獅､0581, 17

2 3． 2－4467．3 27．9 8．4 13．1黒曜石 130 783二稜締卿'､蝿踊獅

1 0． 6－71 60.2 28.8 黒曜石9.8 10.8 129 一稜 鞠蝋燃･→鵬一部噸137

緬獅､06-81, 17

考

､噸】こ胤鰍､鮒|淵lﾅ､醜
-54と齢

表V－3－24石核一覧

グリッド|儲(脳）
0． 3－22 37．9

1． 4－95 50．8

2． 4－45 36．0

2． 6－02 32．0

3． 3－25 46．4

3． 9－29 39．0

4． 1－43 25．5

4． 2－37 45．8

4． 3－26 30．5

4． 4－12 23．4

幅iml l"(m) |"(9)
38．8 17．2 23．5

21．0 23．8 37．1

29．2 24．1 24．2

24．6 9．8 6．8

69．0 18.7 53.6

25．0 18．6 19．3

55．8 12．7 16．9

40．6 16．7 32．0

33．9 15．2 15．5

48.4 16.0 8.6
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表V－3－25接合資料一覧

グリッド睦皿｣蝿剛) |"(m)"(9)
0．4－37 22．6 24．8 21．1 8．0
0． 5－75 45．9 24.022.2 21．4

0． 6－54 57．2 43．8 19．81 34．6

22.6

~45.9
24.8

~~24.0

恥
一
一
１
ｌ
２
ｌ
３

軍
如
如
雫

図題畷緬.形態’ ■祠
’ 622 1維棚､05-83と齢
1331 127 1縦棚､05-75上飴
1341 144 1騨細総|調伽T~

127

~144 朧#け､綿に淵加､

考

47-44上船
關諏|ﾅ､31-68,32-21,32-27,32-39､32-
45上船32-27M鋤は二餓＃力’
儲I卿|ﾅ､言鵬'二鋤I､FP38肚咽獅胴一鮖力！
－

4 2． 2－20 70.9 69.5 65.1 289.2 メノウ 135 805

『ー

｡ 2． 6－04 59.7 67.9 18.4

儀
37.0 136 177

108(37-23)､2625と齢
61 3． 2－581 63．21 33．61 31．4 64．5 蹄|淵|ﾅ.33-54,35-27と齢1371 975
7 3． 3－25

|驫曜石’
71.6 47.8 24.7 64.7 138 低|鍛剛ご熈蜥こう卿、736 ""'"mOWi

'33-25と齢
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図V－3－22包含層出土の石器 （5）
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接合資料小さな剥片が同一区で接合した例を含めると、かなりの量の接合資料があるが、主なもの
7個体を表にした。このうち6例が焼け弾けである。 No. 1 ･図番133はメノウの焼け弾けで、モ
ザイク状のヒビが入り、 リングやフイッシヤーは判然としない部分が多い。No. 1では0 ･ 5-83

区出土の焼けた剥片1点が接合した。 134は黒曜石の焼け弾け資料である。接合した破片はほぼ
40m離れた4･7-44区からの出土である。どちらにも先端に背面からの刃部加工がみられ、焼け

弾け後にそれぞれが石器として用いられていたものと思われる。 135はメノウ原石の焼け弾け資
料である。正面図左側に接合した剥片（3 ． 2－27区出土の7点が接合し礫皮片となっている）は
他の部分に比して焼け方が著しく、 この部分のみが再び火熱を受けたものと思われる。 136は側
縁部に刃部加工がみられる黒曜石の焼け弾け資料である。上面図・下面図にみられる、剥離中央
のリングが集約するバルブ（？）が、焼け弾けた剥片類の最大特徴である。 FP38出土の図番6
と同一原石と思われるもので、 これに関連する遺物と思われる。 137は縞頁岩の焼け弾け資料で
ある。 138は黒曜石の肉厚な礫皮片の接合資料である。ほぼ全周に刃こぼれ状の剥離とつぶれが
みられ、腹面に横方向の擦痕と摩滅がある。

I

＝

134

135

、

136

137
138

図V－3－23接合資料
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破片を含め272点が出土している。内訳はほぼ完形のもの5点、刃部を欠くもの9点、基部を

欠くもの7点、未製品2点、原石片・すり切り残片各1点と剥片類である。石材は泥岩が中心で、

他に片岩が多く、砂岩製が1点(No.22･図番146) と珪岩の破片1点(No.24)が出土している。

全体の出土分布を図V－3-17･24に示した。製品類は、点数の少ないこともあって極端な偏

りはみられないが、剥片類は3 ． 1区を中心とする接合関係が目立ち、 0． 3区と4 ．4区にもま

とまった出土傾向がある。表V－3－26～29は、接合関係を中心に、同一母岩と思われる破片類

を一括してNo.を与えたものである。図番141は緑色泥岩の偏平長楕円礫を素材とし、その一面と

端部をすって蛤刃に近い刃部を作出している。No.14は砂質の緑色泥岩が素材で、刃部を欠いて

いる。基部・両側縁・破断面・一面にそれぞれ敲打痕がみられ、破損後たたき石的に用いられた

ことが窺われる。 142は黒灰色泥岩製で、刃部を欠く破片が調査区北側の4地点から出土し接合

した。 143は大型の白緑色泥岩を素材としている。両側縁が敲打剥離で調整されているが、先端

部は未調整で、敲打痕がみられる。 144は青黒色片岩製で基部から腹面を欠く。 145は全体に丁寧

なみがきが施されたもので、刃部の作出状態をみると再生の可能性が高い。 146は砂岩製で、全

体が比較的丁寧にみがかれている。両側縁に平行する刻みが何条もみられるが、制作時のものか

石斧

着装時のものかは判然としない。 No.25は敲打痕

が両側縁に顕著にみられる原石片で、 3 ． 1区の

集中出土地点内から得られた原石片と接合してい

る。 147はすり切り残片で、焼けて赤褐色を呈し

ている｡150は極端に片減りした刃部をもつもので、

先細りになっており、基部側に刃を再生したもの

の可能性がある。 151は剥片が3 ･ 1区集中出土地

点から得られた原石片と接合したもので、敲打痕

がみられる。 152は両刃の刃部片と思われるもの

であるが、刃部は顕著な敲打痕によってつぶれて

いる。 153は非常に整った形の先端部で、刃部に

は使用による縦方向の擦痕が顕著で、片減りして

いる。 154も153とほとんど同形の先端部である。

刃部は片減りが顕著で片刃的であるが、 これは再

生を繰り返した結果かと思われる。使用痕は擦痕

ではなく剥離痕で残されている。 No.61～65は3 ．

1区の集中出土地点の資料である。No.63 (図番

157） を除き全て緑色泥岩の破片で、中でも礫皮

片の割合が高く、敲打痕がみられるものも多い。

従って、 これらは石斧の一次製作に関る破片類と

考えられる。 156は破片類の接合資料で、やはり

礫皮部分に敲打痕がみられる。 157は薄手の片岩

製のもので刃部を欠くが、基部側が一面から薄く

研ぎ出されており、 この部分が刃部として使用さ

れていたものと思われる。 158は小型の石斧で、

先細りの形態を呈す。石のみもしくは基部側に刃
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表V－3－26石斧一覧 （1）

|No.グリッド 匙(側）
1 0･ 3-13 47.4

2 0． 3－15 84．6
3 0･ 3-23 37.8

4 0･ 3-24 18.5

0． 3－25 28．8

0． 3-25 13.4

0． 3－25 31．0

0． 3－26 －

0． 3－32 －

0． 3－33 27．0

i-5 0･ 3-43 3757
1 6 0･ 3-43 24.8

7 0． 4-11 94｡8

8 0． 5－03 28．3
9 0･ 5-29 80.2
10 0･543 15.8

11 0．ヶ76 50．6

12 0． 6-84 36.3

0． 7－28 29．6

0． 7－86 30．0

13 0･ 9-18 34.4

14 0･10-15 88.0

15 0･11-62 29.6

16 0･10-26 90.8

17 0．12－35 11．8

1.12-68 18.8

18 0･12-96147.4

19 0.13-87 97.0

20 1． 2-95 62.1

21 1･ 3-09 63.2

22 1． 3-11 108.0

23 1． 3-23 25.1

1． 3－49 23．9

24 1． 3－63 61．3

25 1． 3－73106．4

26 1． 3－85 82．2

27 1． 4－01 24．6

28 1． 4-36 38.4

29 1． 4－53 7．8

30 1．4-60 15.4
q1 1.． ハー侭1 一

4

~

12

17

1． 2－95

1． 3-09

Z2 1． 3-11

23 1． 3－23

1． 3－49

24 1． 3三63
25 1． 3－73

26 1． 3－85

27 1． 4－01

28 1． 4-36

29 1． 4－53

30 1．4=師
31 1． 4－61
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石質石質 ｜図番畷蝿 備 考
号灰色片岩 799洲
証色片岩139 796鱗､剛､鞠噸
緑色泥岩 798職附
緑色泥岩 807蕊附､繩あり
緑色泥岩 808欝附
緑色泥岩 809欝附
緑色泥岩 810鍬.797(03-26)上船
緑色泥岩 797鮴､2紬リ
緑色泥岩 879鮴2勅リ
緑色泥岩 800静附
茶色泥岩 140 791聯焔
緑色泥岩 806蛎附
緑色泥岩 778幌附､繩ﾙﾘ
ﾖ緑色泥岩 460箭附
緑色泥岩 141 287縣熊H卿錨すって聯側
茶色泥岩 247甥附
黒色泥岩 520郷

線画児岩 499柵 二一｜
緑色泥岩 196欝附
緑色泥岩 279欝附
緑色泥岩 122鵬附
緑色泥岩 95淵蝋鞠‘鵬'一m'職mlこ繩あり
黒色泥岩 544繩
諏…142 101淵蝋92‘32,53(1'11-46,0･12-43,45)と飴
緑色泥岩 34駕附
緑色泥岩 35舗片

青灰色片岩
唐灰色片岩 鱗､剛､謝噸

'郷＋
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箭附
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緑色泥岩
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表V－3－27石斧一覧 （2）
No. グリッド儲(m) 幅(Im) "(II) |
可4. 2． 3-65~26.5-19.3-4"

2． 3-65 20.8 25．8 6．1

2． 3－75 16．9 27．2 3．2

45 2． 3－68 64．3 51．3 23．4

46 2･4-40 41.2 17.9 5.0

47 2． 5－08 25．3 41．4 4．2

48 2． 5－74 57．3 43．5 19．2

49 2． 5－77 78．6 49．8 14．0

50 2． 5-87 26.9 12.0 1.8

51 2． 6-17 33.9 19.0 6.9

52 2． 6－32 75．2 49．9 14．2

532． 6－78 38｡5 15.9 4.2

54 2． 7－08 34．0 44．3 7．3

55 2． 8－02 76．8 36．2 12．2

56 2． 8－11 43．2 23．8 5．7

2． 8-11 22.6 16．3 3.5

57 2．，36 52.6 33.0 7．8

58 2･10-59 60．5 43．6 18．5

59 2．11-05 71.6 41.5 4．0

60 3． 0-99 21.9 32.2 13.1

3． 2-02 32.7 13.0 5.9

61 3･ 1-24 31.0 21.8 5.7

3． 1－29 35．9 99.0 12.3

3･ 1-33 87.2 40．0 44．5

3． 1－33 37．1 21．7 4．5

3． 1－33 60.4 36.0 12．5

3． 1－33 17．741．2 9．3

3． 1－33 29．3 34．6 7．6

3． 1－33 18．2 40．1 8.2

3． 1-34 37.1 18.2 8．3

3． 1-34 45.0 34.4 13．0

3･ 1-34 52.6112.3 16．1

3･ 1-34 - --- ---

3． 1－34 41．1 26．4 6．2

3． 1－34 － － －

3． 1－35 一 一 －

3． 1-43 20．3 37．0 7.4

3． 1－43 85．7 67．3 22．0

62 3･ 1-34 43.0 55.4 12.0

3． 1-35 15.6 36.9 6．6

3． 1－43 26．3 35．0 6．5

3． 1－43 19．3 16．4 7．5

3． 1－43 25．3 67．0 7．4

3． 1－43 － － －

3． 1－43 33．4 56．3 14．4

3． 1-43 27．8 10．6 6.3

3． 1-43 一 一 －

3． 1－44 39．7 48．4 11．8

3． 1－44 25．4 7．9 5．5

3． 1-44 26｡5 14.0 5．0

3． 1-44 29．4 19.2 11.6

3． 1－44 － － －

3． 1-44 26.2 30.9 7.1

3． 1－44 － － －

3． 1－44 20．9 11｡7 3.1

44

25.8

~27.2

56

60

61

12.5

~9．3

62

一

11.8

3． 1－44

3． 1－44

一二

3．1

図番|"Nol 備 考
772欝附
773鰄附
683；|片

759淵片､剛
733欝附
404鮴.405(25-08)上船
451鋤､鶴肪リ

153 364鋤噸､耐､柵ﾘ､淵}棚k掲紬i鵬臘臘
389ﾈ|片
367箭附

lM373馴纈､胴､柵､珊瑚によ捌職ﾘ.､鵬
406緋､352,401(26-86,87)上船
248】紬､剛

155 212卿噸､剛赫捌脳リ
283鋤

284繩
134淵噸､剛識臓l職リ
137鋤
98欝附
841舗片
443ﾈ|片
661鮴

657鮴､650(31-43)上船
156 705鮴鰄ﾙﾘ､844.847'699(31-33,3
706鮴

754鮴
843洲
845鮴

846洲

658鮴
659鮴
694欝附､680(31-35)上船
696舗片､2鰯リ
697箭附
885静片､3鋤リ

681駕附､j|賂1’紡リ
649＃1片

720鮴､559(43-03)上齢
693鮴繩あり､623(31-95)上齢
766鮴
717洲餅砿ﾙリ
718#l片
719鮴､附臓ﾘ､643(31-53)上齢
720紺､6鰯リ
721*l片

752紺
753鮴4紬リ
652駕附､紺助リ
653箭附
654鮴

655鮴
709鮴､5鰯リ
710ﾈ|片､緬刎
711紬､2鋤リ
712ポ||片

鮒.405(25-08)錨
割；､鶴肪リ

鋤纈､胴､柵､淵棚によ捌職ﾘ.､鵬
認352,401(26-86,87)上船

獅焔､､鵬細|脳リ
鋤

欝附

削附

認

鮴､650(31-43)上船
洲､繩ﾙﾘ､844.847'699(31-33,3

鮴一珊洲

静片､3鋤リ

駕附､ﾈﾘ格1’紬リ
ネ1片

＃1片
鮴､揃勵ﾘ､643(31-53)上齢

鮴4紬リ
欝附､翻勵リ

耕

"(9) 石質
2．2緑色泥岩
2．7緑色泥岩
2．0緑色泥吾
86．6緑色泥岩
4．6緑色#諾
4．4灰色泥岩
72．2黒緑色泥岩
112.7緑色罐
0．7緑色泥岩
5．8緑色＃諾
95．4白緑色#諾
2．3緑色泥岩
13．4率色泥岩
61．8白緑色泥吾
5．9白緑色泥岩
1．2白緑色泥吾
21．3緑色泥岩
55．8白緑色泥岩
17．1青色片岩
8．5青色片岩
3．4青色片岩
4．4緑色泥岩
49．0緑色#諾
84．9緑色泥岩
3．0緑色#藷
18．5緑色癌
5．6緑色泥岩

6．5緑色泥岩
5．4緑色幟
5．0緑色泥吾
14.0緑色罐
91.1緑色#諾
25．5緑色泥岩
6．2緑色#藷
2．7緑色泥岩
8.0緑色泥岩
7．4緑色泥岩
123.8緑色#藷
28．1緑色泥岩
4．3緑色泥岩
5．2緑色#藷
2．4緑色泥岩

緑色泥岩
緑色泥岩

啼幟榊端峠

緑色泥岩

岬蹄峠

白緑色泥岩
緑色泥岩

雛

》一端

緑色泥岩
緑色泥岩

峠》怖》峠》蹄補

緑色泥岩
緑色泥岩

幟峠蹄》

緑色泥岩

細|職リ

4)上攝

緑色泥岩15.2

~7．6 緑色泥岩
緑色泥岩堅
“
｜
恥
一
岬
一
型
些
郡
一
型
郡
一
迦
一
Ｍ
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一
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泥
一
鍵
一

緑色泥岩
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》
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緑色泥岩
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緑色泥岩
緑角泥岩
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’表V－3－28石斧一覧 （3）

|No. グリッド儲(m) |幅(") |"(mm) |"(9)
’ 62 3． 1－44 23．6 19．2 5．3 1.9

3． 1－44 一 一 － 8．6
3． 1-44 11.5 11．9 3.6 0.4

3． 1-44 42.9 22.6 4.9 6.0

3． 1-53 47.3 19.3 9．7 11．1

3． 1-53 46.8 23.6 5.3 8.0

3． 1－54 32．5 19．8 2．8 1．7

3． 1－55 25．0 12．1 3.8 1.4

3． 1-79 29.0 13．1 6.8 3.0

63 3． 1－48120．2 45.7 12.3115.3

’ 64 3． 1-55 18．0 10.6 3.6 0.9

65 3． 1-59 82.0 27.1 10．4 37.0

66 3･ 2-38 63.8 20.9 11.0 25．8

1 67 3． 2-60 66.2 29.7 14.1 37．5

68 3． 2－77 69．9 37．5 9．8 49．9

69 3･ 2-98 16.1 23.7 3．0 1.1

3． 2－99 － － － 4．2

｣ 70 3･ 3-15 88.9 39.5 11.2 42．9
1 71 3． 3－16 62．9 35．7 11.9 39.1

72 3． 3－50 40．5 28．9 9．6 9．6
4． 5－12 45．4 22．0 5．3 3．5

4． 5－22 70．5 34．2 9．5 62．6

4． 5－22 一 一 － 6．9

4． 5-23 - - - 7.0

4． 5－32 24．3 16．2 7．5 1．8

4． 5-33 19｡1 17.2 4．2 1.4

1 73 3･ 4-21 16.2 17.0 3.0 0.9

3． 4-21 28.5 20.1 4.3 2.6

74 3． 4－35 54．4 28．0 25．0 42．2

75 3．4－60 51．6 58．0 6．2 23．4
76 3． 5－07 28．0 17．6 4．7 2．6

77 3． 5－07 20．2 9．6 2．5 0．4

78 3． 5－08 26．9 9．7 3．1 1．0

79 3． 5－86 59．2 34．2 17．7 52．9

80 3｡ 6-16 15｡4 7.7 3.4 0.5

81 3． 6－78 21．3 18.0 4.5 2.0

82 3． 6－86 38．8 45．4 4．0 5．6

83 3． 6－89 26．7 21．7 6．2 2．8

84 3･ 6-96 37.3 24.0 6．2 655
85 3． 6－98 29．8 22．2 3．7 2．0

3． 6－98 24．5 15．8 4．3 1.4

86 4･ 0-18109.4 43.9 21.1 143.9
87 4． 0－19117．9 52．6 21．6152.6
88 4． 1-02 79．5 25.9 9.1 28.0
89 4． 3－02 42．4 15．0 5．1 5.9

904． 4－02 7，4 21．2 2.3 0.4
91 4． 4－06 14．9 6.2 1.7 0.1

92 4． 4－08 28．7 19．0 4．7 2．8

93 4． 4－27 一 一 － 93．3

94 4． 4－27 77．8 37．2 8．1 23．5

95 4． 4－28 28．9 24．1 6．2 3．9

96 4．4－41 30．4 30.0 10.0 8.3
97 4･ 5-00 17.1 14.9 2．6 0．9

98 4． 5－13 15．5 13．7 1．8 0．5

99 4． 5－15 49．2 24．3 9．3 17．2

62

69

72

73

85

~~86

耐

坐
》
蹄

図番|MIol 備
713鮴
715欝附'j鵬1勅リ
7161M
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641＃|片､繩あり
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858鮴､繩あり､624(32-80)と齢
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616#M
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研
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緑色泥岩
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主
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目
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目

峠
峰

灰色泥岩

搾
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緑色泥岩
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592駕附

884鮴
561欝附
891鮴72点ル
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501洲
472欝附
84背紬

鮴一鍬
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緑色泥岩
白緑色泥岩
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表V－3－29石斧一覧

No. |グリッド|健皿Ⅱ“
1001 4･ 5-28 12.913.6
101 4． 6-08 11.0 24.4

102表採 72.5 26.5

103 表採 22.5 28｡1
104 表採 一 二

(4)

"(m)
4．4

4．8

12．0

3．4

考備図番|fWol

布#謄
一ﾄ三驍珊

鋤鋤

石質銅
“

Ｍ
郷
率

蹄
》
》
緑色泥岩

I

7万|青黒色片岩

部を再生したものと思われる。 No.86は偏平長楕円礫を素材とした石斧未製品と思われるもので、

一側縁先端側の敲打剥離が深く入り過ぎたために断念したものであろう。 No.87は礫皮片を素材

とした未製品で、両側縁に敲打剥離による調整と、先端の一部に刃部を作出するためのみがきが

みられるが、いずれも中途で放棄されている。 160は小型の石斧で、基部に敲打痕がみられ、先

端は使用によって弾けている。No.90～96は4． 4区の集中出土資料である。特に4･4-27区のP

9北東部にほぼ集中してみられ、一部はP9上面にも広がっていた。石材は3 ． 1区の集中地点

同様に緑色泥岩が中心で、やはり礫皮片が多く、石斧制作に関するものと思われる。

すり石25点出土しているが、破損しているものが多く、焼けているものも3点ある。素材は玄武岩

(No. 9、図番164) と砂岩(No. 12)が各1点ある他は全て安山岩である。断面三角形を呈する

ものが大半であるが、亜円礫・長楕円礫を素材とするもの各1点と偏平楕円礫3点がある。 161

は上下端が使用されているもので、図の裏面が焼けている。 162は端部片であるが、通常みられ

る使用面に接した側面にも使用面が残されている。 163は敲打剥離で調整された図の下辺が主た

る使用面であるが、図上辺もわずかに使用されている。 165は長楕円礫を素材としたもので、使

用面の幅が広い。全体に火熱を受けて焼け弾けたものと思われ、かなり離れた地点から出土した

破片が接合している。 168は使用面が幅広で敲打痕がみられる。 169は亜円礫を素材としたもので、

握り部の調整はないが石冠状の形態を呈し、使用面も広い。 170は三辺が使用されている。 173は

一辺が敲打剥離で調整されているが、使用痕は不明瞭である。

砥石22点あり、いずれも良く使い込まれた破損品である。素材は全て砂岩であるが、 その質はまち

まちで、径lmm内外の大粒の砂を多く含むもの（粗粒砂岩）が7点、泥岩に近い細かさの砂が主

体のもの（細粒砂岩） 2点とその中間のもの（中粒砂岩） 13点に分けられる。使用痕には面的な

ものと溝状のものがあり、粗粒砂岩を素材としたものには溝状の使用痕はみられないことから、

砂粒の粗さによる使い分けが行われていた可能性がある。 174は粗粒砂岩を、 176は細粒砂岩を素

材としているが、いずれも両面ともかなり使い込まれており、側縁の使用面には擦痕がみられる。

177･179 ･184･186には溝状の使用痕が明瞭にみられる。 178はNo.371 (図左側）のみが焼けて

いる。 187は、図の下面に稜を残す凸状の使用面があり、いわゆる「トチむき石」 （渡辺誠1980)

の先端部片の可能性がある。

石冠安山岩製と砂岩製各3点がある。 188は偏平亜円礫に若干敲打調整を施した小型のもので、使

用面はすり石並の幅でしかない。 189は砂岩製で、使用面が片減りしている。

たたき石18点がある。石材は安山岩13点、泥岩3点、珪質岩・砂岩各1点がある。凹状の使用痕を

残すものが大半で、位置は端部・側縁部・面部とまちまちで、複合するものも多い。 192と198は

使用痕が面的に残っているが、 「トチむき石」状の稜はみられない。 193は、図の右側縁からの加

撃によって二つに割られている。敲打痕のみられる上半分の破片（図上、遺物No.610)は焼けて

いないが、下側半分は焼け弾けている。出土地点はまちまちである。 194は棒状の砂岩を用いた

もので、両面の同じような地点に深い凹状の使用痕ｶﾇみられる。 199は折れた石斧の中央部片を

たたき石に転用したものである。
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石皿破片を含め6点ある。 201は黒色を呈し、大きさの割に重く、小型の石皿に適した石材が選択

されている。 No. 2は安山岩の板状礫を主体としたもので、両面が使用されている。No. 3 ･ 4は

同一個体の破片と思われる。No. 5 ･ 6は砂岩を素材としたものの破片である。

台石 3点がある。No. 3は201の石皿と同じ石材である。

板状礫 5点がある。No.1･ 2は石斧の原材として採取されたものかもしれない。 202は凝灰岩で、

一面と一側縁が酷く焼けて赤化し脆くなっている。 3 ･ 9-18区を中心に細かな破片が散っており

接合に務めたが3009余の細片が残った。

石製品蛇紋岩製の垂飾(203) 1点が出土している。出土地点は調査地点の南端で、単独の出土で

ある。青灰色を呈し、全体に丁寧な研摩がなされ石斧状の形態を示す。穴は石錐で両面からあけ

られており、上端にみられるくぼみは、片側（図正面）穿孔の名残である。
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表V－3－32石冠一覧
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３
５
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７
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０
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８
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５

１

１

略

一
唖
“
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２
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一
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錨
酷
蹄
罪
罪

考

４
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５

38.0

~39.0
~

6 63.6

表V－3－33 たたき石一覧

No. グリッド 愚(剛) |幅(IM)
1 0． 5－68170．0 72．0

2 0.12-49150.7 69.4

3 1． 2－68 73．756．1

41･ 3-46 72．6 52｡0

170.0

~150.7
1． 2－68

1． 3－46

駐(mm) |"(9)
52.7680.0

37.4 602.0

43.6210.0

38．82M.2

祇
癖
一
》
理
媚

備

岬

榊

繩

嚇

鯉
５７ ７

称

祁

郡

鵬

繩

Ⅱ

ｒ

Ⅱ

■

し

小

岸

端

端

端

端

淵

０
５
６
８
８
４

鋤
鋤
１
邪
鳴
如

~
躍
一
馴
皿

皿
一
慨

190

~191端'一i'↓鵬ﾄﾆ繩
一端,一献繩

一端
'鵬|こ＃砿
淵鮒噸､664'757193

考

‘326'6()7,632‘568'610５

’

６

2． 2－97 黒色泥岩150.3 60.6 37.8 348.8

(24-45,26-66,32-05.06,55,34-43)上船､6101ﾙ幟け
5651耐珈撹

計

計
一
計
一
針

醗
一
竺
蝿
一
唖

36.6 462.2 安山岩
29.5356.3安山岩
38.9 409.5安山岩
33.8439｡1 砂岩

38.6351.7安山岩
45.1384.0安山岩
46.8387.1緑色泥岩
39.9160.0安山岩
19.2 92.6緑色泥岩
64.4610.0安山岩
39.2550.0安山岩

３２
●■

６２
６５

４３

安山岩
安山岩

439｡1

351.7

安山岩
緑色泥岩
安山岩
安山岩

64.4

~39.2

53.6

126.6

139.2

150.6

127.8

釦
一
空
蝿
一
狸
蝉
一
岬
一
恥

７
’
８
’
９
面
一
Ⅱ
五
一
竺
型
賜
而
了
面

194 嚇
赫
鵬
献
間
一
荊
淵
恥
”

195 淵‘耐Iこ繩､鋪焔
-燃繩､407(35-35)|据
~聯邑繩

605

611

386
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197

198

78.9

~76.7鄙
－
４
－
４
－
４
ｌ
４

４

４

繩
一
型
剛
一
抑
一
却
一
弛
一
認

繩峨
獅

。
■
一
』

一
利
｝
棚

竺
鋤
一
岬
一
岬
一
岬
一
砥

54.1

~48．2 型
蝿 一鵬に繩.榊
職k繩
-m'一鵬に赫
淵に繩

榊199 t研O鮒
些
坤
一
班
一
脚

598

~739
343.9

530.0
安山岩’ ’ 5581淵に繩
安山岩’ 2001 4821一献聯順､砺

39.2

64.3

表V－3－34石皿一覧

No. | グリッド
1 0･ 3－50

2 0． 3－64

3 1･11-36

4 1．11－37

5 3． 5－80

6 4． 5－12

。ハ｜］？

４５

R(m)
166.0

74．9

84．4

97．4

79．3

89．0

幅(mm)
126.2

62．2

展(M) |"(9) 石質
58.01,860安山岩
25.5155.7安山紫
25.7145.7安山紫
28.4300.0安山堤
54.6221.3砂岩
30.5,307.5 砂岩

安山岩
安山岩155.7

~145.7 安山岩
安山岩300.0

221.3

塗鑑

跡
一

埜
獅
一
卯
一
別
亜
蝿

躍

血
一
一
一
一

備 考

？ 一耐ﾘ<|卿､捌瞭崎JtKil'
鮴､繍剛一耐ﾘ<|卿,一耐腱
砺､棚峨棚一耐ﾘ<鮴

~

66.1

~90.6 鮴#峨鯏､一耐ﾘ<嚇
鮎.一耐ﾘ<|赫
職､一耐＃き

34.2

~60.6
表V－3－35台石一覧

No.グリッド

1 0･11-11

2 0．13-21
3 1･ 8-90

Z
~3

“

108.01

124.5

190.0

幅(m)
99．2

94.2

108｡0

"(IM) |"(9) | 石質
65.6733.0安山岩
41．5760．0安山岩
70.5,2,290安山岩？

760.0

2,290

備

き

助

き

、

搬

跡

雌

｝

刑

臓

動↓ て

緬
岬
榊

錘

鮒

８

面

麺
ｌ
■
．

職､一耐脆

備辮円獅､一耐脆

考

表V－3－36板状礫-覧
｜
坐
ｌ
ｌ
２
ｌ
３

グリッド
0.11-68

1．1l89

2． 6－53

皿
“
恥
”

屋
６
４
８

、
１
Ｊ
〃
旬
く
り
《
ｈ
ｕ
ａ
刎
斗
且

Ⅲ

。

。

ｏ

ｒ
■
！
、
、
）
八
〉
戸
島
Ｊ
の
グ
ム

さ

１

戸
胆
嘩
剤

、
Ⅱ
Ｊ
〃
《
路
叩
〉
、
叩
Ⅷ
〉
《
ｈ
Ｕ

Ⅲ

。

●

。

／
Ｈ
１
、
利
Ⅱ
皿
の
グ
ム

ｎ
ｘ
ｍ
〉

幅

４

４

６

"(9)
34．6

20．7

68．1

頭
一
癌

鋤
一
研
面
獅

~

~

鴎
一
二

備 考
職､64'55(0･13=58,1･12-02)t飴
職
職
協|ﾅfい‘､223'222,896’225～231,233～238
(39-17'18'28)上齢

鑑
酷

4 3． 9-07 凝灰岩370.0 160.5 72.4 3,425 202 428

51表採’ 127.01 84.61 27.51446.21安山岩’ 888

表V－3－37石製品

No. グリッド|匙(Ⅷ)"(IM)| "(m)|"(9) | 石質 ｜図番鋤No
| 1 3･ 0-991 58.0 34.11 5.31 16.8蛇紋岩203 842 "

備 考
１

199



方割礫接合後239個体になった。 このうち焼けているものが75個体と約三分の一に上る。接合した

ものは58個体で、 このうち33個体が焼けており、焼け弾けと思われるもの25個体が含まれる。石

質は安山岩が最も多く、 ほぼ半分の117個体を占め、焼けているものが50個体ある。次いで凝灰

岩が29 （焼け7）、泥岩28 （焼け4）、砂岩23 （焼け5）、珪質岩20 （焼け4）、玄武岩15 （焼け1)

の順で、その他に石英閃緑岩3 （焼け3）、輝緑凝灰岩3 （焼け0）、 シルト岩1個体（焼けl)

がある。

接合部分を除く破片の割れ方は、破断面一面のB型が52個体（焼け5）、同二面のC型が44個

体（焼け13)、三面のD型が35個体（焼け13)、四面のE型が48個体（焼け11） となっており、

B型の焼けたものの比率が低いことがわかる。またNo.191のように、半分が焼けて残り半分が焼

けていないものや、 No.11 ･37 ･56･ 111などのように接合後B型になる焼けた接合資料も多い。

これは図番193のように、 あらかじめ割った半分だけを焼いて弾かせている例が多いことを示す

ものといえよう。

分布をみると、沢跡北側の0 ･12， 0･13区と、沢跡南側の1 ･ 6～1 ･ 8， 2 ． 6～2･ 9， 3 ･

7区及び、 3 ． 1， 3 ．2区と3 ． 5， 3 ． 6， 4 ． 5区の四地点に比較的多くみられる。焼けてい

るものの分布は0 ･13と1 ･8， 2･8， 3 ． 7区に比較的集中し、接合関係をみると、沢跡南側に

沿って、 HP3を跨ぐような形のものが目立つ。

図示したものは焼け弾けの例で、 1と2は、 0 ． 9～3 ． 7区にかけて出土した焼け弾け破片の

接合資料で、石質は安山岩である。 3は2 ． 6区出土、 4は2． 6， 3 ． 6， 3 ｡10区出土の破片が

接合したもので、石質はともに砂岩である。 5と6は、 4 ． 5区出土の破片を中心に接合したも

ので、 5は珪質岩、 6は安山岩である。
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方割礫一覧（1）

駐(Ⅲ) |幅(m)l"(m) 重埜
54.9 46.9 17.0 62.7
54．5 31．9 14．2 19．1

56．2 33．4 26．4 48．6

76．4 40．9 19．9 99．9

36.4 23.0 19.323.6

88.9 78.9 43.9495.4

36．5 51．5 25．3 38．8

18．0 22．5 6．4 2．1

34．2 20．0 16.6 10.5

47．2 30．7 11．6 14．4

71．3 60．8 47．6119．3

101.0 67.2 10.0107.4

31.0 15.4 14｡0 8.1

79．3 40．5 23．0 55.〔

74.9 47.3 26.4 86.2

80．0 28．5 12．6 21．7

40．1 32．7 9．6 12.（

65．3 34．4 13．6 33.7

56．8 50.8 14｡2 38.[

153.8 44.0 35.6371.(

46.5 23.8 11｡7 11．7

71．7 25．622．6 38.（

57．4 37．8 19．4 53．4

29.6 30.0 12.0 73(
68.8 21.0 11.820.ｺ

“.0 44．0 36．0124.（

76.5 54.0 57.8221.｛

41．2 24．4 12．8 13．1

14.2 19.1

26.4 48.6

19｡9 99.9

19.323.6

43.9495.4

25.3 38.8

6．4 2.1

16.6 10.5

11.6 14.4

47.6119.3

10.0107.4

14.0 8.1

23.0 55.9

26.4 86.2

12.6 21.7

9.6 12.8

13.6 33.7

14.2 38.5

35.6371.9

11｡7 11.7

22.6 38.9

19.4 53.4

12.0 7.0

11.820.1

36.0124.6

57.8221.5

12.813.2

54.0

~24.4
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C､鮒m16
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鐸
珊
那
罷 B
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(19-22'55
－1~1両安山岩
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53.2315.0
47.5373.4

14.3 30.0
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5．0 2．0

25．3 75．5

73.21,130

15．8 46．0
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27．6 33．2
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32 0．1併18

33 0･1127
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表V－3－39方割礫一覧

応1グリッド|罐(Ⅷ) |幅(剛) ’
54 0．13－12 41．1 20．7
55 0．13-15 39.4 40.2

56 0.13-40 67.0 65.0

57 0.13-56 53.8 19.0

58 0．13－59 25．4 18．3

59 0.13-76 87.6 49.5

ﾄ m0･13-76 69.5 48.2
61 0．13－77 42．3 37．0

62 0．13-77 28．2 23.8

1－堕0･14-09101.3 60.6
' 64 0･14-17 69．9 46.6
65 1･ 2-37 70.1 39｡7

66 1． 2-84 94．2 86．2

67 1･ 2-86116.6 76.3

68 1． 3－50 43．2 32．8

， 69 1． 3－50 34．8 29．8

70 1． 3－50 48．7 38．2

71 1． 3－52 40．7 40．9

72 1． 3－54 32．2 20．0

73 1･ 4-18 50.4 45.2

74 1． 4－36 58．6 49．1

75 1． 4－47 47．0 48．2

76 1． 5－3333．0 50．2
77 1･ 5-50170｡0116．0

78 1． 5－68 48．1 28．7

79 1･ 6-11 22.7 22.3

80 1．512 44．5 37．7

81 1･ 6-16 36.11 9.9

65.0

~19.0()･13-56

0.13-59

里的

0･13-76

0･13-76

0.13-77

0.13-77

埜髄

38.2

~40.9

1． 6－11

1．512

（2）

段(剛）
38．0

24．6

34．5

12．8

12．8

26．0

39．6

33.0

21．7

41．6

27．4

》
備

鳩
版協

、

岬

蝿

岬

協

Ｃ

伽

も

’

一

日

Ｌ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｅ

Ｃ

Ｏ

欝

一

苓

妥

考

二二228.1

16.1

雪
禮

珪質岩“”
｜
恥
一
四
一
“
｜
恥

安山岩
~

安山岩
｜
誰
鍵
鍵
辨

~

’ 550m~

匡雨
548

890

787D

786BﾅE≧851(12-92)上擬総鵬､鮒沌'5
828E+E+E､飴徽
894E､脇ljている
900E

887C､鮒ている
834B

803C

783B

816C

436E －’
493B+B､374(26-26)上齢繩幣膿
522B+C+C､523(15-58)､492(15-68)上擬雛鵬
526E､關扣'5

412B+C+C､417(16-12)､324(16-21)t擬獅滞僻
420,E+E､403(16-26)と齢維
5271E､協伽'6,4点あり
402E -I

fil:+E+Ef531･534･409'502･356･357'368･606i

C+C､飴惚
，

E+E+E､攪舗
E､脇ljている
E

C､協吹いる
B

C

~

B+B､374(26-26)上齢鯛滞膿
~

B+C+C､523(15-58)､492(15-68)上擬雛鵬

18.2

51．4

~70.170.1 誰
需
酔

1,045

18.7 19.8

10.6 8.3

17.3 34.6

21.4 34.8

9.0 6.2

10.2 35.2

38.3114｡7

37.9106.2

22.0 42.1

60.61,468

14.5 19.4

5．8 3.2

19.4 32.2

3．7 1．9

麹一理

1.9

岩
一
岩

山
一
山

安
一
安

鍔
癖

安山岩
~安山岩
｜
濡
珊
婦
蝿

篭
82

83

1． 6~24

1． 6－39
泥岩
玄武岩

迦
岻
一
岬

~15.9 ~8.5 ~3.0
鯉
一
妬

1． 6－72 64.4 44.2 17.8 砂岩

(16-72,92,96,26-03'12‘13,32-17)上飴細､綱け
ル

ル
｜
ル

6-91

6-95

7-69

麺
岬
一
抑
一
皿
抑
一
理

20.7

~27.3
“
｜
“
｜
恥
一
“
｜
岬
一
醐
一
墾
恥
一
岬
一
“
｜
“
｜
郷
一
蝿
一
哩
一
叫
一
呼
一
池

職
禮

12．4

16.8

23．6

18.0

4．1

27．8

153.8

75．7

9．0

93．4

2．1

108.7

98．1

28.0

45．9

220.8

396.4

58．6

5331D､儲lm'5
妬
一
師

380B+D､413(16-95)上儲細
297D､關扣'6
343C､協吹い‘

537Fr協吹ぃ6
3"B

164D+D､215(28-55)と鮭細陥|卿|ナ
175D+D+D､241(28-05)､264(37-
184D+D､撫細､儲|淵＃
174D､鮒ljている
183E

1761D+D+D144(’･10-96) 'M(2'

E､協吹い‘
B

Dtp+D､241(28-05)､264(37-
~

D+D､撫細､儲|淵＃
D､鮒ljている

D+D+D､144(2･10-96)

地
一
“
｜
抑

認
》肥

一
的
一
別
｜
別
一
塊
一
肥
一
例
一
蝸
二
鮎
一
卯
和
到
卿
詞
叫

~
~ ２

２
７
８
~~
７

７

●
●
１
１ 雛

晤

翻
一
気３

５
８
２
~~
７

８

●
●
１
１

岬
一
蝉
一
岬
一
辿
一
“
｜
叫
一
蝿
一
唖
一
郷
一
“
｜
恥
一
蝉
一
廻
一
“

輝
一
雑

安山岩
安山岩
シルト岩

安山岩
玄武岩
安山岩

1． 8－63

1． 8－64

1． 8－69

1． 8－87

1． 8－88

1． 8－89

1． 9－54

1．355

1． 9－62

1.10-38

1･10-84

1.1卜99

34)醗鍛〕､儲|剛
31.6

51.2

~32.6
53.7

~59.8 .264(37-34)上蜘､協卿
安山岩 177 D+D､204(28-35)t#

1531B+B､齢錦輔鵬
154C､關扣'5

liaD+D+D.138(19-84)
128C+C､133(2.10-23)
u5,B
111 C

D+D､204(28-35)と齢

C+C､133(2.10-23)

lllC

細､儲|卿＃
諏了齢蹄輔鵬
c､關扣'5

53．0

46．4

41.5

168.0

93．0

68．2

鐸
~

諦
罪
錨
鑑

195(37-55)上船郷､關職
101

~102 上鰡紐
B17.0

~42.4~103 安山岩
安山岩

169.7

193.1 93D+D+D+D+DL94'549'82'83(1･11-58mm
醗合棚､蹄|淵け
391C
361C

93104 1.11-48 128.6 89.0 31.5

105105 1･12-37 48.3! 41.920.31 39.2安山岩
1061.12-6＆53.5 68.4 22.8 102.2珪露’
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表V－3－40方割礫一覧 （3）
雲
》
｜
》
鑑
礎

1国調畷細ヨ 備 考
440C

726D+D､676(32-00)k齢細
775D+D､727(22-77)上牒淵〕､脇|卿＃
769B

685C+D+D+D､746'745､742(24-61'72'80)と齢細、
棚卿け
687E

665D+D+D､640'631(31-66,32-27)t撰脚〕､63111j
730D

756B+B､454(25-60)と齢締鵬､儲|卿|ナ
456CX4+DX4､齢緬幣鵬､儲|卿|ナ
445E

538E

539D

685

E

D+D+D､640'631(31-66,32-27)t撰脚〕､63111j

B+B､454(25-60)畷辮鵬､儲|卿リ
CX4+DX4､飴綿幣鵬協|卿|ナ

D

グリッド
2． 1－89

2． 2－05

2． 2－67

2． 3－42

儲(Ⅷ）
46．2

87．3

95．6

54．8

幅(m)
43．5

69．4

79．7

38．8

"(MI)
19．0

24．3

19．0

17．1

"(9)
43.6

153.9

117.6

35．8

No.

107

108

109

110

安山岩87.8 87.2 1,410111 2． 3－88 160.0

112 2． 3－94

113 2．4-19

114 2･4-44

115 2･ 4-78

116 2･ 5-73

117 2． 5-82

118 2． 5－88

119 2． 6－00

応叫

３２７８
~~５５

●●
２２

鐸
》

35.0 29.6 6.2 5.1
137.8 48.7 60.5288．3

31.7 33.1 35.3 24.4
53.5 43.0 28.0 82.9

123.7 86.4 37.8268．6

43．8 36．5 5．8 10．3

41.0 9.1 25.3 12．8

43.2 25.4 19.5 23.0
48.0 60.0 29.0 90.8

32．8 27．8 7．2 5．21

268.6

10．3

48.0 60.0 29.0 90.8

鑑
搾
鑑
禮

安山岩
玄武岩

C+C+E+E+､355,369,370(26-03,13)と齢鞭砂岩120 2． 6－03 3 354

獅攪ｔｊＯ５０１

＃
卿

●

３

夕

協

５

、

５

蝿

蜘

辮

細

４６３１

ｔ

と

と

む

９

，

Ｊ

、

ノ

、

』

献

旅

割

り

４

０

２

３

田

川

ぃ

鱗

鮴

１

２

２

１

０

３

７

９

６

４

３

２

恥

蝿

ｍ

″

「

心

》

ダ

〃

Ⅱ

、

、

〃

Ｊ

Ｉ

Ｋ

ｆ

’

１

、

Ｌ

７

４

５

４

４

６

０

６

５

Ｃ

る

弛十

５

い

い

９

い

い

２

い

い

＋

ぃ

杭

淀

１

抗

坑

１

抗

悦

叱

肛

ｌ

、

バ

ー

〉

Ｆ

へ

個

Ｕ

、

叶

川

Ⅳ

〉

４

０

汕

悼

Ⅱ

町

〉

Ｌ

－

ｌ

Ｆ

１

１

，

、

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｌ

７

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｆ

や

ｌ

ｌ

Ｆ

ｌ

ｌ

Ｆ

卿

妃

棚

蝿

棚

樅

船

側

棚

船

側

側

蝿

棚

棚

蛇

嘩

儲

Ｅ

Ｃ

嘩

陥

Ｄ

Ｅ

Ｏ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｅ

Ｃ

Ｃ

Ｏ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｏ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

懇
邪
知
迦
抑
独
邪
棚
珈
抑
班
加
加
妬
狸
郷
稚
叩
皿
蠅
“
”
知
邪
諏
叩
蠅
池
蠅
認
卸
剛
班
畑
加
硫
而
蝿

４

鍔
鑑

鑑
》
蛇
罪
需
認
識
鑑
》
罪
轆
轤
準
稚
》
禮
準
罪
曇
鑑
鐸
羅
鐸
禮
轆
雫
轆
禮
罪
》
坐
》
率
》
峠
》

鍔
鑑 4366

需
霊

安山岩
安山岩

安山岩
安山岩B､伽てい‘

B+C､120(29-13)上擬細

罪
曇

鐸
羅

c､協肛い§

C+C､齢伽､脇|抗い4

安山岩

安山岩

660

~848

12] 2． 6－04

2． 6－17唖
砺 123

133.3 60.8 18.7 175.8

2． 6－33126．2 59．6

124 2． 6－77 23．2 22．4

125 2． 6-87 77．6 68.6

126 2． 7－36106．4 43．8

127 2． 7-73 91.0 60.6

128 2． 7－83 55．3 29.7

129 2． 7－83120．0 79．0

130 2． 7-83 58.0 53．0

131 2． 7-83 26．2 25.0

132 2． 8－20 75．8 60.8

133 2･ 8-41 65．3 53.0

134 2． 8-60, 57．7 43.0

135 2． 8－61 102．2 60.2

136 2． 8－73 50．0 48．2

137 2･ 8-80 33．4 50．4

138 2．牙12 90.8 31.0

139 2･ 9-33 38.8 45.0

140 2･ 9-44 56.0 46.0

141 2･ 9-49 53.0 16.0

142 2． 9－68 23．8 20．0

143 2．牙71 15.4 41.0

144 2･ 9-81 57．6 33.6

145 2.10-10 45.2 31.8

146 2．10-40 66.0 40.0

147 2.10-52 49.0 18.2

148 2.10-54 47.5 34.6

149 2．1f76 67.2 92．4

150 2･12-02135.6 68.4

151 3． 0-99 53.3 39.9

152 3． 1-33 40.2 39.9

153 3． 1-33 40.1 60.2

154 3･ 1-43 68．2 32.6

155 3･ 1-44 40.6 31.4

156 3･ 1-45114.2 93.4

157 3． 1－57139．8 55.0

158 3． 1－76 46．0 68．9

59.6

22.4

哩厩

128

129

130

132

133

134

135

況一皿一弛一泌一恥泌砥一砥一迅哩心｜“一握一弘“侃蝿一唖一蝿一弘蛾｜“皿皿必

恥ｍ一“｜蜘一叩一皿一皿一幽一幽塑師噸一Ⅷ｜幽一卿

46.0

16.0

馳別

~~００
１１

●●
２２

18．2

34.6

151

~152

31.7199.8

22.4 8．4 7.2

68.6 37.4302.3

43｡8 19.0110.2

60.6 20.2 69.0

29.7 11.3 12.8

79.0 19.7123.0

53.0 13.4 26.9

25.0 13.0 7.2

60.8 31.7223.6

53.0 26.0133.0

43.0 27｡5 61｡5

60.2 35.5272.2

48.2 34.4 54.1

50.4 15.2 38.9

31.0 22.8".9

45.0 39.0 67.4

46.0 35.3 91.3

16.0 19.4 17.7

20.0 18.0 7.6

41.0 25.2 12.0

33.6 15.6 20.9

31.8 12.0 15.5

40.0 20.7 42.4

18.2 33.9 28.3

34.6 19.7 28.3

92.4 24.3183.8

68.4 46.8720.5

39｡9 40.9 75.0

39.9 17.4 30.4

60.2 16.7 48.2

32.6 14.0 28.5

31.4 10.2 11.8

93.4 34.4368.3

55.0 27.9169.6

68.9 19.0 81.9

59.6

302.3

110.2

91.3

17.7

28.3

28.3

720.5

75.(）

〆
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(4)表V－3－41 方割礫一覧

グリッド健(m) |幅(m)
3． 1－78 72．3 60．1

3． 1－91 60．8 37．4

3･ 1--32．1 17.2
3． 2－18 41．1 22．7

3． 2－30別.0 26．9

3． 2－43 26．234．7
3． 2－51 40．2 34．0

3． 2－58 42．6 45．0

3． 2-"23.9 31.1

3． 2－70 52．2 22．6
3． 2-75 30.015．0

3． 3－01 47．0 96．2

3． 3-45 39.4 35.1

3． 3－69 52．1 37．2

3． 3-75 58.5 31.1

3． 3－7629．6 30．8

3．4－22 82．2 33．7

3．4-74 31.2 33．8

3．4－86 59．5 66．2

3．4－93 72．0 49．6

3． 5－12 36．4 41．0

3． 5-17 40.8 16.4

3． 5-17 33.620.3

3．易18 28．0 17．2

3． 5=26 30.0 24.9

3． 5－74 43．2 58．4

3．扉92 46．5別.3

3． 5－94 88．2 47．5

3．500 42.0 6.8

3． 6－27 37．827．8

3･627 14．5 42.0

3．549 32．0 29．4

3． 6－94100．5 76．2

3． 7-11 25.0 37.6

3． 7－12 58．5 29．4

3． 7－27 69．0 67．7

3． 7-36 63.7 49.0

3． 7－37 38．8 26．6

3． 7－67 32．7 30．3

3． 7－67 31．6 25．5

3． 7－85 50．4 49．4

3． 8－56 61．3 47．0

3.1併07 58.7 33.3

3･10-07 35.7 6653
3.1108 80.3 39.8

4．併08 67．3 59．2

4．伽27 25．4 14．1

4． 1-00 47.0 39.1

4． 1-09 62.4 69.6

4． 1-12 63.9 24．0

4． 1-23 41.0 19.2

4． 2－15 52．9 45．6

4． 2－47 37．7 32．7

4． 2-4742｡5 27.0

4． 2－48 45．0 28．9

46.5

~88.2

38.8

~32.7

25.4

~47.0

"(m) |"(9)
44.5192.9

10．3 20．8
8．4 3．1

12．1 11．2

13．6 19．3
47．8 28．8

11.0 22.2

19．7 46．5

6．0 4.8

20．2 31．6

3．9 2．3

15．2 79．7

13．0 25．8

9．7 16．2

17．9 37．7

31．219．7

25．9 114.7

8．9 9．9

48.8193.3

42.0195.6

22．4 26．8

4．7 2．8

4．6 2．7

3．7 2.0

4．9 3．1

19．3 55．0

31.0117.0

14．4 67.8

24．4 9．7

16.4 19｡5

32.0 19.1

7．4 7．6

31.8314.1

6.0 6.2

18．2 37．7

40.2322.2

46.3 159.8

16.0 14.9

33.2 248
21．0 17．9

19．4 46．6

29．6103．01

12.6 19.0

21．4 38．4

13．0 35．9

22.5115.2

5．6 2．1

30.1 66.2

27.5107.3

15．1 24．6

7．4 4．1

24．4 46．1

26．5 53．3

26．2 33．5

9．7 17.2

垂
錨
錨鶚886

備 考Ｌ
蜘
面
面
面

C､伽n'5

E儲Im'4
E

B

B

C

~889
妻蕊 765B

679B

692C

449D

569B

626E､隙Im'5
566C+C+D+D､594(32-70)上牒紀
625B

617B

634C

581 E

582C

580D

6"B

586E

587C

441B

465B

384E

385E

382E

396E

466B,餅Im'5

4" B､鮒てり6,すり甜力’
469C

393 E

330D

342B

328E

160B+B､78(4502)と齢綿輔臘.7
288E

267B

263D,鯏沌'4

429 C､協吹い6
260D.'ljてい＆

180C+D､179(37-77)上船樋､儲臘リ
181C､慨|1てい4
193D､剛沌'6
250C

141D､徽吹い6
143B

ＤＢＢｌＣ
ＤｌＢ
ＥｌＣＢｌＥｌＥ

E

B,餅|沌'5

ＤｌＢ

E

B+B､78(4502)と牒繩輔畷.7

c棚』てい‘
D.'ljてい＆

193D､剛沌'6
250C

141D､徽吹い6
143B

鑑
識
幟
識
砺
一
癖
峠

識
聯

163

~164
165

166

~167
哩
哩
皿
皿
唖
塑
皿

安山岩
泥岩

鐸
諦

》
跨
蠅

妬
一
ｍ
一
ｍ

畑
一
ｍ
｜
Ⅷ
｜
皿
一
ｍ
｜
噸
一
脚

噸
一
噸
一
哩
蠅
一
脚
一
馴
一
皿
一
唖
一
噸
一
哩
一
鰯
一
噸
一
ｍ
一
“
一
Ｍ
一
刈
一
如
一
皿
一
畑
一
血
一
城
一
恥
一
加
一
郷
一
畑
一
恥
一
ｍ
一
ｍ
｜
噸

安山岩
諦
鍔

鑑
鍔
唯
鍔
拙
罪
峠
飛
》
》
｜
禮
率
禮
禮
》
》

鑑
鋸

安山岩
安山岩

8噸けか§
E

B

D,鯏沌'4

安山岩
珪質岩
禮

》
癖

142,B

840c､協Im'6

安山岩
泥岩

安山岩
安山岩

購繊岩 Ｅ
ｌ
Ｃ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｃ
ｌ
Ｂ
ｌ
０
ｌ
Ｂ
｜
Ｂ

型
唖
刑
壺
頭
砺
諏
両
面

Ｂ
ｌ
Ｂ

罪
弼
禮
禮
諦
鋸
鋸
泥岩

204



方割礫－覧（5）

儲(剛) ,幅(m)|"(m)
4．8 23．3 20．5

71．7 47．0 23．5

62．0 20．4 17．0

49．261．2 10．3

32．1 17．3 3．9

7．4 39．2 32．0

52．0 45．6 36．5

99.4 48.9 39.5

100.4 38.6 21.1

49．7 22．6 12.6

112.1 62.3 38.7

48.0 28.3 16.3

47.0 45.0 31.5

56．2 36．2 22．3

22．0 23．9 8．2

121.9 72.2 39.5

96．7 84．8 45．5

60．0 39．0 23．8

123.2別.6 33．8

80．538．7 29．6

60.0 33.6 21.2

27.4 13.5 6.f
57．8 67．6 17.〔

邸一”｜暉一恥一蝉一一池一郷一郵一郷一睡一班｜“恥一晒

121.9

~96．7

２８０６７６５６
●●●●●●●

９７０２５４０８
吐塗延延延延

表V－3－42

No. |グリッド
214 4． 3－09

2154． 3－28

216 4． 3－30

ド｜朋邪鋤

鑑峰轄一

'番鋤｡ 備 考 一’9041C
577IB+B､擬綿滞鵬
446B

556B

593E

837C

448B

736B

5 72B+C+C,73'74(45-17)畷締腺協|鋤
511E

6 471B+C+C､510'47(4538,4630)と飴総臘協|漁り
71C

291D，儲lifl'5
302D

512D+D､齢縦
77C+C+D+D､撚細､鮒l漁け
105C+C､106(47-21)t擬細陥|撒け
292B

116C+D+D,293'295(47-41)と飴榔
1"B+C､儲柵
126B+B､齢雑鵬
540E

"1C

905D

906D

9071E

邑奪

B+C､儲細
B+B､齢雑鵬
E

905

~906

垂
》
弼
禮
》

"(9)|
3．2

123.0

38．5

43．0

1．5

11．4

137.3

205.2

96．2

15．7

270.7

26．3

117.0

53．6

5．3

364.9

526.3

89．2

242.9

109.8

61．2

2．7

64．9
30.2

50．2

7．0

鋤
慨
別
測
岨
帖
皿
認
妬
妬
岨
囎
哩
、
卿
俎
似
似

叱

峰
牲
挫
挫
牲
嶬
峰
峰
峰
峰
蜂
峰
帷
畔
岼
岼
雑
挫
舞
審
認
識
鍔

グ

~

加
一
狐
一
畑
一
加
一
、
｜
狸
一
澱
一
剛
一
斑
一
班
一
切
｜
型
”
｜
型
測
一
皿
一
獅
一
鯉
一
郡
一
郡
一
獅
一
郷
一
湖

Ｉ

ｌ

ｉ

祷
一
祷

安山岩
》
》

安山岩

一
“
｜
郷
一
ｍ

安山岩

》
稲
鑑
禮

安山岩
安山岩

８
７
５

●

●

●

●

”
例
犯
別
認
羽
過
飼
測
妬
訓

５

４

４

39.8

~
~
25.7

》
禮
罪
》

垂
些
泌

職
誰
｜
鍔
湿
鑑

》
聯

表V－3－43礫一覧 （1）

No. |グリッド|"(m)"(E)1"(1)|"(9)_[
1 0． 3-26140．0101．6 36.4640

2 0． 3－26102．5 81．537．0425．5

3 0． 3－50125．4 69．4 65．3810

4 0．4－00 34．1 39．9 26．3 33．4

5 0． 4－00 67．8 31．9 24．8 41．8

6 0． 5－86 64．0 48．0 29．0 75．2

7 0． 8－69 79．0 37．3 22．0 82．2

80．332103．7 43．0 32．2195.2

9 0．1ト24109.0 33.2 21.6 108.1

10 0･11-2974.0 77．8 28.2255．0

11 0．11－79 64．0 38．0 13.6 39.1

12 0．12－14 65．2 39．0 13．2 55．9

13 0･12-39 64.0 34.8 26.2 84.2

14 0･12-39 52.0 33.6 19.0 31．6

15 0．12-49 92.6 39.3 32.4162.0

16 0.12-56 82.9 31.2 12.8 49.8

17 0･12-59 54.0 29.7 21．9 45｡8

」8 0．12－59 70．6 42．2 13．0 59．1
1 19 0･12-59 65.7 38.5 15.0 60.6
20 0･12-59 64.5 28.8 22．8 6254

| 21 0．12-59 72.5 32.7 22.8 68．4
22 0･12-66 38.2 28.5 18．8 24.0

「23 0.12-66 45.0 28.8 28.6 30.5
24 0･12-66101.6 42.3 21.0123.5

1 25 0．12-72 36.2 28.6 25.0 30.5
26 0．12－731 55．0 39．3 25．5 82．4

0．4－00

0． 4－00

255.0

39．1

18.8

~28.6

別一路

考Wo 備
793 鼎輔鵬
794癖楕鵬
854楕畷
813楕鵬伽抗い5
814蹄臘
516楕膿
173熊膿
121熊臘
96離職
89僻鵬
60儒蠕鵬
52儒惰僻
17楕鵬
31楕臘
2熊隈､朧|畑'5
28儒嬬畷､儲|沌'5
9情鵬儲吹いふ
10鼎隔鵬

13帰稀鵬協I珂噌
14精膿協lﾅ〔い‘
15楕鵬

24楕鵬

25楕鵬

26鼎嬬畷
29楕畷
27謄鵬

熊膿
~熊臘

岬蝿郷一柵

僻熊畷､儲|沌'5
惰鵬剛1てい§
陶稀鵬
帰稀鵬協吹い§

楕鵬

楕鵬
楕鵬
僻蹄畷
楕畷
楕鵬

図番塞
罪
乖
罪
編
凝灰岩
識
鑑
》
｜
》
罪

岩凝灰

泥岩
安山岩

二凝灰岩
安山岩
砂岩
鑑
一
禮

~安山岩

》
鍔
鐸
砺
禮
辨
珪質岩
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表V－3－44礫一覧 （2）

INo. |グリッド|"(MI) |幅(m) |"(ml"g)石質
27 0･12-83 42.2 40｡8 22．8 47.3安山岩
28 0．12－95 43．6 31．0 30．0 40．1 泥岩

| 29 0．13-13 83.2 25.5 21.2 51．3 泥岩
1 30 0･13-21 77.0 42.0 21.5 90.0 泥岩
| 31 0･13-41 48.4 41.4 22.0 66.5 砂岩
32 0･14-45 47.4 15.8 12.4 10.9 泥岩
33 1･ 2-18178．0110.0 74.31,907安山岩
34 1． 2－47 45．6 46．7 41．4 87．0砂岩
35 1． 3－04 72．6 51．7 22．9110．9 泥岩

! 36 1･ 3-51 79.0 41．2 25.6119．5安山岩
37 1． 3－76 74．6 56．6 14．2100．4砂岩
i 38 1． 3-85110.7 41.9 35.9239.3安山岩
39 1･ 4-6273.3 50.3 41｡9127．7凝灰岩
40 1．4－95 50．6 32．2 14．8 31．9 泥岩

1 41 1･ 6-16 62．0 27.6 15.3 37．2 砂岩
42 1･ 6-73 76.4 41.2 32．8140.0 泥岩
43 1･ 6-80 57｡5 31.4 18.3 41．2安山岩
44 1． 7－80 36．2 35．0 27．2 50．5安山岩
45 1･ 7-91 64.6 52.0 38.7i162.4安山岩
46 1･ 8-65 68．8 29.4 29.5 81.6安山岩
47 1． 8－74 63．6 43．4 27．9 79．3安山岩
48 1･ 8-75 63.4 38.0 31．0 91．9安山岩
49 1． 8－75 62．2 32．4 27．0 63．6安山岩
50 1･ 8-93 55．0 30.3 16.4 37．1安山岩
51 1｡ 9-48 53.3 36.8 32．5 65.6凝灰岩
52 1･13-06 44．4 40.8 12.0 28．2 泥岩
53 2． 2－79139．9105．6 67.21,360 安山岩
54 2． 3－27157．5 66．0 31．2600 安山岩
55 2． 3－99 86．4 63．9 30．2209．6珪質岩
56 2． 4－09 88．5 67．3 46．6394．9安山岩
57 2･ 4-51 111.6 64.1 57.5560 安山岩
58 2． 4－58164．5107．7 54．61，340凝灰岩
59 2． 5－96 72．3 63.0 50.7309.9安山岩
60 2． 6－60 44．5 40．8 27．5 62．3珪質岩
61 2｡ 6-67118.0 91.7 46．0720 安山岩
62 2． 7－54 66．0 40.0 12.0 50.2 泥岩
63 2． 8-03 62.0 47．5 37.0141.6凝灰岩
64 2． 8-27 68.0 59.3 16.2 91．0砂岩
65 2． 8－59 38．6 28．2 27．0 33.2安山岩
66 2． 8－86 37．0 33．0 8．2 14．1 泥岩
67 2． 9-29 68.6 33.0 24．3 73｡4安山岩
68 2･ 9-34190.0 94.0 56.01,410安山岩
69 2．牙39 70.0 34.8 17.9 68.0安山岩
70 2． 9-39 56.0 18．0 19.6 40．2 泥岩
71 2･,70 41．2 33.6 10．0 16.2 砂岩
72 2． 9－76111．6 72．0 28．4296．2安山岩
73 3･ 1-34114.1 88.2 27．9389．2安山岩
74 3． 2－00101．4 53．3 52．3371．8安山岩
75 3･ 2-25102.9 84.1 22.9 296.2 安山岩
763･ 2-27103．8 50.3 32.0184.8珪質岩
ZZ 3･ 2-57101.9 44.2".9208｡0安山岩
78 3． 2－62127．6 52．7 34．9355．4安山岩
79 3･ 2-70 44.3 23.2 21．3 26.9泥岩
80 3． 2－80 47．4 24．4 17．8 29．2 泥岩
81 3･ 2-81 53.1, 30.2 21.8 52.0安山岩

安山岩
泥岩

29

~3(）
21.2

~21.5

里型

鰐濡

“一調“一娼

38.7

~29.5
63.4

~62.2
安山岩
安山岩

31.0

~27.0

諦辨

53.3

~44.4

郵一伽

識鍔僻》

剛一部

砂｜２

砂岩

安山岩

例一髄

泥岩
安山岩73．4

1，41(）

郷一”

嵯鑑

16．2

~296.2 安山岩
安山岩

》識

咽一万

７２
５６
~~２２

●●
３３

蝉一切

安山岩

安山岩
泥岩

韮禮

腫閻鋤ol
30楕鵬
46"
21"H
7締
23楕鵬
547"H
789柵
一噸
825砺

| 831柵
677mW
820"H
781綱
743硴
528M"
388瀬
532楕鵬
536噸
308鞭
- 190扉円

楕鵬
癖

趣一禰辮翻紳

胴幡

､幣

偏礁

m鵬

傭僻
離職

備 考

~

鵬
~楕畷
鵬
熊鵬
楕鵬
鵬
､蝋

､剛ﾅ〔い＆
備鵬､聯ljてい&
楕膿儲|知14
楕臘､儲|知'5
贈僻､協ljfM

唖
塑
幽
邸
恥 316傭臘
3

682

768

771

癖鵬､撒吹い§
惰臘､剛(M
m蠕臘鮒てⅢ5
榊
一
繩
臓
繩
一
辮
一
撫
剛
聯

椿畷協

458

~729 |1てい§
惰鵬哩
亜
塑
廼
型
皿
型
祁
鵜
､燃
砺噸亜
哩
唖
型
哩
、

傭鵬
~熊臘
楕鵬

､鱸
､幣畷
､輔鵬
鼎輔腺
棚‘

197

~695
儒
需
備輔鵬
熊臘

熊鵬
踊鵬
楕僻

595

~585
楕畷
~楕鵬
型
知
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表V－3－45礫一覧 （3）

No. |グリッド罐(mm) |幅(Im)"(II)"(9)
82 3･ 2-99 73.3 28.2 19.8 64.0

83 3･ 3-36120．0 42．2 48．7295.8

84 3． 3－59108．1 61.1 24｡4210．8

85 3･ 3-62118．4 49.0 29.6257．1

86 3． 3－86137．8 59．2 22.3296．4

87 3．4－99 98．8 62．0 35.3321．8

88 3． 5－01 83．6 69．4 32．8180．5

89 3． 5－37 73．4 39．2 16．8 60．2

90 3･ 5-71 90.0 34.7 17.6 84．2

91 3･ 6-13 55.1 46.9 31｡8 97.3

92 3． 6-23108.4 76.2 34.2 425.8

93 3･697116.0 87.8 33.4423．8

“3． 7－33 57．7 32．0 14．4 35．3

95 3． 8－38116．5 52．8 28．72“､1

96 3･ 8-59110．8 61．2 43.5319．7

97 3･ 9-08 81｡673．0 23.2248.3
98 3． 9－19 95．4 84．6 26．0380．0

99 4･ 1-00 62.6 48.7 43.3156.2

100 4． 1-00 33．1 29.8 28.1 34.4

101 4． 1－23 49．8 42．4 11.5 33．6

102 4． 2－03 48．6 35．6 11.2 18.3

103 4． 2-10 51｡9 49．7 33｡1 115.8

104 4･ 2-30161.5 84.356.21,145
105 4. 2-31 134.4 79.2 49.1715.0

106 4･ 2-48118．9 46.732.8266.2
107 4･ 2-49102.5 59.9 29.4217.8

108 4． 3-02120.0 57.4 29.8258.9

109 4･ 4-11 136.9 61.6 41．6473｡7

110 4． 5－39 90.8 52．8 45．2293．8

111 4･ 6-05105｡9 79.6 25.7320.0

112 4･ 7-43 67｡8 35．6 15.753．8

113 4． 8-10123．4 66.0 31｡0422.4

114 4． 8－48 86.4 32．7 13.2 51.0

59.2

~62.0
69.4

~39.2

胡一卯

46.9

~76.2

156.2

~34．4
49.8

~48.6

咽一咽

51．9

~~161.5
79.2

~46.7

52.8

~79.6

里皿

105｡9

67．8

郷一脚

石質

安山岩
図董|鋤･
576楕鵬
615熊聯
571偏蒋畷
570熊臘

唖馴

備 考

識誉
安山岩

泥岩 鼎辮鵬
閉爾

572

~59(）安山岩

安山岩

凝灰岩
楕鵬
､需噸
熊鵬

457

509

463

359

358

200

266

嬬
拙
殿

楕臘

灘
儒輔鵬

安山岩

泥岩
~

安山岩
安山岩

2461"H#
Z祠廟藤一楕鵬
~偏唖鱸泥岩

安山岩

218

~224趣
辮

臘
一
州

榊

癖

繩

辮

細

榊

細

繩

繩

聯

榊

柵

岬

郵
一
噸
一
蹴
一
卸

”
一
期
一
油
一
姉
一
畑
一
卸
一
知
一
皿

乃
一
刃
一
独
一
畑

畑

楕鵬

繩
一
癖

繩
一
繩
一
細
剛
細
一
雑

榊
砺

安山岩
韮
鐸

搾
罪
鋤
安山岩

安山岩

安山岩
安山岩
安山岩
安山岩
安山岩

泥岩
安山岩
泥岩

礫114点が出土し、 このうち焼けているものは約1割の15点と方割礫に比して少ない。石質は安山

岩が過半数の62点を含め、焼けているものは11点ある。次いで泥岩が23 (焼け1 )、凝灰岩15 (焼

け2）、砂岩7 （焼けl )、珪質岩5 (焼けo)、玄武岩2 (焼け0)の順で、比率的には方割礫

と大差はない。形態別には、最も多いものが楕円礫の47点であり、そのうち焼けているものは9

点ある。次いで偏平楕円礫28 （焼け1 ）、長楕円礫21 （焼け2）、亜角礫5 （焼けo)、偏平円礫

4 （焼けl )、偏平長楕円礫4 (焼け2)、円礫2 (焼けO)、偏平亜角礫2 (焼けo)、亜角礫1

（焼け0） となっており、楕円に近い形態のものが選択的に持ち込まれている。出土分布をみる

と、沢跡北側の0 ･12区が最も多く、焼けているもののうち5点がここから出土している。また、

1 ･8区でも焼けたものが5点出土しており、焼けた礫については、方割礫の焼け弾け資料と密

接な関連が窺われる。
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4 まとめ

焼土の項でDグループに分類したものについて、焼土群の時期、焼け弾けの石器など周辺遺物と

の関連及びTピットとの関係について述べる。なお、 この焼土群については全てフローテーション

法による微小遺物の検出作業を実施したが、得られた自然遺物は、 FP30で種不明種子粒2点、 FP

34で炭化したクルミの殻があるのみである。

Dグループを形成する焼土のうちFP30～32， 36， 38， 40はⅡ層中位で確認されており、 FP33、

34はⅢ層上面で確認されている。またFP30～32， 34， 36， 38の6カ所からは萩ケ岡2式土器片が出

土している。従ってDグループ°は、 ほぼ萩ケ岡2式期に形成されたものと考えられ、層位的に下位

に位置するFP33、 34は時期が古い可能性もあるが、掘り込みを伴う焼土であった可能性もある。

Dグループ南側の中心に位置するFP38は、 a～gとした焼土の顕著な部分を始め、焼土を含むⅡ

層が広範囲にみられる。関係する遺物も多く、焼土中・焼土直上及び周辺の同一レベルから出土した

土器片には萩ケ岡2式33点のほか、円筒上層式1点、萩ケ岡l式18点、天神山式3点と、試し焼きの

粘土と思われる細片5点がある。また石器類は、焼土上面から多数の焼け弾けの黒曜石剥片類が出土

しているほか、同じく焼け弾けの方割礫、削器、掻器、 R･F、 U･Fが各1点、黒色有機物が付着

した石斧、石斧片も出土している。 FP38東側にはFP30が、 またFP38西側にはFP31 ｡33が位置す

るが、 これらの焼土は遺物が少なく、わずかにFP30･31から萩ケ岡2式土器片各1点が出土してい

るに過ぎない。

Dグループ北側の中心に位置するFP32も、 FP38同様広範囲に広がりをみせる焼土である。遺物

は萩ケ岡2式土器片5点と天神山式3点のほか、 1,000点を越える焼けた黒曜石剥片類と焼けたR･

F1点、石鎌と亜円礫各1点が出土している。 FP38と異なる点は、焼けた剥片類は極めて細かな砕

片が主体で、明確に焼け弾けと確認できるものはなく、 また接合資料にもなり得なかった。 FP32の

東側にはFP40が位置するが、 この周辺は遺物が少なく、むしろその東側に集中している。これに対

し西側に位置するFP36周辺は遺物が豊富で、萩ケ岡2式土器片2点と、多数の石斧片(7個体の母

岩がある）や焼けた黒曜石剥片、焼け弾けた掻器とU･F、焼けた礫片が出土している。なお、その

南西側に位置するFP34からは萩ケ岡2式土器片4点と、同一母岩の黒緑色泥岩製石斧片が7点出土

している。

さて、 これらの焼土と遺物の関係であるが、 自然遺物が極めて少ない点や、焼け弾け遺物の異常な

出土量からして、ユカンボシE4遣跡の報告で述べたように、木村哲朗(1991)が指摘している「も

の送り場」的な機能を想定せざるを得ない。

ところで、 FP32周辺のⅡ層を除去すると、 Ⅲ層中に黒色土の広がりが確認され、その一部はFP

32の下に及んでいた。そこで、 これらを通した土層断面を設定し調査を進めたところ、黒色土の広が

りはTピット (TP10)であることが判明し、 これが完全に埋没してからFP32が形成されている。

なおTP10の出土遺物は、覆土l層中から東釧路Ⅲ式と円筒上層式土器片各1点、黒曜石剥片2点が

あり、 その上位のⅡ層中に黒曜石剥片16点がみられた。TP10は杭穴をもたない細長いタイプ°で、同

様の形態をもつTP9と列をなすものと考えている。なお、 FP38の東西に同形態のTP11とTP13

が穿たれているが、 TP11の崩落土中から天神山式土器片が出土し、流れ込みの覆土l層中からは萩

ケ岡2式土器片1点が出土している。従ってこれらは、 TP10より新しい形態のTピットということ

ができよう。 （鎌田望田才雅彦）
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図V－4-1 FP32周辺の遺構と遺物
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ユカンボシE5遺跡B地区(A-04-06)から検出された植物種子

吉崎昌一（北海道大学）

(1)扱った資料の性格

ここに報告する資料は、北海道石狩管内恵庭市戸磯180-4ほかに広がるユカンボシE5遺跡B地区

から得られたものである。この地点は、平成4年度に北海道埋蔵文化財センターによって発掘調査が

実施され、主として縄文時代早期後半の土器と、中期の萩ヶ岡式及び天神山式相当型式の遺構や焼土

スポットが検出されている。表1に検出された種子類とそれが発掘された遺構ナンバー、採取グリッ
ド、層位をまとめておいた。

(2) 検出された種子

かなり多量の土壌サンフ°ルがおこなわれている割りには種子の出土量が少ない。それも、不思議な

ことには、焼土あるいは焼土周辺からの種子の出土はFP1 (b)、 FP13、 FP16、 FP30の4ヵ所

から総数でわずか5粒検出されているに過ぎない。 しかもすべて確実な同定に耐えない保存状態のも
のだけであった。

FP1 (a) とFP29、 FP34からは、少量のクルミ属ﾉigjα"sL.の核果細片が検出されている。す

べて炭化しており、加熱して破核したものの残存であろう。個数を調べることが出来ないので、乾燥
後の重量を掲示しておいた。

図1-la･ 1bは、 イネ科の穎果と見られるものである。 TP24の覆土からほぼ同様な資料が3

粒出土している。 laはその中でもっとも保存のよいもの。紡錘形の形状を持ち、全長のほぼ4/5

に達する胚が見られる。長さ1.4mm、幅0.7mmでススキMISc""肋"ssi"e"sisAnderss.でないかと思われ

るが、はっきりしない。 lbはlaの表面構造の残っている部分を拡大したもの。

図1-2a･ 2bもイネ科の種子であろう。長さ1.75mm、幅0.8mm・両端がわずかに尖る長卵形の

もので、下端に扇状に広がる胚が観察される。手元に集めらているイネ科の種子標本と比較してみて、

ササ属Sfzs"MakinoetShibataの種子にきわめて類似すると思われるのだが決め手に欠ける。 2bに

はその胚部分の拡大を示しておく。TP3から1粒検出された。

FP13からはマタタビ属Ac""〃"Lindlの種子が1点検出されている。図1-3a･ 3bに示した

ものがそれで、卵形に近い形状をもち、表面には独特のアバタ状構造が観察される。その拡大図を図

1-3bに示しておく。

図2-4a･ 4bは長さ2.1mm、幅1.3mmの種子であるがいまのところ手掛りがなく不明。図2－5

a･ 5bはヘソの認められない球形のもので長さ1.2mm、幅1.25mm｡ 5bに拡大撮影して掲げてある

ように表面に不規則なしわ状の構造が見られる。植物種子ではなく菌核である可能性がある。
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1 b l aの拡大 ×5001 a イネ科 ×35

2b 2aの拡大 ×200

2a イネ科 ×35

3a マタタビ属 ×35

3b 3aの拡大 ×200

図1 ユカンボシE5遺跡B地区出土炭化種子 (1)
（×35撮影のスケール「｢の間隔1mm)
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4b 4aの拡大 ×100

4a 不明種子 ×35

不明種子 ×355a 5b 5aの拡大 ×500

図2 ユカンボシE5遺跡B地区出土炭化種子 (2)
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